

[image: ]















激情に目覚めた御曹司は、政略花嫁を息もつけぬほどの愛で満たす

蓮美ちま










目次




激情に目覚めた御曹司は、政略花嫁を息もつけぬほどの愛で満たす


プロローグ

１．ドキドキの新婚旅行

２．とびきり甘くてちょっぴり切ない新婚生活

３．不安と自立

４．広がった世界

５．嫉妬《Side 颯真》

６．恐れていたもの

７．消えた愛しい人《Side 颯真》

８．真実の告白

エピローグ



特別書き下ろし番外編


ため息の正体

初恋をして愛を知る






あとがき
















激情に目覚めた御曹司は、政略花嫁を息もつけぬほどの愛で満たす










プロローグ




　美しく煌めくステンドグラス。そのステンドグラスからまぶしいほどの光を受け、輝く大理石のバージンロード。

　祭壇に飾られた花やベンチフラワーはすべて白で揃そろえられ、その場の空気をより清廉で神聖なものに思わせる。

　ゴシック調の大聖堂のような厳かな教会で、月つき城しろ颯そう真まと森もり野の千ち花かの結婚式が行われている。

『結局、今日まで弥生やよいから連絡はなかったか……』

『……うん』

　千花は先ほどの控室での颯真との会話を思い出しながら、『スターライト・フィナンシャルグループ』社長の父・森野公こう造ぞうの腕に添えていた手を離し、光輝くカラフルなステンドグラスを背に真っすぐに自分を見つめる颯真を見上げた。

　曽祖父の代から続く『月城不動産』で、颯真は弱冠二十七歳にして都市開発本部の部長を務めている。戦後日本一の不動産王と呼ばれた月城廉れん次じ郎ろうの直系の孫であるということを抜きにしても優秀な彼を『御曹司だから』と揶揄する人間はいない。

　いずれは現在の月城不動産の社長である父親からすべてを受け継ぎ、彼も『令和の不動産王』と呼ばれるようになるのだろう。

　艷やかな黒髪はタキシードに合うようフォーマルに額を見せるようにセットされていて、形のいい眉と意志の強そうな二重の目が際立つ。

　スッと通った鼻筋と薄い唇、涼しげな顔立ちと立ち居振る舞いから品のよさがうかがえる。百八十二センチという高長身も相まって、黙っていても周囲の注目を集めるオーラを放っている。

　颯真は「娘を頼む」という公造の言葉にうなずくと、千花の手を取りゆっくりと祭壇の前まで歩みを進めた。

　参列者全員で賛美歌を歌い、神父が聖書の中から婚姻にふさわしい愛の教えを説く。そしてあの有名な言葉が新郎新婦へ向けられた。

「新郎、颯真。あなたは千花を妻とし、健やかなるときも病めるときも、喜びのときも悲しみのときも、妻を愛し、敬い、慰め合い、ともに助け合い、その命ある限り真心を尽くすことを誓いますか？」

　颯真は伏せていた目を上げ、誠実な視線を神父に向ける。

「はい。誓います」

　参列者全員に聞こえるような張りのある凛とした声が響く。

（嘘つき……）

　千花が痛む胸を押さえてため息をつくと、顔の前にかかっているレースがふんだんにあしらわれたベールが小さく揺れた。

「新婦、千花。あなたは颯真を夫とし、健やかなるときも病めるときも、喜びのときも悲しみのときも、夫を愛し、敬い、慰め合い、ともに助け合い、その命ある限り真心を尽くすことを誓いますか？」

　千花も伏せていた顔を少しだけ上げて正面を見すえ、小さな声でつぶやく。

「……はい、誓います」

　心の中に渦巻く虚しさを抱えつつ、それでも自分の誓いは本心からの言葉なのだと、信じてもいない神様に言い訳をする。

　千花は新郎である颯真と向かい合うと、リングピローから指輪を取り、互いの薬指にはめた。

　この指輪を買いに行ったのはおよそ一年前。

　当時大学四年になったばかりの頃、そろそろ結婚式の準備をと両家の両親から言われ、颯真とふたり、有名高級ジュエリー店で購入した。

　奥まったＶＩＰルームに通され、当然ながら値札のついていない指輪をずらりと並べられて困惑した千花に、颯真は『一生身につけるものだから、気に入るデザインを選んだらいい』と言ってくれた。

　結局は一番シンプルなラウンドダイヤモンドが一石セッティングされた颯真と揃いのデザインを選んだ千花に、苦笑しながらも『千花ちゃんがいいなら』と即決したのだった。

（これだって、きっと軽自動車は買えちゃう値段だったんだろうな。とはいえ高級外車並みの値段の指輪なんてつけていられない……）

　分不相応だと思ったところで仕方がない。

　なにしろ相手はあの月城不動産の御曹司なのだ。

　スターライト・フィナンシャルグループが運営する『スターライト銀行』もその名を知られているが、他業種といえ月城不動産とは事業規模が比べものにならないのが実情だった。

　ゆっくりとベールを上げられ、素肌の肩に颯真の手が置かれると、否が応でも鼓動が速くなる。そんな自分を滑稽だと思ってもどうしようもない。

　誰もが見惚れるほど整った顔が近づき、唇を重ねられて〝偽物の〟誓いのキスを受ける。

　それは颯真との初めてのキス。

　千花にとって、颯真は初恋の相手だった。

　四年という婚約期間中、千花は颯真にずっと大事にしてもらったと思う。それはもう、大事にしすぎだというくらいに……。

　だからこそ、颯真への恋心は募る一方だった。

　自分は〝身代わりの花嫁〟なのだと知りながら……。










１．ドキドキの新婚旅行




　約十二時間のフライトを終え、ウィーン国際空港に降り立った。四月のウィーンはまだ少し肌寒い。

　新婚旅行の行き先を提案したのは颯真だった。千花が無類のチョコレート好きで、中でも濃厚チョコレートを使用した古典的ケーキであるザッハトルテが好きなので、それなら本場の味を堪能しようと言ってくれたのだ。

　淡いピンクのスプリングコートの身頃を合わせる千花の手を取った颯真が、指を絡ませてきゅっと握り、穏やかな微笑みを向ける。

「千花、とりあえずチェックインして食事にしよう。長いフライトで疲れただろ」

　名前を呼び捨てにされることにまだ慣れず、ドキンと胸が鳴った。

　今までは〝千花ちゃん〟と子どものように呼ばれていたのに、結婚式以来こうして〝千花〟と低い声で自分の名が紡がれるたび、心の中にむずがゆい感覚が広がる。

　そんな感情を表に出さずにこくんとうなずきながら「そうだね」と返事をし、つながれた温かい手にちらりと視線を送った。

　婚約が正式に言い渡されてから何度か出かける中で、いつの間にか手をつなぐようになった。当初はたったそれだけの出来事にドキドキしていたが、自然とあたり前になった。

　指を絡ませることもない、親が我が子の手を引くようなその触れ合いのみが、颯真との距離感だった。

　それなのに今日はなぜか、いわゆる〝恋人つなぎ〟と言われるつなぎ方をされて千花は驚く。

　呼び方といい手のつなぎ方といい、些細なことではあるものの、どこか甘い雰囲気を感じてしまう。

　新婚旅行に来て舞い上がっている自分を戒めるように、つとめていつも通りに振る舞おうと隣の颯真を見上げた。

「トルテも食べていい？」

「もちろん。千花にとってはそっちがメインだろ？　いくつでもどうぞ」

〝トルテ〟とはドイツ語で切り分けて食べる円形の菓子のことをいうが、チョコレート好きの千花にとってはザッハトルテ一択だ。

「えへへ、うん。でも今日はひとつでいいよ。明日からもたくさんいろんなお店で食べ比べしたい」

「じゃあ今日はホテルにあるトルテが自慢のカフェだな」

「う、うん」

〝ホテル〟という言葉に鼓動が跳ねる。

　昨今の流行に反して盛大に執り行われた挙式と披露宴を終え、無事に入籍を済ませて一週間の新婚旅行にやって来たが、いまだに颯真と一線は越えていない。

　まだ住居をともにしてもいないし、泊まりがけの旅行はこれが初めてだった。




　幼少期から厳しい父親の言いつけ通り、五つ年上の姉の弥生とともにピアノや習字、着付けや茶道などひと通りの習い事をさせられ、進路もすべて父に決められた。

　姉と同じ小学校から私立の一貫教育の学校へ通うことは、生まれたときから決まっていたも同然。

　中等部へ進学すると、高等部三年になった弥生と同級生の颯真が生徒会役員だと知った。それと同時に、ふたりが付き合っているのではという噂がまことしやかに流れているのも聞いた。

　颯真とはもともと社交の場でも何度か顔を合わせていたし、家にもほかの同級生と何人かで遊びに来ていたので、姉と仲がいいのは知っている。

　彼は、比較的裕福な家庭の子女が通う学校の中でも抜きん出た家柄で、学生の頃から目立った容姿だがそれを鼻にかけるそぶりもなく、面倒見がよくて男女どちらからも慕われている印象だった。

　家に来たときは千花も一緒に遊んでもらったり、時には勉強を見てもらったこともある。

　将来の夢というテーマでの作文に保育士と書いていたのを見て、夢が叶うといいねと笑ってくれた颯真に、千花は小学生ながら淡い恋心を抱いていた。

　しかし、千花の初恋はあっけなく散った。

　千花は父から、弥生と颯真が大学を卒業するタイミングで正式に婚約発表をする予定なのだと、姉とともに聞かされていた。

　颯真はもともと、姉である弥生の婚約者だった。

　千花と弥生の父親・公造はスターライト・フィナンシャルグループの執行役社長で、颯真の父の会社である月城不動産とはここ二十年ほど取引相手として付き合いがある。

　スターライト銀行が月城不動産への融資をしているのだが、決して月城不動産にとってスターライト銀行がメインバンクなわけではない。

　そこで公造は、銀行にとって大口融資先にあたる月城不動産の御曹司と自分の娘の結婚を申し出た。いわゆる政略結婚である。

　もともと父親同士が大学の同窓で、なおかつ長女の弥生はひとり息子である颯真と同級生。

　おあつらえ向きの環境に、話は父親同士のみでトントン拍子に進んでいった。

　小柄でかわいらしい顔立ちの千花とは違い、弥生はスラッと長身で美人、姉御肌で誰からも慕われる快活な女性だった。

　五つ年下の妹である千花を溺愛する姿を周囲からシスコンとあきれられても『だって千花がかわいすぎるから』と笑い飛ばしてくれる、大好きな姉。

　勉強も運動も常に学年でトップを争い、同じ習い事をしても『お姉ちゃんを見習ってがんばりなさい』と言われるのが常。

　自慢で憧れの存在であった姉に、同時にコンプレックスを抱くようになったのはいたし方ないことだった。




「ここがホーフブルク宮殿……！」

　ウィーンの中心地にあるハプスブルク家の居城、ホーフブルク宮。

　旧王宮の入口、ミヒャエル広場には白馬の引く馬車が行き交い、帝国と宮廷文化の残り香を感じて千花はうっとりとため息をついた。

「ウィーンに来たって感じがする！」

「千花、それ昨日ホテルに着いたときも同じこと言ってた」

　クスッと笑う颯真を上目遣いで睨んでみても、ここに連れてきてもらえた感謝と感動で拗すねてばかりはいられない。

　昨夜から泊まっているホテルはウィーンでも指折りの名門ホテルで、各国の王侯貴族や著名人たちが多く宿泊したことで知られる。

　ロビーや奥に見えるサロンは豪華絢爛、まるで宮殿のような眩まばゆさで、一週間もここに滞在するのかと信じられない気分にさせられた。

　圧巻なのはロビー奥から上がれる階段で、天井には大きなシャンデリア、床には赤い絨毯、正面には民衆に愛され続ける皇帝の肖像画が飾られている。ゆっくりと上ってみれば、それだけで自分がまるでお姫様になったかのような気分にさせられた。

　部屋に案内されると当然ながらスイートルームで、ふたりで過ごすには十分すぎるほど広くて豪華な部屋に、千花は改めてすごい人のもとに嫁いだのだと実感した。

　目に飛び込んできたキングサイズのベッドにドキドキしたものの、到着初日の昨日は緊張と時差ボケで、いつの間にか眠ってしまった。

「だってお城に馬車、さっきはモーツァルトの像もあったし、中にはドレスの展示もあるんでしょ？　早く見たい！」

「焦らなくても、今日は一日かけてこのホーフブルク周辺を見られるから」

「うん！」

　ホーフブルク宮は十三世紀に建築が開始され、ハプスブルク帝国の発展とともに増改築が繰り返されてきた。マリー・アントワネットの出生の場としても知られており、王宮の広場では古代ローマ時代の遺跡が見られるなど、オーストリア有数の観光名所だ。

　二十世紀の初めには新王宮が建てられたものの、完成を待たずに帝国が崩壊。一部が博物館として公開されており、当時の豪華絢爛な宮廷生活を垣間見ることができる。

　颯真に手を取られ、旧王宮内のシシィ博物館に足を踏み入れた。

　シシィとはオーストリア皇帝フランツ・ヨーゼフ一世の妃、エリザベートの愛称。

　ヨーロッパ一の美貌と謳うたわれたオーストリア皇后の肖像画やドレスを見られると知り、旅行先をウィーンに決めてからいろいろ調べて楽しみにしていた。

「わっ、いきなり……」

「この照明だとなおのこと雰囲気あるな」

　最初の展示は、エリザベートのデスマスクや暗殺の際に使用されたとされる凶器。青い光に照らされた幻想的な空間を進んでいく。

　続いて皇帝であるフランツとの婚約にまつわる話とともに、婚約式で着用していたというドレスが展示されている。

　千花はその婚約の逸話に釘付けだった。

　十五歳のエリザベートは姉ヘレネとフランツのお見合いの席に立ち会い、彼にその場で見初められ、十六歳でオーストリアの皇后になった。

　華やかな宮廷生活になじめず、姑であるゾフィ皇太后との関係も悪かった。ただ従順なお妃として世継ぎを求められ、やっと授かった皇太子ルドルフは、父フランツと政治的に対立し、弱冠三十歳で謎の死を遂げる。

　重圧に苦しんだ末に王宮を飛び出し、旅に明け暮れた末に暗殺された孤独な皇后。

「もともと、皇帝とお見合いして結婚するはずだったのはエリザベートのお姉さんだったんだ……」

　ウィーンで今なお絶大な人気を誇るエリザベートと自分の意外な共通点を見つけた千花は、隣に立つ颯真が自分を見つめているのにも気づかずにつぶやいた。

「私たちみたい」

　眩い大きなシャンデリアに照らされたドレスや肖像画を見ながら、姉の身代わりで結婚した自分を重ね合わせた。




　千花が高等部二年の終わり頃、弥生が大学の卒業式翌日に失踪した。

　部屋には【ごめんなさい。これからは自由に生きたい】という書き置きを残したのみで、月城家の御曹司、颯真との婚約発表を控えていた森野家はスターライト・フィナンシャルグループを巻き込み、上を下への大騒ぎとなった。

　とくに激怒した父は、なんとしても弥生を捜し出して連れ戻そうとあらゆる手を使ったが手がかりさえ見つけられず、母は涙に暮れた。

　千花もなにがなんだかわからなかった。ただ大好きな姉がいなくなってしまったという事実に、ぼうぜんとするしかなかった。

　何度かけてもつながらない電話。既読にならないメッセージ。

　弥生の〝これからは自由に生きたい〟という手書きの書き置きを見ては、ずっとその意味を考えていた。

　両親に決められたレールの上を走り、学校も習い事も、時には付き合う友人についてさえも口を出されてきた。

　そんな中でも、弥生はずっと笑っていた。

　自分と違いなんでもできた姉が、家を出ていくほど窮屈な思いをしていたのに気がつかなかった。

　颯真との婚約話だって、嫌がっているそぶりは見たことがない。

　高等部の頃はよく友達何人かで家に遊びに来たりと交流もあったし、大学に進学してからもふたりで出かけているのは知っていた。

　森野家は厳しく外泊は許されなかったが、成人して以降、多少帰宅が遅くなるときは颯真が家まで送ってきていたのも見た記憶がある。

　淡い初恋が胸に燻っていたもののお似合いだなと思っていたし、当然そのまま結婚するものだと思って疑ってもいなかった。

　なぜ姉は婚約発表直前で姿を消したのか。

　自分だけには話してほしかった。頼りない妹だけど、それでも話くらい聞けたのに。そう心の中で姉に問いかける日々。

　結局、弥生の消息は掴つかめず、その年の夏には代わりに千花が颯真と婚約することになったと父から淡々と告げられた。

　当時、千花には恋人がいた。

　弥生の婚約の話を知ってからも、千花の心の中には初恋相手である颯真が居座ったまま。

　いつかは時間が忘れさせてくれるのだろうと思っていた高校二年の春、同級生の高たか梨なし透とおるから『付き合ってほしい』と告白されたのだ。

　あまり接点がなかった透からの申し出に、千花は驚きながらその場で丁重に断りを入れたが、彼は『自分を知ってから判断してほしい』と引き下がらない。

　そこから少しずつ話すようになったものの、颯真に向けるような恋愛感情が湧かなかったため、正直に『叶わない相手だけど好きな人がいる』と話して再度交際を断った。

　それでもめげなかった透は『自分と付き合えばカムフラージュになる』『今は好きじゃなくてもいい』と強引に押しきり、千花に首を縦に振らせた。

　そんなふうになし崩しに付き合いだした透との関係は、あまり良好とは言えなかった。

　最初は熱心に口説いてきた透だったが、付き合い始めると話題は姉の弥生や、父が社長を務める会社の話ばかり。ふたりで出かければ体に触れられ、千花は嫌でも透の目あては自分の心ではないのだと知った。

　颯真との婚約を機に透とは別れさせられたが、未練はまったくなかった。

　それよりも千花の心がさいなまれたのは、エスカレーター式に行けるはずだった共学の大学ではなく、実家から通える距離の女子大に進路を変更させられたことだ。

　そこでは栄養学を専攻するよう命じられ、料理教室にも通わされた。

　父いわく、婚約期間の四年の間に余計な虫がつかない環境で花嫁修業を積み、大学卒業と同時に披露宴を行い籍を入れるのだという。

　保育士になりたいという夢があった千花は、付属大学の幼児教育学科に進学したいと願い出たが、父は頑として首を縦に振らなかった。

　ただ夫を支える妻として料理を勉強し、卒業したら働くことなく家庭に入れという宣告がなされた。

　こうして千花の大学卒業を待って、この春、颯真と千花は結婚するに至ったのである。




「んー！　ここのトルテも最高においしい！」

　シシィ博物館とそこに隣接する皇帝居館、さらにフォルクス庭園を見学し、ランチを取るために老舗カフェへと入った。

　有名な建築家によって建てられ、そのイタリア風の外観はカフェというよりも宮殿で、店内ではオレンジ色の照明が重厚ながら温かな雰囲気を醸し出している。

　ここにもエリザベートやフランツの肖像画が飾られていて、この街でいかに愛されているかがうかがえる。

　英語も通じるというウィーンだが、颯真は流暢なドイツ語で千花の分まで注文し、デザートには当然のようにザッハトルテも頼んでくれた。

「昨日のはビスケット生地の食感もよかったんだけど、ここのはチョコにすごいコクがあって濃厚。幸せ……」

　大学では健康栄養学科を専攻し、料理教室にも通っていたので、料理はもちろんお菓子もひと通り作れる。

　チョコ好きの千花はよく自分でもケーキやクッキーなどを作ったりもするが、やはり本場のものは全然違うと感動を覚えた。

　ランチを終え、千花にとってはメインと言えるザッハトルテをひと口食べるごとに興奮気味に話すのを、向かいで颯真がクスッと笑う。

「千花はほんとにおいしそうに食べるな。連れてきたかいがあったよ」

「だって、ほんとにおいしいから。颯くんはデザートいいの？」

　頬杖をつき、ブラウナーというエスプレッソに生クリームの入ったウィーンの定番コーヒーを飲む颯真は、異国の地でも人目を引くらしく周囲の女性客からの視線が集まっている。

　それに気づいているのかいないのか、まったく気にする様子を見せず、真っすぐに千花を見つめながら答える。

「うん、じゃあせっかくだしひと口だけ」

　そう言って小さく口を開けて待っている。

（ん？）

　若干の間の後、やっとその意味に気がついた千花は、真っ赤になりながら慌てた。

「えっ!?」

　今までにない颯真の行動に動揺しつつも、口を開けたまま長く待たせてはいけないと、手もとのケーキをひと口大に切りフォークで刺し、彼の口もとへ運ぶ。

　まるで仲のいい恋人同士のような行動に、フォークを持っている手が震えそうになった。

（これって……『あーん』だし、か、間接キス……！）

　颯真との触れ合いは、手をつなぐことのほかは挙式での誓いのキスのみ。同じフォークを使うというだけでも意識してしまう。

　差し出されたケーキをぱくんと食べる颯真を見つめる千花の顔は、よほど真っ赤で困った顔をしていたんだろう。颯真は苦笑した。

「そんな顔を見せられたら、我慢がきかなくなりそうだ」

「え？」

「……いや。ありがとう、たしかに濃厚でうまいね」

　親指で口もとを拭いながら微笑む颯真の目が、やけに甘く色っぽく見える。

　千花は「どういたしまして」と返すも、トルテから目線を上げられない。

　甘さの中にアプリコットジャムの酸味も効いていてとてもおいしいザッハトルテ。それなのに、もう千花には味がわからない。

（颯くん、どうしたんだろう。なんか、今までと雰囲気が……）

　名前の呼び方、手のつなぎ方、間接キス。

　今までと大きく違うわけではないし、決して嫌なわけではない。

　それなのに困っているのは、もしかしたら自分が愛されているのではと夢を見てしまうから。

　もともと颯真は、婚約者だった弥生の妹である自分にも優しかった。

　それが急に弥生が姿を消し、破談になるかと思いきや身代わりの千花と婚約する事態になった。

　失踪は颯真にとっても寝耳に水だったらしく、なんとか連絡を取ろうと捜したが見つからなかったと、当時悲痛な面持ちで話してくれた。

　その表情を見たときにはっきりと悟ったのだ。颯真は姉を愛しているのだと。

　千花が大学在学中、何度も彼から投げかけられたセリフ。

『弥生から連絡はない？』

　つらそうに眉間にしわを寄せながらそう聞かれるたび、自分はいまだに姉の身代わりなのだと痛感する。

　政略結婚の相手だと割りきればそれも姉へのちょっとしたコンプレックスだと忘れられたのに、颯真は想定外に自分に優しくしてくれた。

　仕事で忙しいだろうに自分と会う時間をつくってくれたり、一緒に出かけると手をつないで、常に紳士的な対応をしてくれる。

　出張へ赴けばその土地のお土産を買ってきてくれるし、会えない時期が続くと電話をくれたりもした。

　そんな大人な男性の包容力あふれる気遣い、さらにこの容姿。極めつきは初恋の相手とくれば、気持ちが彼に傾かないはずがない。

　弥生のことを聞かれるたびに、徐々に胸の痛みが大きくなる。まだ姉を想っているのだと思い知らされ、泣きたくなった。

　それでも結婚準備を進める頃にはまったく聞かれなくなっていたので、少し油断していた。

　まさか結婚式当日に、あのセリフを聞こうとは思わなかった。

『結局、今日まで弥生から連絡はなかったか……』

　颯真と一緒に選んだウエディングドレスを着ながら、がくぜんとした気持ちで彼を見つめた。

　それなのに……。

「んっ、ふ、ぁ……」

　白い壁、やわらかな黄色いカーテンに映える真っ青なクッションやベッドカバー。まるでお姫様のような真っ白で大きな鏡のドレッサー。何人掛けかもわからないほど大きなダイニングテーブル。

　広さも調度品も豪華すぎて気後れしてしまうほどのロイヤルスイートルームには専用バトラーサービスもついていて、チェックイン前に連絡を入れればルームサービスの手配やバスルームの支度などもしてくれるという。

　シティビューの間取りで、窓からは緑あふれる景観が楽しめる素晴らしい部屋だ。

　午前中にホーフブルク宮殿を堪能し、ランチとデザートのザッハトルテに舌鼓を打った後は、その敷地内にある国立図書館やアウグスティーナ教会を見て回った。

　ディナーは正統派ウィーン料理を楽しめるというレストランに足を延ばし、フランツが好きだったと言われるターフェルシュピッツという牛肉を煮込んで作る料理と、上質な地産ワインを堪能した。

　颯真と向かい合い、おいしい料理に感動し、あまり強くないアルコールにふわふわしながらホテルに戻って。そして気づけば、千花はなぜかベッドに組み敷かれ、熱い唇を重ねられている。

「颯くん……？」

　いったいどうして？

　そんな疑問を瞳に宿して見上げると、颯真は熱のこもった視線で真っすぐに見つめ返してくる。

「千花」

「んっ、ま、待って」

「もう十分待った」

　やんわりと肩口を押すだけの抵抗なんてものともせず、重なっていただけのキスから、口内に舌が侵入してくる。

　ベッドに組み敷かれたのも、水音のするキスも、なにもかもが初めてでどうしたらいいのかわからない。

「ふ、あ……」

　息継ぎすらも怪しくて、何度も胸をあえがせる。

　それに気づいたのか、颯真はやっと唇を離して千花の頬をなでた。

「そ、颯くん……」

「千花。抱きたい。抱かせて」

　まだ息も整わないまま直接的な懇願をされ、千花は頭がついていかない。

　ただでさえアルコールでふわふわしている中、好きな人からキスをされたのだ。夢見心地になってしまう。

　じっと見つめられる視線。頬に触れる優しい指。熱い唇。どれも自分を欲してくれているのかと思うと、喜びに陶酔したくなる。

　しかしこの結婚は政略的なもので、そもそも自分は姉の身代わり。

　颯真が愛しているのは姉の弥生であって自分ではない。

「でも……あの、いいの？」

　さすがにこの場で弥生の名前を出すのはためらわれ、なんとも抽象的な聞き方になる。

「俺たちは夫婦で、今ここには新婚旅行に来てるんだ。違う？」

　たしかにその通り。だけど自分たちは普通の夫婦とは違う。

　それは颯真だってわかっているはず。いや、正確に言えば、颯真の方がわかっているはずだ。

「そう、だけど」

「じゃあ問題ない。だろ？」

　問題はないのだろうか。

　結婚式の当日にすら弥生からの連絡を待っていたというのに、本当に颯真は自分を抱く気でいるんだろうか。

（夫としての義務？　それともただの男の人としての欲望……？）

　それでも、こうして求められると心が勝手に喜んでしまう。

　再び口づけが与えられると、次第になにも考えられなくなっていく。

　きっと誠実な颯真のことだ、婚約がきちんと決まってからは恋人はもちろん、そういった関係の女性だってつくらなかったに違いない。結婚したからには、こういうことは妻である千花としかできないのだ。

「は、あ……」

「その顔……。キス、気持ちいい？」

「ん、わ……かんな……」

　アルコールに酔っているのか、颯真のキスに溺れているのか。

「あぁ……かわいくてたまらない。さんざん我慢したんだ、もう抑えられない」

　なにを言われているのかもわからないまま、与えられる感覚だけを拾っていく。

　唇だけでなく、頬や額、鼻先にもキスが落ちてくる間に、千花は下着姿になっていた。

　その頃になるとさすがに羞恥心も戻ってきて、胸の前でブラを隠すように腕をクロスさせると、颯真はそれをとがめるように千花の腕をシーツに縫いつける。

「ダメ。全部見せて」

「だって……恥ずかしい」

　弥生との婚約を予定していた颯真の過去の女性遍歴は知る由もないが、きっと姉を含め、お相手は美人でスタイルのいい人ばかりに違いない。

　五つも年下で、顔もスタイルも平凡。さらにこういった行為が初めての自分が、ちゃんと颯真とできるのだろうかと不安が湧き上がってくる。

「颯くん、あの……」

「ん？」

「私、こういうの……前の彼氏とは、その……」

　キスは初めてではないし、体に触れられたこともある。

　それでも最後まですべてを委ねられなかったのは、以前の彼氏をそこまで好きではなかったからなのか。

　それとも無意識に初恋を引きずっていたからなのか。

　どう伝えたらいいのかわからずしどろもどろになるのを、「大丈夫」とゆっくりとなだめるようにうなずく颯真。

「優しくするから」

「う、うん」

「だから頼むから、この状況で前の彼氏の話題なんて出さないで。……優しくできなくなりそう」

　たしかに失言だったと千花は口をつぐむ。

　そのとき、背中に回った彼の手にブラのホックをはずされた。

　圧迫から解放された胸に大きくて熱い手が這い、颯真は小さく息を詰める千花の様子を見ながら、ゆっくりと事を進めていく。

「……あっ」

「声我慢しないで。聞きたい」

「ふぁ、やだ……」

「千花」

「ふぁ……っ！」

　わざと耳もとで名前を呼ばれ、せっかく噛みしめていた唇から吐息交じりの声が漏れ出る。

「かわいい」

「颯くん……いじわる」

　してやったりと笑う颯真の顔は壮絶な色気をはらんでいて、千花はまた颯真の新たな一面を見たと感じた。

（とんでもなく甘かったり意地悪だったり……。婚約時代の紳士な颯くんと違う……）

　体を這い回る手が下の方へも伸ばされ、固くなる千花をなだめるように首筋に吸いつき、所有の証を刻まれる。

「あ……っ」

「俺の奥さんって証。綺き麗れいについた」

　まるで本当に愛しているかのような独占欲を感じさせるセリフに、千花は瞳を潤ませる。

　颯真は優しい。

　この結婚に乗り気ではないにしても、きっと千花のことを大切にしてくれる。

　だからこそこうして夫婦の営みも、義務とか嫌々しているといったそぶりを出さずに、丁寧に抱いてくれようとしている。

　それ以上、なにを望むというのだろう。

　愛してほしいなんて、そんな望みは持ってはいけない。

　夫婦として、互いを思いやって、穏やかに生活していければそれでいい。

「うぁ……っ」

「千花、大丈夫。ゆっくり息吐いて」

　たどたどしくを身を任せる千花を、颯真はこの上なく甘く優しく導いてくれた。

「千花」

「そ、颯くんっ、やぁ……っ！」

「千花、大丈夫だから。我慢しないでいい」

　何度も大丈夫だと告げて名前を呼び、髪を梳き、安心させるように高みへ押し上げられる。

　そのたびに必死に彼の体にしがみつき、飛んでいってしまいそうな意識をたぐり寄せた。

　痛みに涙しながらもひとつになれたときには、あまりのうれしさから自然と「ありがとう」と言葉があふれた。

「千花？」

「颯、くん……私を奥さんにしてくれて、ありがとう……あっ」

「……煽あおったのは千花だから」

「ひ……ああっ」

　それまで初めての千花に合わせて緩やかだった律動が急に激しくなり、千花はその快感の濁流にのみ込まれるように、あえぐしかできなくなる。

「千花。大事にするから」

　きっと、幸せになれるはず。

　翻弄される意識の中、千花は頭の片隅でそう思った。










２．とびきり甘くてちょっぴり切ない新婚生活




「おかえりなさい」

「ただいま、千花。お、いい匂い」

「この前ロールキャベツってコンソメでしか食べたことないって言ってたでしょ？　だから今日はトマト煮込みで作ってみたの。ちょうど完成したところだよ」

「へぇ、うまそう。すぐ着替える」

　出迎えた千花にちゅっと音を立ててこめかみにキスを落とし、天然石の玄関ホールを抜けて私室へ向かう颯真の背中を見送る。

　いまだにこの甘いやり取りに慣れず、唇が軽く触れた目もとを押さえるとほんのりと熱い。

　新婚旅行から一カ月。日本へ戻るなり、千花は颯真の所有する三十九階建てのタワーマンションの最上階にある新居へ引っ越した。

　引っ越しといっても大層なものではなく、ほぼ身ひとつで事が済んだ。

　颯真が旅行前に手配し、必要なものはすべて揃えてくれていたため、家具などは実家の自分の部屋に置いたまま、身の回りのものだけを持ってくるだけでよかった。

　ふたりの新居は去年建てられたばかりの新築で、当然月城不動産が管理している物件。

　二十四時間常駐のコンシェルジュサービスはもちろん、ゲストルーム、パーティールーム、フィットネスジム、バーラウンジまで完備されていて、エレベーターに乗るにもカードキーが必須という防犯面も万全なマンションだ。

　かなり裕福な家庭で大きな庭付きの戸建てで育った千花にとっても、初めてこの新居に訪れたときはまるでホテルのようだとカルチャーショックを受けた。

　玄関ホールを抜けてリビングにつながる扉を開ければ、手前には使い勝手のいいアイランドキッチン。いずれも最新型のＩＨクッキングヒーターや大型食洗機、ディスポーザーなどを兼ね備えている。

　そして奥には都内を一望できるような景観の広がる大きな窓。リビングに置かれたソファやダイニングテーブルなどの家具は、少しでも早くこの生活に慣れるようにと、颯真が千花の好みに合わせて温かみのある木製のものや落ち着いた色味のものを選んでくれた。

　間取りは５ＬＤＫで、主寝室と各私室のほかは客間として整えてあり、後に子ども部屋にすればいいと颯真から言われたときはなんと答えたらいいのかわからず、小さくうなずくだけにとどめた。

　新婚夫婦ふたりで暮らすには広すぎるものの、未来の不動産王の住まいとしてはこれくらい当然なのかもしれないと無理やり自分を納得させた。

　六人掛けの大きなダイニングテーブルに色違いのランチョンマットを用意し、メインであるロールキャベツのトマト煮、野菜ときのこで作ったピラフ、アボカドとスモークサーモンのサラダを並べる。

「お待たせ。手伝うことある？」

　カッチリしたスリーピースのスーツから、ボートネックのトップスとネイビーのパンツというラフな部屋着に着替えた颯真が、千花の手もとを覗き込む。

「ううん、大丈夫。なに飲む？」

「トマト煮なら、赤ワインにしようかな」

「あ、お祝いでもらってあけてないやつあるよね。それ出すね」

　壁側の上部の収納に背伸びをしながら手を伸ばすと、うしろから肩を抱き込まれる。

「危ないだろ。俺が取るよ」

　長身の颯真は軽々と桐箱に入ったワインを取り出し、千花の頭をぽんぽんと叩く。

「私も届くよ？」

　百五十四センチという女性の平均数値に満たない身長がコンプレックスな千花は、なんとなく不満に思い上目遣いに睨む。

「無理して落として割ったら危ないと思っただけだよ」

「大丈夫なのに。子ども扱いしてない？」

「してないしてない」

　おかしそうに笑う颯真を見て、やっぱり子ども扱いされている気がすると頬を膨らませる。

「ほら。冷める前に食べよう、奥さん」

　むくれた口もとにちゅっと軽いキスを落とし、そのままワイングラスを取りに行く颯真。

　そんな甘い機嫌の取り方をされればずっと拗ねているわけにもいかず、千花は真っ赤になってその後を追うしかできない。

（颯くん、甘すぎるよ……）

　姉の身代わりで結婚し、始まった新婚生活。

　両親から問答無用で大学と料理教室で学ばされた栄養学と調理スキルを活かし、旦那様である颯真が健康で精力的に仕事に取り組めるよう、日々食事には気を使って手作りしている。

　大学卒業とともに家庭に入ったため、千花は専業主婦だ。

　颯真がひとり暮らしのときに利用していたハウスキーパーを雇えばいいと言われたが、一日家にいるのなら自分がやるべきだと丁重に断り、料理以外の家事もすべて千花が自分でこなしている。

　とはいえ高性能な洗濯乾燥機があるから洗濯の手間はほぼかからないし、ワイシャツなどはコンシェルジュのクリーニングサービスを利用するため、日中の千花の仕事はこの広すぎる家の掃除のみ。

　時間を持てあましてしまうため、夕食作りにも力が入る。

「はぁ。今日もうまかった。ありがとう」

「お粗末さまでした」

「コンソメもいいけど、トマト煮もいいな」

「ほかに中華風とか、カレー粉で仕上げてもおいしいよ。あ、あと味噌煮も」

「カレー風味がいいな、食べてみたい」

　食べ終えた食器を一緒にシンクに下げながら、感謝の言葉と感想を伝えてくれる颯真に微笑む。

　専業主婦だから家事をして当然だと千花は思うのに、彼はこうして必ず千花が行ったことに対して礼を言い、できる限り手伝おうとしてくれる。

　料理を作ればおいしいと感想を伝えてくれるし、献立に迷わないように適度にリクエストもくれる。

　優しくて気のきく、最高の旦那様だと思う。

「お風呂先にどうぞ」

「一緒に入る？」

「……はっ、入りません！」

　しかし、こうして反応に困るような冗談を言ってくるのだけはいただけない。

　こんなこと、婚約していた頃にはなかった。

　いつだって大人で紳士だったし、政略結婚という事情もあって自分たちの間には薄くはない見えない壁があったはず。

　それなのに、ウィーンから帰ってきてからというもの、本物の新婚夫婦のような生活を送っている。

　颯真がシャワーを浴びる音を聞きながら、千花は自室のチェストにしまってあるジュエリーボックスを取り出した。

　マーガレットがモチーフとなったピンクサファイヤのネックレスと、同じモチーフのついたイヤリング。さらに同じ花が二輪ついた指輪。

　ウィーンの老舗宝飾店の『Ｍコレクション』と呼ばれる最高峰のシリーズで、颯真が千花にプレゼントしてくれたものだ。

　新婚旅行中、お土産を買う途中でふらっと宝飾店の本店に立ち寄ったかと思えば、急に颯真が『好きなものを選んで』と言ってきた。

『婚約指輪も贈れなかったし、結婚指輪だって急に選ぶことになって遠慮してただろ？』

　たしかに婚約は内々にではあるものの勝手に発表されていたからわざわざ指輪をもらうタイミングもなかったし、結婚準備で指輪を買うとなったときも恐れ多くて一番シンプルなものを選んだ。

　だからといって、今左薬指につけている颯真と揃いのマリッジリングに不満があるわけでもない。

　戸惑っていた千花だが『俺が千花に、結婚式と新婚旅行の記念になにかプレゼントしたいんだ』と言われてしまえばやはりうれしくて、選んだのはピンク色の小さな花のモチーフのネックレス。

　同じデザインの色違いで真っ赤なものや目の醒めるような青い宝石のものもあったが、千花には控えめに輝くピンクの花が主張しすぎず、かつ美しく映った。

『これかわいい……』

『うん、似合いそう』

　ガラスケース越しに見ていると、穏やかな微笑みをたたえた品のある男性店員がやって来て、千花の指さしたネックレスを出してくれた。

　かわいいと口にしたものの、ここは老舗宝飾店。控えめながらこれだけ輝いているのだから、値段はかわいいわけがない。

　おっかなびっくり首もとへあてさせてもらっていると、颯真がなにやら店員と話している。ドイツ語なのでなにを言っているのかわからなかったが、千花がキョトンとしている間に同じシリーズだというイヤリングや指輪まで出てきた。

『お目が高いですね、だって。今季新作のコレクションらしい』

『え！』

『うん。誕生石とは違っちゃうけど、千花にはこのピンクサファイアの淡い色が一番似合う』

　満足そうに笑った颯真が目の前の店員に指示すると、恭しく頭を下げて奥に下がっていく。

『今用意してもらうから待ってて』

『用意してもらうって、まさかこのネックレス!?』

　値段もわからない上に新作のコレクションだと聞かされて、あわあわと落ち着きのない千花に、颯真は笑いながら『あとイヤリングと指輪も』となんでもないように爆弾発言をする。いくら婚約指輪の代わりとはいえ、身代わりの花嫁に対する贈り物としては分不相応な気がして動揺してしまう。

『えぇっ、ちょっと待って、颯くん！』

『いいから受け取って？　今後ドレスアップする機会もあるだろうし、俺が贈ったジュエリーで着飾った千花を見たい。それとも、こういうの迷惑？』

　そう言われてはかたくなに固辞するのも気が引けて、小さく首を振って素直に受け取ることにした。

　とはいえ、こんなに華やかなジュエリーを身につける機会は今のところなく、今はこうしてたまに眺めるだけのタンスの肥やしになっている。

　颯真と入れ替わりでお風呂に入り、寝室で一緒のベッドに入った。

「千花、いいか？」

　あのウィーンでの初めての夜以降、何度もこうして体を重ねている。

　婚約時代の清い交際期間の四年が嘘のように、毎晩情熱的に抱かれる。これも自分たちが普通の新婚夫婦のようだと思ってしまう要因だと千花は困惑するが、彼に触れられるのを拒否する気もない。

「あ……っ」

　パジャマにしているワンピースの裾がたくし上げられ、太ももや腹部を大きな手のひらになでられる。

　颯真が初めての相手だというのに、この一カ月の間に彼に抱かれるのに慣れた体は、耳もとでささやかれ少し触れられただけで体温が上がっていく。

「かわいい」

「ふ、ん……」

　何度も重なるたびに深くなっていく口づけ。まるで本当に愛されているかのように大切に触れられ、徐々に呼吸が浅くなっていく。

　なぜ身代わりの自分がこんなに優しくしてもらえるのか、颯真の考えていることがわからないと思いながらも、拒むなんてできない。

　それはたとえ姉の代わりであろうと、千花が颯真を好きになってしまったから。

　淡い初恋が婚約中に確かな想いに変わり、さらにこうして寝食をともにし、何度も体を交えている今は、もう後戻りできないほど颯真を愛している。

　彼から何度も尋ねられていた『弥生から連絡はない？』という言葉は、結婚式を最後に聞いていない。

　もしかしたら颯真は、結婚式をひとつの区切りとして弥生をあきらめ、千花に向き合おうとしてくれているのではないか。

　だからこそ呼び方も手のつなぎ方も変え、体を重ねるに至ったのではないか。

　もしそうだとしたら、自分は努力するだけ。姉のようになんでもこなせるように、月城不動産の御曹司である颯真の妻として彼を支えられるように。

「千花、なに考えてる？」

「えっ？」

「まだそんな余裕あるんだ？」

　ワンピースはいつの間にか丸まるように首もとまでめくれ上がり、無防備な胸もとに颯真の唇が落ちてくる。

「あっ、違……んっ」

　千花の反応を見逃すまいと、綺麗な二重の瞳がくねる体を捉え、桜色に染まっていく嬌きょう態たいを眺めている。

「ちゃんと俺のことだけ考えてて」

　いつだって颯真のことしか考えていない。

　そう告げたら、彼はいったいどんな顔をするんだろう。

『じゃあ颯くんも私のことだけ考えてくれる？』

　そう聞いたら、彼はいったいなんと答えるんだろう。

　まだそんな心の内をすべてさらせないまま思考を放棄し、与えられる熱に身を委ねた。




「千花ー！　こっちこっち！」

「陽ひ菜な！　ごめんね、お待たせ」

　五月二週目の土曜日。世間はゴールデンウィークも終わり、休み明けの気だるさを残しながらも夏に向けて動きだす季節。

　今日は颯真が休日出勤をするというので、友人の霧きり崎さき陽菜とふたりでランチをする約束を取りつけた。

　念のため、高校時代の友人と食事に行くと颯真に報告すると『それって女の子？』と聞かれたので、結婚式にも来てくれた陽菜だと名前を伝えたら『楽しんでおいで』と快く送り出してもらえた。

　待ち合わせた駅から少し歩いたイタリアンレストランに入り、ピザやパスタなどシェアできるものをいくつか頼む。

「披露宴、来てくれてありがとね」

「ううん。でもさすが月城家と森野家って感じのド派手婚だったね」

「ね……。もうすごすぎてあんまり覚えてない」

「あはは、千花が主役だったのに。でもドレス姿すごいかわいかったよ。挙式のロングトレーンのも清楚だったし、披露宴のプリンセスラインのドレスも！　それこそ森のお姫様って感じで」

「あぁ。挙式のは両親たちに選んでもらったけど、たしか披露宴のドレスは颯くんが選んでくれた気がする」

「……ドレスにも両家のチェックが入ったの？」

「政略結婚だもん。お祝いっていうよりお披露目って感じだしね」

　小学校から高校まで同じ学校に通っていた陽菜は『霧崎商事』の社長のひとり娘で、子どもの頃から決められている婚約者がいる。

　両親が厳しく、なかなか自由がないという点では千花と同じなのに、陽菜はその圧力に屈しないパワフルな女の子だった。

　小学生のときにクラスが同じだったのがきっかけで親しくなり、似た境遇ということも相まって、なんでも話せる一番の親友となるのに時間はかからなかった。

　大学は千花が両親の命令により外部進学したため、そのまま付属大学の幼児教育学科に行った彼女とは離れてしまったものの、こうして今でも連絡を取り合っている。

「あ、これウィーンのお土産」

　新婚旅行で陽菜へお土産として購入したのは、ハプスブルク家も御用達だったという宝飾店のピアスと、チョコレート専門店のボンボン・ショコラ詰め合わせ。丸い缶にはエリザベートの肖像画がプリントされている。

「わー、ありがとう！　新婚旅行どうだった？」

「うん、楽しかったよ」

　千花は先月の旅行を思い出し、笑顔で答えた。

　颯真との婚約の一連の流れも、その後の千花の気持ちもすべて知っている陽菜は、怪訝な顔で千花を見つめる。

「ほんとに？　私には無理しないでなんでも話していいんだよ？」

　本来は姉の婚約者であったはずの男性と結婚を強いられた自分を心配してくれているのが伝わり、運ばれてきた料理を取り分けながら千花は頬を緩めた。

「本当に。でもありがと、陽菜」

「もう一緒に暮らし始めてるんだよね？」

「うん。颯くんすごい優しいし、大事にしてもらってる。私にはもったいない旦那様だと思う」

「そっか。千花がつらい思いしてないならいいんだけどさ……」

　颯真との生活は苦ではない。

　むしろ優しくされて甘やかされて、これでいいのかと何度も考えてしまうほど。

「好きなんでしょ？　月城さんのこと」

「……うん」

　小さく笑ってうなずくと、陽菜はかわいらしい顔をゆがめる。

　何度も弥生から連絡はきていないかと問われていたのを知っている彼女も、颯真が弥生を想っていると知っていた。だからこそ、千花が心配なのだろう。

「それより食べよう！　陽菜は？　仕事どう？」

　少し強引ではあったが、無理やり話題を変えた。

　陽菜はこの春から新米保育士として働いている。千花が憧れていた職業なだけに、いろいろ話を聞いてみたかった。

「もう大変。子どもたちはかわいいけど、やること多すぎて毎日必死」

「そっか。やっぱり働くって大変なんだね」

　熱々のマルゲリータを口に運びながら肩をすくめてみせる陽菜に、千花は真面目な顔をして相づちを打つ。

「でもめちゃくちゃ楽しいし充実してる！　絶対この生活を続けてみせるわ」

「ご両親、まだ折れてくれなそう？」

「もうずっと平行線」

　陽菜の婚約者は麻あそ生う怜れい士じという『ＡＳＯホールディングス』の御曹司で、千花や陽菜と同級生である。

　千花は詳しい事情は知らないが、会社同士の結びつきで子ども同士を結婚させようとなったらしく、互いが二十五歳になったら入籍するようにと動いているらしい。

　陽菜も怜士も中学の頃までは仲がよかったし、学園内でも公認カップルみたいなものだった。実際、千花も陽菜は怜士のことを好きなんだろうし、逆もまた当然そうだと信じて疑わなかったくらいだ。

　しかし、高校生になった頃からふたりの関係は変わっていった。怜士が、陽菜以外の女の子と遊びだしたのだ。

　もともと目立つ容姿と肩書きを持っていた怜士はとてもモテる。

　彼が女遊びを覚えたという噂はあっという間に広がり、いつの間にか彼は学年一の遊び人として名を馳せるようになった。

　陽菜はそんな怜士を今は毛嫌いしており、断固政略結婚はしないと両親へ反発している。

　しかしＡＳＯホールディングスに恩があるのか、陽菜の両親は遊んでいるらしい怜士の噂が耳に入っていてもそれをとがめることもなく、いまだに娘を嫁がせるつもりでいるらしい。

「でも負けない。〝お嬢様育ち〟なんてバカにされない程度には資格もあるし、二年後にはもう少し貯金もできてるはず」

　陽菜は高校生の頃から両親に隠れてアルバイトをし、保育士や幼稚園教諭一種の資格、さらには通信教育で簿記検定や秘書検定まで網羅し、いつ両親に縁を切られてもひとりで生きていけるよう準備を進めているという。

「怜士と結婚だなんて冗談じゃない。今だけ実家でおとなしいふりしてるけど、二十五になっても理解してもらえなければ霧崎の家とは縁を切る。私だって人並みに恋愛したいし」

　陽菜の力強い決意が、千花の胸に強く刺さった。

「結婚は私だけを見てくれる人じゃないと絶対嫌！」

　それは当然の主張であり、本来結婚とはそういうものであるべきだと思う。

　けれどなんの因果か、自分たちにはそれがあたり前の権利として与えられていない。

　世間から〝お金持ち〟や〝お嬢様〟だとうらやましがられたり、時には妬まれたりもしたが、決していいことばかりではなかった。

　常に優秀な姉と比較され、〝姉と違い妹の方は微妙〟という視線にさらされてきた。

　自由に遊ぶ時間もなにかを選ぶこともあきらめてきた。なにもかもが籠の中の鳥。

　きっと弥生は、それが窮屈で出ていったのだろう。愛する婚約者である颯真がいたにもかかわらず……。

　そんなことを考えて黙ってしまった千花を見て、失言だったと陽菜は慌てた。

「ごめんっ、違うよ！　怜士が最低の女ったらしのクズだから嫌だってだけで、千花と月城さんの結婚を否定してるわけじゃないからね！」

「大丈夫、わかってるよ」

　陽菜はいかにもお嬢様といった可憐なルックスを持ちながら、中身はとてもしっかりとした女性で、言いたいことは口に出す辛辣な一面もある。

　裏表のない陽菜だからこそ千花は彼女が好きだし、長く付き合っていられるのだと感じていた。

　安心させるようにしっかりと目線を合わせて微笑むと、もう一度「ごめん。もうこの話題やめよっか」と謝ってから、職場のかわいい子どもたちの話を聞かせてくれる。

「そうだ！　それでね、うちの保育園のことで千花に相談があるの」

「ん？」

「千花、栄養士として働いてみる気ない？」

「えぇっ？」

「資格持ってたよね？」

「まぁ、一応卒業後に申請して取ったけど」

　突然方向転換された話題に、千花の手にしていたドリンクがグラスの中で大きく揺れた。

「ゴールデンウィーク前にね、うちで長く働いてた栄養士さんから近々退職したいって申し出があったらしいの。でもこの新年度が始まっちゃった時期じゃ、求人を出しても全然見つかりそうにないって園長先生が言ってるのを聞いて、千花ならどうかなって」

「保育園の、栄養士……」

「うん。千花、もともと保育士志望だったでしょ？　ちょっと業種は違っちゃうけど、栄養士も子どもたちと接する機会だってあるし。あ、もちろん無理にってわけじゃないよ。専業主婦だって立派な仕事だし」

　話を聞くと、抜けてしまう栄養士さんはパートタイマーとして働いているらしく、週に三日、六時間程度の勤務になるということだった。

（正直に言えば……働いてみたい）

　陽菜の言う通り、もともと保育園や幼稚園で働くのが夢だった千花は、聞いたばかりの話に飛びつきたい気持ちになる。

（でも颯くんの奥さんとして彼を支えるには、働いてる場合じゃないんじゃ）

　つい最近、颯真が自分と向き合ってくれているのではと感じ、彼に釣り合う妻になるよう努力しようと決意したばかりだ。

　いくら時間を持てあましているからといって、月城不動産に嫁いだ嫁が栄養士としてパートで働くだなんて、両親はもちろん大反対だろうし、颯真だって許してくれるのかわからない。

　目の前の陽菜は両親に反対されようと自分の意思を押し通し高校時代から働いていたというのに、二十二歳になった今もこうして決断ひとつできない自分が嫌になる。

　しかし働いてみたいのも、颯真を支えたいというのも、自分の本心だった。

「少し、考えてみてもいい？」

「もちろん。今の栄養士さんも夏休み明けまではいてくれるみたいだし、ゆっくり考えてみて。でも、もし一緒に働けたらうれしい」

「ありがとう、陽菜」

　察しのいい親友に感謝しながら、ふたりで残りの料理を平らげていった。










３．不安と自立




　月城不動産の前身は、颯真の曽祖父の実家が営んでいた小さな呉服屋だった。

　それを会社化したのが曽祖父、さらに時代を読み事業のひとつでしかなかった不動産業に一本化し、ここまで大きくしたのは祖父の月城廉次郎、戦後日本一の不動産王その人である。

　呉服屋から現在の月城不動産へと社名を変え今年で八十周年の節目を迎えるにあたり、大規模な創立記念パーティーが行われることになっていた。

　折しも後継者である颯真が結婚し、前回の七十周年のパーティーよりも賑わいを見せるであろうことは想像に難くない。

「千花、今度の土曜って予定空いてる？　来月のパーティー用の買い物に行きたいんだ」

　結婚式前から創立記念のパーティーがあると知らされていた千花は、なんの疑問も持たずにうなずいた。

「うん、大丈夫」

「ごめんな、面倒な仕事に付き合わせて」

「平気だよ、パーティーならお父さんについて何度か出てるし」

　そうは言ったものの、内心緊張と不安でドキドキしているのを悟られないように必死だった。

　颯真への言葉は嘘ではない。

　スターライト・フィナンシャルグループ社長の娘という出自もあり、幼い頃から社交の場には何度か出る機会があった。和やかに見える会でも、裏では仕事の話や取引の交渉など、大人たちの策略が張り巡らされていることは知っている。

　また年頃の子どもを持つ親にとっては、結婚相手を見繕い品定めする絶好の機会でもあり、子ども本人にとっても出会いの場だと気軽に娯楽として考える人間もいる。

　しかし千花にとって社交の場は決して得意でなく、居心地の悪いものだった。

　その理由は、一緒にその場に出向く弥生の存在にほかならない。

　姉妹とは思えないほどタイプの違うふたりは、並んでしまえばその差は顕著で、背も高くスタイルのいい美人の姉と、小柄で幼く垢抜けない妹。

　そつなく挨拶を交わし談笑する弥生とは違い、若干人見知り気味の千花は話しかけられてもうまくしゃべれずおろおろしてばかり。

　結局いつものように『姉に比べて妹は』といった空気になり、それに萎縮した千花はますます話せなくなるという悪循環。

　そんな周囲からの苦笑交じりの視線にさらされれば、いくら大好きな弥生が『千花は誰よりもかわいいから！』と手放しで褒めてくれても居たたまれないことこの上なかった。

　来月のパーティーに弥生はいないものの、月城の御曹司の妻として対外的なお披露目となる。

　すでに戦々恐々としているが、決して失敗できない大きなお役目。千花はいつものようにおどおどせずに、月城颯真の妻として立派に務めなければと決意を新たにした。




「お待たせしました、千花さん。部長に代わりお迎えに上がりました」

　雲ひとつなく晴れた土曜のお昼過ぎ、指示された通りマンションのエントランスで待つこと三分。休日だというのにかっちりとしたスーツで現れた長身の男性に頭を下げた。

「はじめまして。森……月城千花です。わざわざ迎えに来ていただきすみません」

　いまだに月城姓を名乗るのに慣れないと思いながら、目の前の宮みや城ぎに視線を上げる。

　細いシルバーフレームの眼鏡の似合う、いかにも秘書といった仕事のできそうな人だった。

　今日は本来なら午前中から颯真と出かける予定だったが、出勤せざるをえないトラブルがあったらしく、彼は『昼過ぎには終わらせる。連絡するからいい子で待ってて』と言い残して朝早くから出社していった。

　そして千花がひとり家で簡単な昼食を済ませた頃、颯真から【秘書を迎えに行かせるから、三十分後にエントランスに下りてて】とメッセージをもらい、慌てて支度をして今に至る。

「はじめまして、ではないですね。一応披露宴にも出席させていただきました。月城部長の秘書を務めております宮城と申します」

「え？　あ、ご、ごめんなさいっ！」

　慌てて謝罪をする。

　それはそうだ。颯真の秘書ならば披露宴に招待していない方がおかしい。

　しかしあの結婚式は月城家と森野家の結びつきの儀式という認識であり、千花は招待客の詳しい名簿などを見ることすらなかった。

　ただひたすら当日高砂に祝いを言いに来る人々に、貼りつけた笑顔のまま対応をしていただけ。正直誰の顔も覚えていなかった。

　そんな事情は決して口にできないものの、とんでもない失礼だったと頭を下げた千花に、秘書の顔を崩した宮城が笑う。

「あはは、大丈夫。それに披露宴が初対面でもないんだ。覚えてないかな？」

「え……？」

「とりあえず車に行こう。あいつを待たせるとうるさいから」

　急に砕けた話し方に驚きながら宮城を見つめる。

「俺、颯真とは学生時代の同級生なんだ。もちろん弥生とも。だから森野家にお邪魔したこともあるんだよ」

　社用車だという黒のセダンの後部座席に乗り込んでバックミラー越しに見た運転席の彼は、眼鏡の印象で冷たそうに見えた目もとを和らげ、本来の人のよさがうかがえる表情で話してくれた。

「そっ、そうだった、んですか……」

　思いもよらぬところから姉の名前が出て、千花はビクッと体をすくませた。

　同級生であったのならば、颯真と弥生の付き合いも知っているということになる。もちろん、彼の妻になるのが弥生だったはずであるという事実も。

　そう考えて、千花は居たたまれない気持ちになった。

　姉の恋人だった男の妻に収まった自分は、同級生であり今は秘書として彼を支えている宮城にいったいどう映っているのだろうか。

「だから少し戸惑ったんだ」

「……え？」

「秘書として部長の奥様を迎えに行くか、同級生自慢のかわいい妹を迎えに行くか」

　颯真の妻か、弥生の妹か。

　ズキンと胸の奥が痛んだ。

　きっと宮城に他意はない。ただ単に他人行儀に秘書として接するか、今のようにフランクに接するかという話なだけだ。

　しかし身代わりで結婚をした千花にとって、それは天と地ほどの差があった。

「弥生とは、まだ連絡取れない？」

「……はい」

「そっか。今頃どこにいるんだかなぁ」

「あの、話し方……今みたいに宮城さんの話しやすい方で……かまわないです」

　弥生の話題を遮るように小さく言うと、「じゃあ仕事中以外は楽にさせてもらおうかな」と笑う。

「ごめんね、今日はせっかくのデートだったのに」

「いえ、そんな。お仕事なら仕方ないです」

　それにパーティーのための買い物なので、きっと颯真にとってはデートというより仕事に近い。

「お詫びに、颯真の学生時代とか社会人になりたての頃のアレコレ、知りたいことあったら教えてあげるよ」

「えっ？」

　つい興味を引かれて前のめりになってしまったが、宮城はなにも気にしていないように話を続けた。

「でもまぁそんな変わってないか。今も昔も頭の切れるデキる男で異様にモテる、男の敵みたいなやつだよ」

「……高校のときは、生徒会長もしてましたね」

　月城のバックボーンがなくても、なにかと皆から頼りにされていたイメージがある。中学に上がったばかりの子どもだった千花にとって、そんな颯真は高校生ながらとても大人に見えたものだ。

「あぁ、そうそう。弥生が副会長だったかな？」

「……はい」

「当時のあいつらの名コンビっぷりはさすがだったな。なにかにつけ新しいことやるのが好きなやつらでしょ。体育祭とか文化祭とか、俺らの代で結構様変わりしたんだよ。あとふたりともモテてたからお互いいい感じの風よけにもなってて。はは、懐かしいな」

「あのっ、今日のお仕事はもう大丈夫なんでしょうか」

　突然話の流れを切るように問うた千花を、宮城は鏡越しにちらりと見る。

「……うん、大丈夫。もう颯真も待ち合わせ場所に向かってるはずだよ」

（不自然すぎた……。でも、お姉ちゃんと颯くんの昔話なんて聞きたくない）

　それからの車内は、気を使ってくれた宮城があれこれ違う話題を振ってくれたおかげで、あっという間に颯真との待ち合わせ場所に着いた。




「ごめん、千花。迎えに行けなくて」

「ううん。でも私ひとりでも来られたのに」

　車から降りてきたのを見つけた颯真が駆け寄ってきて、そっと頬に触れられる。

　宮城の前だというのに近すぎる距離感に驚き、さりげなく頬から手をはずして一歩後ずさりする。それは気恥ずかしさからなのか、先ほど弥生の話が出た名残からなのか、自分でもわからなかった。

「千花？」

　拒むような千花の反応に眉を寄せた颯真だが、宮城の存在もあってかそれ以上の追及はされなかった。

「では月城部長。私はこれで」

「あぁ。休日に悪かった」

「そう思うなら目の前でイチャつきだすのは控えてくださるとありがたいですね。ひとりもんには目に毒なので」

　宮城は秘書の口調ながら、かなり砕けた態度で颯真に接している。やはり同級生という気安さもあるのだろうが、ふたりの長年の信頼のようなものを感じた。

「イチャついてはないだろ」

「無意識かよ。ま、暴走して新妻を困らせるなよ」

「大きなお世話だ」

「じゃあ千花ちゃん、また」

「は、はい。あの、送ってくださってありがとうございました」

　秘書モードから友人モードへの切り替えが見事すぎてついていけず、しどろもどろになりながらお礼を告げて頭を下げる。

「おい待て、なんでお前が千花ちゃんって呼んでるんだ」

「男の嫉妬深いのは嫌われるぞ。では、お疲れさまでした」

　秘書の鑑かがみのように綺麗に一礼した後、踵を返しひらひらと手を振りながら車に乗り込んで颯爽と去っていった。

「ったくあいつは……」

　同級生との気安いやり取りを見るのは学生の頃以来だ。披露宴のときも、颯真は月城家の御曹司として振る舞っていた。

　若干不機嫌そうな表情は新鮮で、なんだか珍しい顔を見られた気がして千花はうれしくなる。

「宮城さん、同級生なんだね」

「あぁ、中等部から転入してきたんだけど、それから大学までずっと一緒。腐れ縁ってやつだな」

「ふふ、仲よさそう。秘書ってなんとなく女性のイメージだったけど、男の人もいるんだね」

「まぁたしかにうちの秘書課は女性の方が多いけど、俺があいつに頼んだんだ。ずっとついてくれるならなじみのある人間の方が気楽だしな。出張も多いし」

「高校の頃は一緒にうちにも来てたって……」

　そこまで言ってから、千花はハッとして言葉を止める。

　自分から弥生の話につながる話題を振ったことに気づいてしまったからだったが、颯真はそれに気づかないのか話を続けた。

「そう、学生時代からあいつは人あたりよくて男女問わず誰とも仲よくなれるやつだった。頭の回転も早かったし。だから就活始まる前にうちの会社に来ないかって誘ったんだ」

「そうだったんだ」

　話に相づちを打ちながら息を吐くと、肩がスッと下がった。

　弥生の名前が出るのではと、やはり緊張して体が固まっていたらしい。

　そんな話をしながら入った店は『ソルシエール』という高級アパレルブランドの本店。

　普段使いできるラインからドレスまで取り扱っていて、女性にとって憧れのブランドである。しかし、レディースのみでメンズはいっさい取り扱いがない。

「さ、選ぼっか」

「ん？　ここで？　レディースしか置いてないよ？」

「もちろん。今日は千花のドレスを買いに来たから」

「えっ！」

　てっきり颯真の買い物に付き合うのかと思っていた千花は、驚きで目を丸くする。そんな千花をよそに、奥から出てきた黒いスーツの女性が声をかけてきた。

「いらっしゃいませ」

「彼女に似合いそうなドレスをいくつか見せてもらえますか」

「かしこまりました。それではお二階へどうぞ」

　店内は落ち着いた淡いピンクの壁に、レトロなポスターが白や金の額縁に入れて飾られている。小さなシャンデリアがいくつも吊るしてあり、服をディスプレイしている什器や棚、ソファもすべてオフホワイトで統一されているのがまるで〝お姫様の部屋〟のよう。どこかロココ調を感じさせる店の内装は、女性なら心をくすぐられるかわいらしく華やかな雰囲気だ。

　ソルシエールとはフランス語で魔法使い。

　ここの服で魔法にかけてもらいお姫様になるといったコンセプトなのだと、いつだったか一緒に買い物に来たときに姉から教わった。

『ここの服は甘めのテイストが多いから、私より千花の方が似合うものが多いの。ほら、こっちも着てみて！　絶対かわいいから！』

　ふたりで買い物に出かけたときには、シスコン丸出しで千花に服を選んでくれたりもした。弥生は高校の頃からこのブランドを愛用していたが、千花はなんとなく自分には分不相応な気がして、あまり袖を通したことがない。

　もしかしたら颯真は、それを知っているんだろうか。

（まさか、ね）

　心の中で首を振る。

　それでも憧れのブランドであることに変わりはなく、店内の雰囲気に心が躍った。

　一階はオフィスカジュアルやワンピースなど、普段遣いできるラインがゆとりをもって並べられている。

　奥にある螺旋階段を上がると、二階は色とりどりのパーティードレスがラックにかかっているスペースと、試着室とは別にオーダーに対応できるよう大きめの採寸室のような個室がふたつ用意されていた。

「ごめん、パーティーのこと最近まですっかり忘れてて。オーダーするには間に合わなそうなんだ」

「ううん！　むしろドレスを新調すると思ってなかったから」

　一応森野家の令嬢と言われていた千花も、それなりにいくつかパーティードレスを持っている。

　今回もその中から着ていくものを選ぼうと思っていたのだが、どうやら颯真は今回のパーティーのためにドレスをオーダーしようとしていたらしい。

「お客様にお似合いになりそうなものをいくつかご用意いたしました。お好みがございましたらおっしゃっていただければ、ほかにもお持ちいたしますね」

　ボディに着せているものや什器にかかっているものをなんとなく見ていると、五着ほどピックアップしてくれたらしい店員に声をかけられる。

　自分で選んで失敗するより、ここはプロにお任せしよう。

　なにせ失敗できない妻として初めて出席するパーティーへの、いわば戦闘服だ。

　できれば颯真の隣に立ってもなるべく違和感のないような、大人っぽいドレスがいい。

「あ、あの」

　そう思って声をかけてくれた店員に話しかけようとしたところに「千花、これ着てみて」と店員が持ってきてくれたものの中から一着のドレスを渡された。

「え？」

　言われるがままに着たのは、上半身はライトグレーでフレンチスリーブの手の込んだギピュールレース。立体的な模様をつなぎ合わせたレースは繊細で、オーソドックスなフラワーモチーフになっている。スカート部分は細かいプリーツ加工の施された白地に紺のドット柄のドレス。

　店員が合わせてくれた太めのベルトでウエストマークするとドレスがふんわりと広がり、メリハリが出てスタイルもよく見えた。

「かわいらしくてよくお似合いです」

　繊細なレースに手作業であしらわれたという刺繍が美しいドレスは千花も目を惹かれ素敵だと思ったものの、鏡に映る自分はなんとなくイメージしていた大人っぽさとは違う。ドット柄のせいか、店員の言うようにかわいらしい印象のデザインだ。

「うん、いいね。かわいい」

　目を細めて満足そうに自分を見る颯真の視線に耐えきれず、試着室のカーテンに包まりたくなる。

「ほら、出ておいで」

　颯真によって「これに合う靴も」と用意された踵部分にリボンのついたパンプスに足を入れ、おずおずと試着室から出て彼の横に並ぶ。

　やはり五歳の年の差は大きいのか、どうしても隣に並ぶと自分は幼く見劣りしているような気がしてならない。

「……もっと大人っぽい格好じゃなくて大丈夫かな」

「なんで？　結婚式でも思ったけど、千花はふんわりした印象のドレスがよく似合う。かわいい」

　鏡越しだというのに熱い視線にさらされ、千花は頬が真っ赤になっていくのがわかりうつむくしかできない。

「これにします」とあっさり決めた颯真に反論する隙はなかった。




　そして迎えた創立八十周年記念パーティー当日。

　今年は梅雨が長く、湿った重たい空気がじんわりと肌に張りつく感触に、なんとなく不安を煽られる。

　選んでもらったドレスを着て、さらに新婚旅行中に買ってもらったジュエリーを身につけて会場へやって来た千花は、すでに緊張の渦の中にいた。

『アナスタシア』という世界の一流ホテルに並ぶ格式を持つホテルの本館の一番大きな宴会場は、まだパーティーが始まってもいないのに大勢の招待客で埋め尽くされている。

　月城不動産の社員はもちろん、取引先の要人も多数来ていると聞いているので、いっさい気は抜けない。

　眩いほどの大きなシャンデリア、真っ白なテーブルクロスの上には鮮やかな花が飾られ、奥には開始時間も近いせいかビュッフェスタイルの豪華な料理がすでに並べられている。

「す、すごいね。なんか私、場違い感が……」

　さすがはあの月城不動産の創立記念パーティー。わかってはいたが、とてつもなく規模が大きい。

　男女ともに盛装でドレスアップした華やかな場所に気後れしそうになっていると、颯真が千花の耳もとに顔を寄せた。

「大丈夫。千花が一番綺麗でかわいい」

　息をのんだ千花の耳もとでピンクの花が揺れた。

　気休めとわかっていても、そんな甘い言葉をささやかれれば、否が応でもドキドキしてしまう。

「こんなときにからかわないで。ほんとに緊張してるのに」

「からかってない。本心だよ。これも、つけてくれてうれしい」

「……んっ」

　胸もとで輝くピンクの花のモチーフに触れられ、小さく吐息が漏れた。

「本当は誰にも見せずに俺だけのものにしておきたいんだけどな」

　緊張を解こうとしてくれているのはわかっているが、いくらなんでも甘すぎる。

　こっちはそんな言葉をかけられるたびに、もしかしたら自分は愛されているのではという希望が頭をもたげ、期待しすぎてはいけないと感情を諌めるのに必死にならなくてはならないというのに。

　結婚してまだ二カ月と少し。弥生のことを吹っきる努力をしてくれているかもしれないとは思ったものの、ふたりが過ごした年月を考えれば、まだまだ時間が必要なのはわかっているつもりだ。

　その証拠に、いくら甘い言葉をささやかれても『好き』だと言われたことはない。

　いつかは自分を見てほしいと願ってはいるものの、あまり過剰に期待するのもダメだと心がストッパーをかける。

「でもせっかくかわいくドレスアップした千花を連れて歩けることだし、自慢しがてら挨拶に回ろうかな」

「……もう」

　うつむき加減な千花の顔を覗き込みながら颯真が微笑む。

　反論するのをあきらめて颯真の腕に手をかけ、エスコートされながら会場内を進むと、どこに行ってもまとわりつく視線の多さに身がすくみそうになる。

　もともと人の目を惹く容姿に、この会社の御曹司。さらに最近結婚したと周知の事実なので、一緒にいる千花も同じく注目の的だった。

　居心地の悪い思いをしている千花とは違い、颯真は慣れているのか多くの視線になんとも感じていなそうなのが、さらに心許ない気分にさせられる。

　それでも不安げなそぶりを見せるわけにはいかず、千花は意識して背筋を伸ばして颯真について歩いた。

　真っ先に颯真の両親へ挨拶をしに行く。久しぶりに会った彼らは、幼い頃から顔見知りだったとはいえ緊張する。

　大企業の社長である颯真の父は千花の父親よりも穏やかそうな雰囲気で、「楽しんでいきなさい」と声をかけてくれたし、傍らに寄り添う颯真の母には新婚生活について聞かれ、何気ない談笑もできた。

　ホッとしたのもつかの間、パーティー開始の音頭が取られ、いよいよ歓談の時間になると、どこからともなく大勢の人々が颯真へ挨拶にやって来る。

　披露宴に来てくれた人もいるはずで、先日秘書の宮城相手に犯した失態を繰り返すわけにはいかない。

　千花は事前に聞いていた招待客の情報を頭の中で思い返しながら、笑顔を貼りつけ、颯真のよき妻を演じた。

「やぁ颯真くん。しばらくだね。今日はお招きありがとう」

「ご無沙汰しております。水みず上かみさん、妻の千花です」

　なかなか顔と名前が一致せずに焦りそうになる千花を、颯真はその都度さりげなくフォローしてくれる。

「はじめまして。千花と申します」

　緊張から声が震えそうになるが、腰に回された颯真の手に勇気づけられる。

　もしここにいるのが弥生だったら、もっとうまく立ち回れたんだろうか。

　そんなふうに思ってしまいそうになる卑屈な自分を押し殺し、次から次へとやって来る人へ向けて微笑み続けた。




（疲れた……）

　少し人の波が落ち着いた瞬間を見計らいお手洗いに抜けた千花は、洗面台の大きな鏡の前で大きくため息をついた。

（男の人は颯くんと仕事の話ばっかりだし私は話に入れないから楽だけど、おば様方の『子どもは？』攻撃が……）

　どこに挨拶に行っても、ふた言目には『お子さんが楽しみね』と言われる。

　ひと昔前は新婚夫婦にかけるありきたりな話題だったが、今の時代、デリケートな問題だと子どもについては口を挟まないのが社会の暗黙のルールになってきた。

　しかし、前時代の匂いをいまだに纏う人たちにそれを言っても仕方のないことなのだろう。

　そこには当然〝月城の後継者〟を求める思惑があるのを、千花だって十分察していた。

『子どもはかわいいわよ』『産むなら体力のある若いうちが絶対にいい』といった、ありがたいアドバイスの中に含まれる圧力。

　そのたびに颯真が『まだふたりきりを楽しみたいので、子どもは追々』とフォローしながら濁しているのを、なんとも言えない気分で聞いているしかない。

（なんだか、月城の後継者を産むためだけの存在だって言われてる気分）

　千花が大学を出たばかりという情報も当然ながら皆周知の事実。

『まだかなりお若いから、これからいくらでも時間はあるものね』

『そうね。当然男の子は欲しいけど、女の子だっているとなにかと安心だし』

　おば様方が当事者そっちのけで盛り上がり始めたときには、ため息を我慢するのに相当な労力を要した。

　軽くメイクを直し化粧室を出ようとすると、廊下にある休憩スペースから女性の話し声が聞こえる。

「なんか意外と地味っていうか。まだ子ども？」

「部長の五個年下だって。大学出たての生粋のお嬢様」

「へぇー、もっと若く見える。それにしてはお嬢感なくない？　銀行の社長令嬢なんだよね」

　自分たちの話をされているのだと気づき、千花はギクリとして足を止めた。

　ドレスや着物といった盛装の人ばかりの中で、彼女たちは華やかさはありつつもスーツスタイルだ。

　颯真を〝部長〟と呼んでいることからも、きっと月城不動産の社員で、このパーティーの運営に関わっているのだろうと察せられた。

「噂だけど、本来部長と婚約してたのって、奥様のお姉さんだったらしいわよ」

　一番触れてほしくない部分に話が及び、ゆっくりトイレに後ずさりしたところで体が固まってしまう。

「え、そうなの？」

「お姉さんの方はすごい美人で部長とも同い年だって、部長と同じ大学の友達が言ってたもの。才色兼備で有名なカップルだったみたい」

「なのに妹の方と結婚？　なんで？」

　弥生が婚約直前に失踪したことは一部の人間しか知らず、厳重な箝かん口こう令れいが敷かれていた。しかし人の口に戸は立てられず、とくに学生時代のふたりを知っている人間からじわじわと噂が広がってしまっているのだろう。

　どれだけドレスアップしようと、豪華なジュエリーをつけようと、付け焼き刃でよき妻を演じようと、やはり弥生にはかなわない。

「さぁ。若さとか？」

「えぇーっ、そこぉ？　年齢以上に幼く見えるし、全然部長と釣り合ってないよね」

「まぁバランスは悪いわよね」

　自分の価値は、先ほど嫌というほど聞かされた月城の後継者を産むのに便利な若さだけ。

　一応声を抑えているのだろうが、控えめながらクスクス笑う声はなかなかやまない。

　悔しいというよりも、悲しくて情けなくて、じわりと目に涙が滲む。

　しかし、こんなところで泣いてメイクを崩したり、真っ赤な目をして会場に戻るわけにもいかない。なんとかこらえようと強く唇を噛んで耐える。

「こんなところでいったいなんの話をしている」

　そのとき、空気が凍りそうなほど冷たく低い声が聞こえてきた。

　おかしそうな笑い声がピタッとやみ、廊下は異様な雰囲気に包まれる。

「ぶ、部長……」

　千花の位置からでは姿は見えず声しか聞こえないが、間違いなく不機嫌な颯真がそこに来たのだろう。

「なんの話をしていたと聞いている」

「い、いえ、あの……」

　問いつめられたところでなにも言えないのはわかっているだろうに、颯真は追及の手を緩めない。

「聞かれて困るような話をこの場所でしていたのか」

「申し訳ありません、部長。彼女たちは私の部下です。私の管理不行き届きです」

　千花は聞こえてきた声で宮城が颯真と一緒にいることと、女性たちが秘書課の社員であることを知った。

「秘書課の社員か」

「も、申し訳ありません……。あの……」

「仕事に戻ってくれ」

「は、はい」

「それから、今後俺の妻を侮辱するような発言は許さない」

　かばってくれる颯真の声を聞きながらも、千花の心は晴れなかった。




　パーティーからの帰りの車内。千花はエリザベート皇后の話を思い出していた。

　窮屈な王宮生活の中、彼女は生まれ持った美貌に磨きをかけ、それを武器にハンガリーのハプスブルクに対する敵対心を和らげ独立運動を沈静化させた。

　ハンガリーの民衆から絶大な支持を受け、彼らの自治権を認めるよう皇帝に働きかけて、オーストリア＝ハンガリー二重帝国の実現に力添えしたという。

　息苦しい宮廷生活、干渉してくる姑・皇太后ゾフィの存在、世継ぎを産むことだけを求められながらも必死で政治に介入し、自立したエリザベート。

　ウィーンのシシィ博物館に行ったとき、姉の代わりに結婚したという自分との些細な共通点に惹かれ興味を持ち、日本に戻ってからさらに調べてみると、彼女の生涯をドラマチックに描いたミュージカルが上演されていて観に行ったりもした。

　自分も〝自立〟したい。

　彼女に感化され、そんな思いがずっと胸に燻っている。

「疲れただろ。ありがとう、千花」

「ううん、颯くんもお疲れさま」

「先にお風呂に入っておいで」

「うん、じゃあそうさせてもらうね」

　ゆったりとしたバスタブに身を沈め、ぶくぶくと泡を立てながら今日一日を思い返す。

（子どもを望まれているのはわかってる。でも、私の価値ってそれだけ？）

　優しい颯真に聞けば、きっと否定してくれることはわかっている。

　だからこそ、このままではいけないのではないか。

　颯真が弥生を吹っきり、自分を見てくれるように努力したいと思った。

　そのためには両親に言われた通り、家事をしながら栄養のあるおいしい料理を作り、颯真を支えたいと考えてきた。

　でも、それだけでいいのだろうか。

　親友の陽菜は両親から強要されている政略結婚に抗うため、いつでも自立できるよう学生時代から働いて貯金をし、努力していくつもの資格を取った。

　そんな彼女の強さに憧れながらも、千花は父に言われるがまま進路を変更し専業主婦になった。

（私もちゃんと自立しないと。私がしたいこと……望むこと……）

　千花の頭の中に、陽菜から持ちかけられた〝栄養士として働く〟という選択肢が浮かぶ。

　幼い頃から小さい子どもに関わる仕事がしたいという夢があった。突然の婚約によりその道は閉ざされてしまったと思っていたが、思わぬところからそれが叶いそうな話が舞い込んできた。

（保育園の栄養士として、働いてみたい）

　千花は「よし！」と意気込んでバスルームを出た。




　入れ替わりでお風呂に入った颯真が出てきたところをつかまえてふたり並んでソファに腰を下ろすと、早速陽菜から聞いた話を持ちかけてみた。

「働く？」

「うん。この前食事したときに、陽菜から職場の保育園で栄養士を募集してるって話を聞いたの」

「保育園か……」

　なにかを考えるように顎に手をあてる颯真。

　そんな彼を見て、自立したいと思う一心だった千花は、颯真がいったいそれをどう受け止めるか不安になってきた。

　もしかしたら、父と同じように妻は家を守るべきと考えているかもしれない。

　結婚当初から専業主婦になると決められていたため、そんな話題がふたりの間で出たことはなかった。

　きっと千花が働きたいと思っているなんて、考えもしなかっただろう。

「しゅ、週に三日のパートタイムらしいの。詳しい時間とかお給料の話はまだちゃんと聞けてないんだけど、でも家事は今まで通りちゃんとやるし、今日みたいなパーティーがあるときはそっちを優先するようにする」

　どうにか認めてほしくてすがるように早口になった千花の頬を、お風呂で温まった颯真の大きな手が包む。

「そ、颯くん？」

「大丈夫。千花がやりたいと思ったことに反対なんかしないよ」

　急なスキンシップにドキドキしながら隣に座る颯真を見上げると、優しくこちらを見つめる瞳に戸惑った顔をした自分が映っている。

「小学生の頃、作文に保育士さんになりたいって書いてたな」

「おっ、覚えてたの？」

　まさかそんな昔のことを颯真が覚えているとは思わなくて驚いた。

「正直、森野家のご令嬢には難しいだろうなって思った。あの厳しいお義父さんなら、働かせるにしても自分の手もとなんじゃないかって」

「……でも、颯くんは夢が叶うといいねって言ってくれた」

　当時すでに高校生だった颯真には、きっと現実が見えていたんだろう。それでも無理だなんて言わずに、そっと千花の思いに寄り添ってくれた。

　あの優しい微笑みに、小学生だった千花は淡い初恋を抱いたのだ。

「うん。本気でそう思ったから」

「あのとき、すごいうれしかった」

「だからこそ、少し形は違ってしまうけどせっかく保育園で働ける機会があって、それを千花が望むのなら、俺は反対なんかしない。千花がやりたいと思うのならやってみたらいい」

　颯真の言葉がじんわりと胸に染みる。

　うれしかった。自分の意見を尊重し、選ばせてくれる。

　たったそれだけのことだけど、昔からずっとあきらめてきたものだった。

「ありがとう、颯くん」

「家事も無理しなくていい。働くならハウスキーパーを雇ったっていいんだから」

「ううん、そこはちゃんとやらせてほしい」

　外の世界で働いてみたい。自立したい。それも本当の自分の気持ち。

　だけど、颯真を支える妻の仕事も疎かにしたくない。いや、他人の手に任せたくない。自分でやりたかった。

　ふたりで住むこの部屋を綺麗に掃除するのも、いつもおいしいと感想を言ってくれる颯真に料理を作るのも、千花にとっては幸せなのだ。

「無理はしなくていいからな」

「無理なんかじゃない。だって私、颯くんの奥さん……だもん」

　言いきってから自分の言葉の恥ずかしさに気づくももう遅い。

　少し驚いたように目を大きくした颯真が、どことなくうれしそうに笑って「そうだな」と微笑んでくれた。










４．広がった世界




　アルバイトの経験もなく、初めて社会に出て働くのは緊張の連続だったが、職場に恵まれ順調なすべり出しだった。

　親友の陽菜がいてくれるのはもちろん、園長先生も栄養士の先輩もみんないい人ばかりで、世間知らずで慣れない千花にとてもよくしてくれた。

　月、水、金曜日の週に三日。時間は午前八時半から午後三時半。

　朝八時に出勤して更衣室で調理用のエプロンを身につけ、左手の薬指から颯真と揃いの結婚指輪をはずす。

　手袋をつけるとはいえ子どもたちに食べさせる食事を作るという衛生面と、万が一にも子どもにあたってけがをさせないようにという安全面の理由から、念には念をと初日から保育園にいる間ははずすようにしていた。

　簡単なミーティングをしてすぐに昼食の調理に取りかかる。食育を大切にしている保育園で、季節の行事や旬の食材などを取り入れたメニューを園児たちに提供するのが一番大切な仕事。

　調理が終わればそれぞれ簡単な事務仕事をこなし昼休憩。午後は手作りのおやつを用意し、それが終われば園児と一緒に遊ぶ時間も取れる。

　食育用の絵本を読んであげることもあれば、子どもと一緒になって園庭で走り回る日もあった。

　一度はあきらめた夢の場所で働けるのは楽しくて、千花はすぐ仕事に夢中になった。

「千花ちゃん、これ読んでー」

　午後二時過ぎ。

　おやつの蒸しパンを作り終え園舎へ出ていくと、四歳児クラスの方からかわいらしい声がかかる。

　ゆり組のひかりちゃん。以前手作りの紙芝居を読んであげたのをきっかけに、よくこうして声をかけてくれるようになった。

「うん、いいよ。今日はなんの絵本？」

「赤ちゃんの本！」

　ゆり組を担当している陽菜の話によると、ひかりちゃんにはあと二カ月ほどで妹が生まれるらしい。

　四歳なんてまだまだ母親に甘えたい盛りだろうに、いいお姉ちゃんになろうと準備していると聞いて、抱きしめたくなるほど愛おしく感じる。

「ひかりちゃん、その前に千花ちゃんにお話があるんじゃなかった？」

　ほかの園児と一緒に人形で遊んでいる陽菜がひかりちゃんに言うと、「そうだった！」とぱたぱたと自分のバッグから小さなノートのようなものを取り出してこちらに戻ってきた。

「千花ちゃん見て！　ひかりね、今日お野菜も全部食べられたから、ひな先生にシール貼ってもらったの！」

　ひかりちゃんは彼女のお母さんをも悩ますほどの偏食で、とくに緑色の野菜はほとんど食べられなかったそう。

　陽菜からも『ピーマンはともかく、キャベツとかきゅうりも全滅なんだよね』と聞いていたので、食育として野菜を題材にした紙芝居を作って読んであげたところ、少しずつ食べるようになってきたとは報告を受けていた。

「すごいね！　だって今日はピーマンくんも入ってたでしょう？」

「うん、ピーマンくんも食べたよ！　だってひかりが食べてあげないと、ピーマンくんがゴミ箱で泣いちゃうんでしょう？」

「そうだね」

「ちゃんと食べたから、ひかり元気もりもりになった！」

　以前読んであげたのは、よく子どもが苦手とするピーマンやにんじんたちが、なかなか食べてもらえず悲しい思いをしていて、でも自分たちを食べると元気いっぱい大きくなれるんだよと語りかけてくるという簡単なもの。

　この職場でお世話になると決めてから保育に関わる書籍を読みあさり、慣れないイラストを書くのに奮闘しながら紙芝居を作った。それだけに、内容をしっかり覚えてくれていてくれて、かわいいぷにぷにした腕で力こぶを作って見せてくれる姿に頬が緩む。

「すごい、さすがひかりちゃん！　お姉ちゃんになるんだもんね！」

「うんっ！」

　手のひらに収まりそうなほど小さな頭をなでてあげると、くすぐったそうに目をつむって肩をすくめた。




「いやー千花は絶対いい保育士さんになってたよ！　やっぱりもったいなかったなぁ」

　陽菜が三杯目のビールを飲み干して言った。

　もう両親から交友関係に口を出されることもないため、狭かった千花の世界は広がり、職場の仲間と連絡先を交換するのも自由だ。

　九月最後の金曜日。

　颯真は一昨日おとといから九きゅう州しゅうに出張で不在のため、仕事を終えた後少し時間をつぶし、陽菜とほかの同僚ふたりの四人で近くの居酒屋で夕食を取りながらお酒を飲んでいた。

「野菜の紙芝居で偏食克服だっけ？　あれお母さんに感謝されたでしょ」

　そう言ってくれるのは、陽菜の二年先輩保育士の山やま崎ざき望のぞむ。

　男性にしては小柄で優しげな顔立ちをしていて、女性保育士が多い中でもうまくやっていけるコミュニケーションスキルに長けた人物。よく園内で女の子が『望先生のお嫁さんになる』なんて言っているのを耳にする。

　お酒が大好きで、よく陽菜と飲みに行く仲らしい。

「ひかりちゃんママに今日はお昼完食でしたって話したら、紙芝居の栄養士さんによろしくって。お迎えのときすごいうれしそうだったもん」

「ふふ、少しは役に立ってるならよかった」

「でも月城さんはなんで保育士にならなかったんだ？」

　そう千花に疑問を投げかけたのは矢や上がみ慎しん介すけ。栄養士として働く千花の先輩にあたり、彼が基本教育係としていろんな面倒を見てくれていた。

　長身で強こわ面もてな矢上だが、食育を大事にしたいという園長の教育理念に賛同して熱心に志願し働きだしたという一面を持ち、女の子には怖がられるが男の子には大人気。主に戦いごっこの悪役として、遊び時間は引っ張りだこなのをよく見かける。

「えっと……栄養士の仕事にも興味があったので」

　なぜ保育士にならなかったのかと問われれば、千花が両親に反対されたから。その理由は言わずもがな政略結婚する夫を支えるよき妻になるためで、それをこの場でペラペラ話そうとは思えなかった。

　隠したいわけではなかったが、今時二十二歳で結婚しているのは珍しいと突っ込まれたときに政略結婚だとバカ正直に答えるのも虚しく、かといってなんと答えるのが正解なのかわからず、出勤時にはずす指輪をつけるのはいつも職場を出た後。今日もまだつけていなかった。

　そのため千花が既婚者だと知っているのは、陽菜と園長のみ。聞かれれば嘘をつこうとは思わないものの、誰も自分が結婚しているだなんて思いもしないだろう。

　陽菜もそんな千花の心情を察しているのか、ほかの同僚がいる前で颯真の話題を出したりはしなかった。

「でもおかげで矢上さんは助かったでしょ？　千花が来てくれて」

　やはりうまい返しが思い浮かばず中途半端な答えになってしまった千花をフォローするように、陽菜が会話を少しだけ逸らしてくれる。

　前任の五十代の女性栄養士は、息子が結婚するのを機に旦那さんと一緒に田舎へ引っ越したいのだと春先に退職を願い出て、先月末に無事に退職した。

「ベテラン栄養士が減っちゃったところに千花が入ってくれたんですもん」

「まぁそうだな。月城さん調理の手際もいいから助かってるし」

「そんな。まだまだです」

　実際、長年働いていた前任者の抜けた穴を埋めるほどの技量は、まだ千花にはない。とくに季節行事なんかは知らない風習やその由来なども多く、園児と一緒に勉強している状態だ。

　千花が謙遜して首を振ると、向かいに座っている山崎がにやりと口を開いた。

「たしかに助かってるかも。月城さん来てから、矢上が子どもたちと遊んでくれるようになった気がするし」

「え？」

「おい、山崎」

　隣でじろりと睨む矢上にかまわず、山崎は飄々と話し続ける。

「食育に情熱注いでるわりに、あんまり子どもと積極的に関わってなかったんだよ」

「……俺は裏方でいいんだよ。怖がらせたってかわいそうだろ」

「でも最近は午後に園庭に出てきてくれることが多くなっただろ。なんていうか、強面なのは変わんないのに表情が優しくなったっていうか。これって月城さん効果？」

「え？　私ですか？」

　まったく関係がないようなところで自分の名前が出て驚いていると、若干酔いが回って顔を赤くした陽菜が言葉を続ける。

「わかります！　千花のそばって癒やしオーラが出てるっていうか、近くにいるとみんな優しい気持ちになれるんですよね」

「癒やしオーラって、なにそれ」

「子どもたちもすぐに懐いてたし。矢上さんも千花の癒やしオーラで懐柔されちゃったってことですよね」

　うふふっと笑う陽菜からジョッキを奪って水の入ったグラスを渡す。

「もう陽菜ってば飲みすぎ。矢上さん、すみません」

「あぁ、いや……あー、もう少ししたらハロウィン関連のレシピも考えるか」

　肩をすくめて謝ると、なぜかバツの悪そうな矢上がゴホンとわざとらしく咳払いをして話題を変えた。

「もうそんな季節なんですね。以前イベントのおやつが毎年マンネリ化してきてるっておっしゃってたので、少し斬新なアイディアも考えておきますね」

　一年目の千花にとってはすべてが初めてだが、毎年恒例の行事で食事やおやつのメニューがマンネリ化してしまうのは、何年も通っている園児がかわいそうだ。

　定番のさつまいもやかぼちゃを使ったレシピをいくつか調べようと、心のメモに書き留める。

「あ、霧崎先生のクラスはハロウィンの衣装どうすんの？」

「予算聞くとあんまり派手にはできないっぽいですもんね。うちはおばけと黒猫を選択できるようにしようと思ってます。ゴミ袋と画用紙あればいけそうだし。山崎先生は？」

「そうなんだよ、予算がなぁ。まぁでも二歳児はなにしたってかわいいもん。かぼちゃのお面と魔女の帽子かな」

「いいですねー！」

　保育園で働くだけあって、みんなかなりの子ども好き。大変だという愚痴はありつつも、やっぱり楽しくて仕事の話に花が咲き、アルコールも進む。

　同世代の仲間とこうしてお酒を飲んだのは、千花のために開いてもらった歓迎会と先月の前任者の送別会以来三回目。また集まろうと約束をして午後九時にはお開きとなった。

　帰り際、駅に向かう途中で矢上から「メニューのレシピの参考に、今度休日にカフェ巡りに行かないか」と誘われた。

　レシピの参考にと言うからには仕事の一環ではあるものの、休みの日に颯真以外の男性と出かけるのには抵抗がある。

　しかしほどよくアルコールの回った頭では、上手な断り方が出てこない。

　そのまま三人と駅で別れ、矢上からの誘いはうやむやになったが、千花はすっかりそのことを忘れて帰途に就いた。




「ただいまー」

　誰もいないとわかっている部屋に帰宅の挨拶をしてしまうのは、ほろ酔いでいい気分だからか、颯真が出張で不在なのが寂しいのをごまかすためか。

　いつもなら帰宅後は颯真のために栄養を考えた料理を作るところだが、この三日間はその必要はない。

　仕事を始めた当初こそ家事との両立は大変だったが、今は食材の買い置きや料理の下準備のペースが掴めてきたかいもあって、効率よくできていると思う。

　颯真が出張で家を空けるのは、結婚してからこれで四回目。前回よりも寂しさが募っているように感じ、千花は小さく身震いした。

　姉の身代わりになってした結婚だったが、思った以上に幸せな毎日を送っている。

　結婚式以来、彼の口から姉の名前が出てくることはなく、やはり千花と少しずつでも夫婦になろうとしてくれているのではと感じる。それどころか、颯真はもしかしたら自分を愛してくれているのではと思いたくなるほど甘い。

　仕事を始めてからもなにかと、大変なことはないか、無理はしていないかと確認してくれる。その日保育園であったうれしい出来事を夕食のときに話すと、まるで自分のことのようにうれしそうに聞いてくれる。

　そんな颯真の態度に、千花はますます彼を好きになっていくのを自覚していたし、いつかは彼に本当に愛されたいと望んでしまっている自分自身の気持ちも認めざるをえなくなっていた。

　アルコールが入っているためお風呂は後回しにして部屋着に着替え、ノートとペンを持ってリビングのソファでハロウィンのおやつの構想を練る。

　毎年だいたい、かぼちゃのプリンやさつまいものクッキーが主流だと前年の資料で読んだ。たしかにオーソドックスで準備もしやすいが、年長クラスにはマンネリで物足りないかもしれない。

（かぼちゃを練り込んだスフレチーズケーキを一．五センチくらいにスライスして、チョコペンでジャック・オ・ランタンの顔を子どもたちに描かせてあげたらどうかな。イベントっぽくもなるし、四歳五歳児クラスなら楽しくできそう）

　紫芋を使って生クリームに色をつけ、小さめのシュークリームに挟んでもかわいいかもしれない。

　食材や予算との兼ね合いもあるため全部が採用になるわけではないとわかっているが、こうして子どもたちのためにレシピを考えているとウキウキした気分になる。

　旬の食材を使って季節の行事を楽しむ食育。園長の教育理念には千花も賛同するところが大きい。

　保育園に通う子どもたちの両親の多くは共働きで忙しい。食育にまで手が回らない親御さんから、ありがたいという声を多数もらっている。

　野菜嫌いを克服したひかりちゃんのように、ひとりでも多くの子どもに食の楽しさを伝えたい。

　千花は保育園で栄養士として働くようになって、ようやく自分がやりたいと思えることを見つけられた気がした。

　働きだして三カ月ほど。まだまだ一人前の栄養士にはほど遠いかもしれないけれど、自分を必要としてくれている職場で働く毎日はとても充実している。

　そんな自分がうれしくて、浮かんだアイデアを次々にイラスト付きでノートに書き留めていった。




　集中してノートに向かい合い、どのくらいの時間が経ったのか。

「ただいま、千花」

「きゃっ！」

　ひとり黙々と作業していたところに急に声をかけられ、千花は体が浮き上がるほど驚いた。

「え、颯くんっ？」

「ごめん、驚かせたか？　ずいぶん集中してたな」

　玄関のドアが開いた音にまったく気がつかなかった。それに、なぜ今颯真がここにいるのか。

「あれ？　帰ってくるのって明日の午前中だったよね？」

　予定では土曜日の昼前に帰ると聞いていた。だからこそ、夕飯を作らなくていいからというのと、寂しさを紛らわせるというのもあって、仕事終わりに飲みに出たのだ。

「夕方からの会合が思いのほか早く終わったから最終便で帰ってきた。メッセージ入れたんだけど気づかなかった？」

「嘘、ごめんっ」

　慌ててスマホを見れば、たしかに午後九時前に【早く終わったからこれから帰るよ】ときている。ちょうど居酒屋から出る直前の時間でまったく気づかなかった。

「ごめんなさい、気がつかなかった。ご飯は食べた？　なにか簡単なもの作ろうか」

　夫の帰宅の連絡に気づかず同僚とお酒を飲んでいただなんて、妻失格ではないか。

　慌てて立ち上がりキッチンに向かおうとした千花を、颯真がうしろから抱きしめた。突然の抱擁にドキンと胸が高鳴る。

「それより、三日も出張で不在だった俺に『おかえり』も言ってくれないの？」

　長身の颯真にすっぽりと包まれて耳もとで甘くささやかれ、ゾクリと首筋に震えが走る。

　それを悟られるのが恥ずかしくて、肩をすくめながら腕の中で反転して彼の方に向き直った。

「ごめん、そうだよね。おかえりなさい、颯くん。出張お疲れさまでした」

「うん。ただいま」

　優しく見つめる目が伏せられ、どれだけ経っても慣れない端正な顔がゆっくりと近づいてくる。

　そっと唇が合わさり、腰に回っている手に力が込められたのがわかった。グッと引き寄せられ、舌が入ってきたかと思うやすぐに口内を探るようにうごめき、おかえりのキスにしては濃厚な口づけを与えられる。

「んん……」

　三日ぶりの颯真の熱。いつもなら恥ずかしいのとどうしたらいいのかわからないのとで颯真にされるがままの千花だが、今日は寂しかったのと若干残ったアルコールも手伝って、腕を首に回して自分からも舌を絡める。

「千花、酒飲んだ？」

「ん、少、し……だけ……」

　いつになく積極的な千花に驚きつつも、颯真はそれに煽られるようにさらに深く口内を探っていった。

　何度も角度を変えて甘い痺しびれを送り込まれ、千花の頭はチョコレートのようにとろけていく。

　ようやくキスが解かれると親指で濡れた唇を拭われ、そのままソファへと押し倒された。

「颯くん……」

　首からネクタイを抜き取り、ワイシャツのボタンを性急にはずしながら颯真が覆いかぶさってきた。

　再び強引にも感じるようなキスをされ、千花もどんどん夢中になっていく。

「千花」

「んっ……」

「酒のせい？　それとも、寂しかった？」

　頭がぼんやりとする中、颯真に問われたことを必死に考える。

　忙しい仕事だとはわかっている。

　都市開発本部の部長という肩書きはもちろん、将来会社を背負っていく彼の立場なら、家庭よりも仕事が大事になるのは仕方ないだろう。千花の父親も、家にいるよりも会社にいる時間の方が圧倒的に長かったし、休日に遊んでもらった記憶もない。

　だからこそ休日に仕事が入ろうと、結婚して半年の間に泊まりがけの出張が四度もあろうと、不満を口に出さなかった。

　それなのに。

「寂しかった……」

　自分でも驚くほど素直に言葉が出てきて戸惑ったものの、これが正直な気持ちだった。

（こんなこと言ったって、颯くん困らせちゃう……）

　不安になって千花に覆いかぶさる颯真を恐る恐る見上げると、眉間にしわを寄せて、やはり不機嫌そうな顔をしている気がする。

　失敗した。

　出張から帰宅した夫を出迎えられなかっただけでなく、仕事で忙しくしていることに不満をぶつけてしまうだなんて。

「あ、違っ、ごめんなさい」

　慌てて颯真の胸を押し返し、上半身を起こして謝る。

　決して仕事の邪魔がしたいわけでも、不満に思っているわけでもない。

　そう言いたくて言葉を続けようとした千花を再び押し倒し、颯真の手が性急に服を乱していく。

「えっ、颯くん……？」

「千花、もう一回言って」

「え？」

　首筋に唇を這わされ、カットソーがまくられる。裾から這い上がってきた大きな手があっという間に胸の締め付けを解き、指先がその先端に触れた。

「やあ……っ」

「俺がいなくて寂しかった？」

（言っても、いいの……？）

　同じ質問を投げかけられ、迷いながらも懇願された通りこくこくとうなずきながらもう一度「寂しかった」と小さく伝える。

　すると大げさなほど深いため息をついた颯真が「かわいすぎて限界」と抑揚のない声でつぶやいたかと思うと、噛みつくようなキスを仕掛けてきた。

「んん……っ！」

「俺も。千花に早く会いたくて帰ってきたんだ」

　息継ぎの合間に告げられた言葉にうれしいと返事をする間も与えられず、颯真の愛撫に慣れた体はあっという間に高められていく。

　結婚してから今まで、こんなふうにベッド以外の場所で愛し合ったことはない。

（うれしいけど……恥ずかしすぎる！）

　場所にも部屋の明るさにも戸惑いを覚え、千花は羞恥に身を捩る。

「待って、ここじゃ……」

「無理。寝室まで待てない」

「せめて、電気……っぁ！」

　千花の小さな抵抗も聞き入れてもらえず、あっさりとショートパンツまで脱がされた。

　キスで唇を塞ぎ、片手はやわらかな胸を包むようになで、下着姿になった脚の間にも颯真の悪戯な指先が伸びてくる。

　乱れていく自分を、普段くつろいでいるソファでまじまじと見られるのが恥ずかしくて仕方ないのに、颯真はおかまいなしに千花を快楽の淵に追い立てていく。

「颯くん……っ」

「もっとだ、もっと俺を欲しがって」

　強引なのに優しく触れられ、言葉では颯真を求めるよう要求されているのに、実質、颯真が千花を強く欲しているように感じてしまう。

（そんなふうにうぬぼれても、いい……？）

　ソファに組み敷かれながら、早く自分に会いたかったから帰ってきたと言う夫の真意を考える。

　本当に、言葉通りに受け取ってもいいのだろうか。

　もしそうだとしたら、自分たちは夫婦として、かなり歩み寄れているのではないか。

「帰ってきてくれて、うれしい」

　先ほど伝えられなかった気持ちを言葉にのせて伝えると、颯真が驚いたように目を見開いた。

　それからすぐにうれしそうに表情を緩め、こつんと額を合わせる。

「よかった」

　吐息が触れそうな距離でこうして話しているのが、恥ずかしいけれど幸せで、千花は照れつつも真っすぐに颯真を見つめた。

「出張、多いね」

　なるべく責めているふうに聞こえないよう尋ねると、颯真は小さくため息をついた。

「そうだよな。ごめん、寂しい思いさせて」

「ううん、仕事だってわかってるから」

「でも、千花が寂しがってくれてるって知れて、俺ちょっとうれしかった」

「え？」

「寂しくさせたぶん、思いっきり甘やかすから」

　そう言うが早いか、颯真は千花の膝を押し開き、指や舌でとろけるような愛撫を施す。

　たっぷりと時間をかけて何度も高みに押し上げられ、喉がカラカラになるほど啼かされる。

　ようやく颯真とひとつになったときには、千花の理性や羞恥心は脱がされた下着とともにソファの下に転がっていた。

「千花……」

「あっ、んんっ！」

　結局千花の小さな抵抗などは聞き入れてもらえず、名前を呼ばれ、与えられる感覚に息を切らしながら颯真を見上げれば、瞳の奥にはらむ熱情が見える。

　その熱さに千花も煽られたように必死に颯真に抱きつき、結果ソファでくたくたになるまで愛され、そのまま眠りに落ちてしまった。

　そのため、テーブルに置いたままのスマホにきた矢上からの【さっき言ってたカフェ巡り、明後日の日曜はどうだ？】というメッセージに、その日千花は気づかないままだった。










５．嫉妬《Side 颯真》




　初めて千花との婚約話を聞いたとき、颯真は開いた口が塞がらなかった。

　もともと両家の親同士が勝手に進めていたのは、千花の姉である弥生との結婚だった。

　弥生は同級生で、女子の中ではわりと親しくしていた方ではあったが、互いに一度も恋愛感情を抱いたことはない。

　ただ親が乗り気だというだけで実際に婚約したわけではなかったが、どういうわけかこの類の話は人の噂に上るのが早い。

　中学を卒業する頃には周囲は皆、颯真と弥生は付き合っていて、いずれ結婚するのだろうと思っているらしかった。

　当初は聞かれれば否定していたものの、だんだんとそれも面倒になってきた頃、弥生と相談してしばらくは肯定も否定もしないでおこうという話になった。

　今必死に否定し婚約を拒んでも、きっとすぐに両親から違う相手を見繕われてしまう。

　それならば波風を立てずにやり過ごし、本格的に婚約を公にしようとなる前に両親に理由をつけて拒むなり別れたと嘘をつくなりしようと、いわば共同戦線を張ろうというものだった。

　颯真も弥生も、異性から非常に人気がある。互いに親が決めた相手がいるのだと噂が流れるのは体ていのいい風よけにもなった。その真相を颯真が話したのは、中学時代から仲のよかった宮城のみ。

　弥生もごくわずかな親しい友人にだけ話したようだった。あとはきっとシスコンの彼女のこと、妹の千花にも事情を説明しただろう。

　弥生は高校から大学までに何人か彼氏がいたようだが当然両親には隠していたし、颯真が友人として彼女と食事をした際は家まで送るなど、森野家に対してカモフラージュもしていた。

　一方の颯真は、学校の外で相手から請われるままに恋愛ごっこのようなものを何度か繰り返してみたものの、結局心惹かれる女性には出会えず、自分には恋愛や結婚は向いていないのかもしれないと考えていた。

　そして迎えた大学卒業のとき。

　いよいよ月城家と森野家が動きだしそうだと悟った颯真は、弥生とともに婚約破棄に向けて話を進める予定だった。

　しかし卒業式の翌日、弥生はなにも言わずに失踪してしまった。

　ふたりで両家に話をしようと計画していたため、彼女の珍しく身勝手な行動に眉をひそめたものの、これで婚約や結婚の話が立ち消えるのなら結果オーライと思っていた。

　しかし、話はそれで終わらなかった。

　森野家は月城家の比でないくらいの騒ぎになったのだろう。なにを思ったのか、弥生が失踪して半年もしないうちに、彼女の五つ下の妹である千花を差し出してきたのだ。

　動物の交配じゃあるまいし、あっちがダメならこっちでなんて、どうかしている。しかしそう思ったのは颯真だけだったらしく、両親はあっさりと婚約者の変更を認めてしまった。

　弥生の妹である千花のことは颯真も知っていた。

　もともとシスコン気味だった弥生からよく『うちの千花は世界一かわいい』と話を聞いていたし、社交の場で何度か顔を合わせる機会もあった。森野家へ遊びに行ったときには勉強を見てあげたりもした。

　弥生とは似ておらず、小柄でくりっとした目鼻立ち。人見知りなのかあまり口数は多くなかったけれど、恥ずかしそうに『颯くん』と呼び、笑うと名前の通り花のようにかわいらしい女の子だった。

　そんな千花との婚約話が持ち上がったのは、颯真が社会人一年目。千花に至ってはまだ高校三年生のとき。

　さすがの弥生も、まさか自分がいなくなった後でかわいい妹に颯真との婚約の話がいくとは思いもしなかっただろう。当初の計画通り、婚約の話をなかったことにするために慎重に話を進めれば、きっとこんな事態にはならなかったに違いない。

　そう考えた颯真はなんとしても弥生に連絡を取りたくて行方を捜したが、結局見つけられなかった。

　そうこうしている間に、千花は子どもの頃から夢だったという保育士になる道を絶たれ、女子大に進路を変えさせられ、当時付き合っていた彼氏とは別れさせられたと聞いた。

　なんとか弥生を捜し出そうと手は尽くしているけれど見つからないのだと千花に告げると、彼女は悲しそうにどこかあきらめたような顔をして笑ったのを今でも覚えている。

　両親には結婚相手くらい自分で選ぶと伝えても暖簾に腕押し。あまりにも千花が不憫で、両家の親はもちろん、自分のふがいなさにも、なにも言わずに消えた弥生にも怒りが湧いた。

　あれだけ妹を大切に思っていた彼女のこと。もしかしたら千花にだけは連絡しているのではと会うたびに聞いてみても、返ってくる答えは毎回同じだった。

　その後、なんとかこのバカげた婚約話を撤回できないかとひとり思案していたものの、結局こうして結婚するに至ったのは、何度か千花と食事をするうちに彼女に惹かれたからにほかならない。




　颯真はソファでくったりと眠りにつく千花のあどけない寝顔を見つめ、額に張りついた前髪を横に流してやりながら苦笑した。

（『寂しかった』と自分で言わせておきながら煽られてしまった）

　むき出しの肩にスーツのジャケットをかけてやり、無理をさせたのを詫びるように髪を梳きゆっくりと頭をなでる。

（本当に……かわいすぎて困る）

　千花を知れば知るほど、彼女に溺れるように惹かれていく。

　大きな瞳にぷっくりとした唇の愛らしい顔立ち。その表情がコロコロ変わるのを見ているのが好きだった。

　初めは弥生の失踪を止められなかった罪悪感と、たいして親しくもない五つも年上の男と婚約しなくてはならない不憫さから食事に誘い、仕事先でもらったお菓子を渡しただけだった。

　たまたま自分が担当する施設のテナントに入る、日本初上陸のベルギーチョコ専門店のフィナンシェ。部内に差し入れするには数が少ないが、颯真は甘いものが特段好きなわけではないので千花にもらってくれと差し出した。

　すると千花はうれしそうに笑ってくれたのだ。

『わぁ！　いいんですか？　私甘いものの中でも、とくにチョコが大好きなんです！』

　花が綻ぶような笑顔というものを初めて目まのあたりにし、もう一度見たいと出張のたびにその土地でおいしいと評判のパティスリーを検索した。

　土産を渡すのを口実に食事に誘うのを繰り返し、いつしかそれは習慣になり、ついには自分だけに笑みを向けてほしいと願うようになった。

　政略結婚に向けて意に染まない栄養学を専攻させられてなお、楽しそうに学んだ内容を披露してくれる健気な姿に胸が締めつけられた。

　彼女が在学中は婚約期間ということでつとめて紳士的に振る舞っていたものの、どれだけ自分のものにしてしまいたいと思っていたか。

　千花がこの結婚になにを思っているのかはわからない。だが、いつかは絶対に自分に振り向かせたい。

　新婚旅行でウィーンを訪れた際、エリザベートの肖像画を前に、なにか感じ入ったような顔をしていた千花。

　その横顔を見つめながら、颯真もまたフランツとエリザベートの馴れ初めに思いを馳せていた。

　皇太后の母からエリザベートの姉であるヘレネとの結婚を提案されていたものの、見合いの席で妹であるエリザベートにひと目惚れし、フランツは周囲の反対を押しきり彼女を皇后に迎える。

　その結果エリザベートは宮廷生活になじめず、旅に明け暮れ、孤独な生涯を送ることとなった。

　彼女を愛していながら、夫としての自分と皇帝という立場との板挟みになり、守りきれなかったフランツ。

（俺は一生千花を守り抜いてみせる）

　月城家への嫁入りがいかに重責であるか、ひとり息子である颯真は重々承知している。

　会社の創立記念のパーティーでも、悪意の有無にかかわらず何度も心ない言葉を平気で口にする人間を見た。自分に聞こえた範囲のものからはかばえても、おそらくすべてをシャットアウトするなど不可能に近い。

　それでも千花を手放したくないと決断した以上、全身全霊で彼女を愛し守っていこうと心に誓っていた。

　結婚して半年が過ぎ、最近ではかなり夫婦らしくなってきたと感じている。

　結婚式と入籍を経てようやく千花が自分のものになったのを機に、箍がはずれたように一気に距離を詰めた。

　千花も料理など家事をして懸命に尽くしてくれるし、ウィーンでの初夜以降、夜も誘えば拒まれることはない。

　華奢で折れそうなほど細いのにやわらかく甘い体。それを自分しか知らないのだと思うと、よりいっそう愛しくてたまらない気持ちになる。

　いつかは千花との子どもが欲しいと思うものの、今はまだふたりきりの時間を堪能したい。周りは後継ぎについてあれこれ言いたいようだったが、こればかりは譲れなかった。

　婚約期間四年という長い時間を我慢したのだ。同じくらいの時間ふたりきりの蜜月を堪能したってバチはあたらないと、颯真は真剣に思っている。

　それに加え、最近千花が仕事を始めたということもあった。

　自分との結婚によって一度はあきらめさせてしまった夢。手放したものを取り戻すように、最近の千花は生き生きしているのが目に見えてわかる。

　彼女がその日保育園であった出来事を夕食のときにうれしそうに話してくれる時間が、颯真にとってもかけがえのない幸せなものだった。

　しかし、懸念事項がないとは言いがたい。

（男……だよな）

　千花の髪をなでながら、颯真はローテーブルの上を見てため息をついた。

　ソファの前のローテーブルには千花のノートとペン。ハロウィンのイベントにでも使うのか、かぼちゃやさつまいもなど秋の味覚を使ったレシピが図解と一緒にいくつも書き記してある。

　その隣に置いてある彼女のスマートフォンには、通信アプリからの着信画面が表示されていた。

【さっき言ってたカフェ巡り、明後日の日曜はどうだ？】

　戦隊モノの悪役のようなアイコンに〝Yagami〟という名前。きっと職場の同僚だろうとは想像がつく。それに、先ほどまで一緒に飲んでいた相手であろうことも。

　千花は高校三年生で婚約が決まると進路を女子大に変更させられ、二十二歳という若さで結婚した。

　高校の頃に付き合っていた恋人がいたとはいえ、千花の身の回りに社会人の男性は颯真しかいなかったし、深い関係になったのも颯真のみ。

　外の広い世界を知り、自分以外の男と関わるようになれば、いつか千花がこの結婚を後悔する日がくるのではないか。

　仕事を始めればほかの男の目に触れる機会が増えるとわかっていたが、早速かと頭をかきむしりたくなる。

　千花が不貞を働くとは思っていないが、それでも胸にどす黒い嫉妬心が湧き上がるのを抑えることができない。

　次の日、「明日、朝から出かけないか。たまには少し遠出しよう」とわざと〝Yagami〟と同じ日に誘いをかける自分の狭量さにうんざりしつつ、それでも千花があの花が綻ぶような笑顔でうなずいてくれたのがうれしくてたまらなかった。

　月城家の跡取りとしてプレッシャーを感じないのかとよく聞かれるが、颯真は家業である不動産事業が嫌いではなかった。

　とくに今在籍している都市開発本部の仕事は、まっさらな場所に自分たちが企画したものが実際にできあがるという醍醐味がある。それらが人々の流れを変え、生活スタイルが決まり、物流が生まれ、地域が発展していく。

　実現することにやりがいを感じるし、ひとつの大きなプロジェクトが動きだせば、プライベートな時間も常に仕事について考えているような仕事人間だった。

「この後十一時からの『水上建設』の方との打ち合わせはこちらが出向きますので三十分前には社を出ます。十五時から開発本部全体のミーティング。駅直結の複合施設誘致の件で、地権者の河こう野の様との会食は十九時に『清きよ瀬せ亭てい』の予約を入れてあります」

　しかし結婚して新婚生活を満喫している今、淡々と今日のスケジュールを伝えてくる宮城に対し、出張や会食の多さを愚痴りたくもなる。

「最近会食の予定を詰めすぎじゃないか？」

「そうですか？」

「千花の飯が食いたい」

　ここ最近の颯真は、九州にあるターミナル駅直結の複合施設を誘致するプロジェクトに関わっており、出張や会食が連日続いていた。

　颯真がデスクを置く都市開発本部の部長席は個室とはいかないまでも仕切りがあり、多少の機密性は保たれている。

　ほかの社員に聞かれないようにため息とともに小声で本音を漏らすと、宮城は秘書の仮面を取り去り、親友の顔をして笑った。

「清瀬亭の懐石より千花ちゃんの飯か。若奥様の料理の腕はよっぽどらしいな」

「馴れ馴れしく呼ぶな。まぁ、ご両親から無理やり栄養学科に放り込まれて、料理学校にも通ってたからな」

「……涙ぐましい努力だな」

　千花は要領がいいわけではないが、決して努力を怠らない努力家だと颯真は評価している。

　中学生だった千花の勉強を見てやったときもそう思ったし、婚約して以降はさらにそんな姿を垣間見られた。

　進路変更させられた大学の勉強も一生懸命していたし、一緒に住むようになってからは家の中のすべてを安心して任せられるほど家事もしてくれている。

　颯真の立場上、社交の場にともに出る機会もあるため、パーティーのたびに招待客のリストとにらめっこしているのも知っていた。

　そんな妻が愛おしくて仕方がない。

　本来なら人前なんかに出さず、周囲の雑音なんて聞かせずに、ずっと家の中に閉じ込めておきたいほど。

　しかし現実にはそんなことは不可能で、千花はその努力家な面を今は仕事に向けてがんばっている。先日もハロウィンのイベントのおやつに自分のメニューが採用されたのだとうれしそうに話してくれた。

　今日は颯真が会食だと知り、金曜なので職場の仲間で飲みに行くのだという。

（〝Yagami〟もその場にいるんだろうか）

　一カ月ほど前に彼からのメッセージの通知を見て以降、どうにも職場の飲み会というものに危機感を覚えてしまう。

　自分の贈った結婚指輪をしているため、千花には相手がいるのだと当然周囲は認識しているはずだ。

　それなのにこんなにも落ち着かないのは、やはり千花の想いが完全に自分に向いていると確信できないからだろうか。

　夫婦としてうまくやっているとは思う。しかし自分が千花を想うほど、彼女に愛されているという自信はまだ持てていない。

　絶対に振り向かせたいと思いながらも颯真が自分から『好きだ』と言葉にしないのは、どこかこの結婚を利用して無理やり千花を自分のものにしたといううしろめたさがあるからだった。

「姉妹でも弥生とは全然タイプが違うもんだな」

「同じ優等生でも、弥生は要領よくこなすタイプだったから」

　宮城との共通の友人であり、今では義ぎ姉しである弥生の名前を久しぶりに聞き、颯真は再度ため息をついた。

　事情はわからないがすべてを捨てていなくなってしまった弥生と、そんな姉の代わりに嫁げと言われたのを、寂しげに笑って受け入れた千花。

　月城家の嫁として懸命に尽くそうとしてくれているのは十分伝わっている。

　しかし颯真が一番欲しているのは千花の心だった。彼女と〝恋〟がしたい。決められた夫婦だからという体裁を取り払い、純粋に愛し合いたい。

　そのためには、懸念事項はつぶしておくに限る。

「あー、千花不足だ」

「重症だな」

　職場で臆面もなくそんなことを言ったからか、宮城は驚きつつもすぐに笑って茶々を入れる。

「あ、そういえば初めて千花ちゃんに会ったときに思ったんだけど――」

「よし。今日の会食が終わり次第、千花を迎えに行く」

　ふと宮城がなにか思い出して言いかけたのと同時に、颯真は宣言するように立ち上がった。

「は？」

「夫が同僚に挨拶するのに、問題などないはずだ」

「なんの話だ？」

　眉間にしわを入れる秘書を横目に颯真は頭を切り替え、午前中の打ち合わせに使用する資料を読み込み始めた。




　その夜の会食はスムーズに進み、施設誘致の件でも有意義な意見交換ができた。

　相手をタクシーに乗せて見送ると、自分も千花の迎えに行こうと【今終わった】と彼女にメッセージを送る。急に迎えに行ったら驚かれるだろうか。

「飲み会に迎えに来る旦那なんてウザがられないか？」

　車を回してきた宮城が苦笑交じりにからかってくるのをじろりと睨みつつ、「遅い時間にひとりで帰らせるのは危ないだろ」と言い訳じみた返答をした。

　昨日千花から聞いていた居酒屋の近くで降ろしてもらい、店の前で待っていようとスマホを取り出す。まだメッセージを見ていないらしく未読のままだった。

（二十一時過ぎたし、もうそろそろ終わるか）

　店の近くまで迎えに来たとメッセージを送るか迷っていたら、居酒屋の入っているビルの脇の階段から、男女四人が下りてきたのが見えた。

　小柄な男が飲みすぎたのか、左肩を長身の男に支えられている。その様子を心配そうに見守る妻の姿を見つけ、颯真はゆっくりとそちらへ歩みを進めた。

「先生、大丈夫ですか？」

「おー、なんとかぁ」

「大丈夫だろ。気分悪くなさそうだし、足にキてるだけっぽい」

「珍しいですよね、山崎先生がこんなに酔うの」

「いやぁ、矢上をつぶして恋バナでも語らせようと思ったんだけどさぁ。俺が先につぶれるっていうね」

「アホか」

　徐々に距離が近づくにつれ、彼らのやり取りが颯真の耳に鮮明に聞こえてくる。

　酔った男が発した『矢上』という名前に覚えがあった。

（やはり〝Yagami〟も一緒だったか……）

　颯真の胸に焦りが滲む。

「えー！　でも私も矢上さんの恋バナは気になるなー」

「でしょ？　もう一軒行って聞き出す？」

「いいですね！」

「ちょ、陽菜ってば。山崎先生も、そろそろ帰った方がいいですよ」

「えぇー、月城さんは気になんない？　むしろ月城さんはどうなの？　もし今彼氏がいないなら矢上はおすすめだよー」

「おい、山崎」

　山崎と呼ばれる男は酔っているせいか声が大きい。とても看過できない内容に、颯真は自分の表情が引きつっているのを感じた。

「いえ、あの私は……」

「ちょっと無愛想だけど優しいやつっていうのは、一番近くで働いてる月城さんだってよくわかってるでしょー？」

「あ、それはもちろん」

「だったらさー」

「千花」

　酔っ払いの戯言を断ちきるように颯真が張りのある声で千花を呼ぶと、ビルの前でわいわいしゃべっていた四人がいっせいに振り返った。

　驚いた顔をした千花の隣にいる女性には見覚えがある。彼女が千花の学生時代の友人で、仕事を紹介してくれた本人なんだろう。たしか結婚式にも来てくれていた。

「そ、颯くん？」

「迎えに来た。一緒に帰ろう」

　驚いて口もとに添えられた千花の左手の薬指に目がいく。いつもあるはずのものがない。

（なんで指輪をはずしてる？）

　颯真はジリジリと胸が焦げつきそうになるのを持ち前の理性でなんとか抑え込み、突然登場した自分を訝いぶかしげに見ている男性ふたりに視線を向けた。

「はじめまして、月城です。いつも妻がお世話になっています」

　声をかける直前の彼らの会話を聞けば、少なくとも山崎と呼ばれた男性は千花が既婚者である事実を知らないであろうと察せられる。

　職場で結婚していることを隠していた事情はわからない。大人げないと自覚しつつ牽制の意味を込めて挨拶をすると、真っ先に正気に返ったのは千花の友人だった。

「こんばんは、霧崎です。千花とは学生時代からの付き合いで」

「ええ。お話はよく妻から聞いています」

「……妻？」

「え、月城さん結婚してたの？」

　無表情だがぼうぜんとした様子の矢上と、目を見開き驚きを隠さない素直な山崎の反応は対照的で、前者の男に若干の失望が見て取れた。

　その様子に、颯真はやはりと心の内で舌打ちをする。彼のこめかみがピクリと動いたのを、陽菜は見逃さなかった。

「千花、お迎えが来たならここで解散にしよう。また月曜日にね」

「あ、う、うん。ごめんね、ありがとう。山崎先生と矢上さんもすみません。今日はこれで……」

　千花が同僚に挨拶をするのを見届けながら、颯真は宮城が手配したであろうタクシーがこちらに向かってくるのを待ち構えた。

　家に帰るまでの車内は無言だった。

　千花はなにか言いたそうにそわそわしていたものの、颯真はここで話をする気はなく、じっと口を引き結んだまま。

　そんな彼の態度を察したのか、千花も話しかけてはこなかった。

　エレベーターで最上階まで上がり、玄関の扉が閉まった瞬間。颯真は千花を引き寄せて強引に唇を貪った。

「ん……っ！」

　突然のことに顔を背けて逃げようとしたのを、腕に力を込めて阻止する。

　靴も脱がずに壁に追いやり、ほのかにアルコールの漂う千花を囲い込む。何度も何度も角度を変えすべてを奪うように口づけて、彼女の抵抗を無力なものに変えていった。

「颯くん……？」

　立っていられないほど、くにゃりと体の力を失った千花を抱き上げ、颯真は寝室へと進む。ゆっくりとベッドに彼女を下ろして隣に座ると、不安そうに見上げる千花の左手を取った。

「指輪は？」

　普段よりも数段低く抑揚のない声が出た。自分の余裕のなさが恨めしい。

「え？」

　一瞬なにを言われたのかわからないといった表情の千花だったが、すぐに思いあたったのか「あっ」と小さく声をあげた。

「ごめんなさい。調理するし子どもたちと遊ぶこともあるから、職場じゃはずしてるの」

「それはかまわないよ。でも今は？」

「あ……」

「今日一緒だった彼らは、千花が結婚してるって知らないのか」

　なにも言えずにうつむいてしまった千花に、やるせなさが募る。

　やはり彼女はこの結婚に納得していなかったのか。それとも外の広い世界を知り、結婚したことを後悔しているのか。

　弥生が姿を消し、すぐに千花が新たな婚約者としてあてがわれた。弥生のときと同様、両親に話をして結婚の話を反ほ故ごにしようと思っていた。

　当時まだ未成年だった千花を不憫に思ったはずなのに、それをしなかったのは間違いなく自分のエゴだ。

　わかってはいるものの、千花を手に入れた今の生活が幸せで、彼女を失いたくない。

「結婚したこと、後悔してる？」

「してないっ」

　颯真の苦しげな問いかけに、千花はハッと顔を上げて目を見開くと、大きく首を振って否定した。

　それならどうして仕事が終わった後も指輪をしていないのか。なぜ同僚は千花を既婚者だと知らないのか。

　あの矢上という男が千花を少なからず想っていることに気づいていないなんて、無防備にもほどがある。

　そう問いつめたくなるのをなんとか抑え込むよう冷静になれと自身を叱りつけても、じわじわと心を蝕む醜い嫉妬心に抗えなかった。

「じゃあ、保育園の外に出たら必ずつけて」

「うん」

「仕事のとき以外ははずさないで」

「うん」

　素直に颯真の言葉にうなずいてくれる千花の頬を両手で包み、潤んだ瞳で見上げてくる彼女に啄むようなキスを何度も落とす。

「既婚者だってちゃんと職場で話しておいて」

「う、ん……っ」

「ほかの男に隙を見せないで」

「ん……っ、あ……っ」

　千花が抵抗しないのをいいことにそのままゆっくりと押し倒し、徐々に口づけを深めていった。

「ちゃんと理解して。もう君は俺のものだって」

「颯くん……」

「誰にも渡さない。俺だけの……」

　細い手首をシーツに縫いつけ、深く口内を貪る。唇を小さな耳たぶに寄せて熱い吐息を吹きかけ、そのまま軽く歯で噛むと、千花の体はびくびくと跳ねた。

「千花、千花……」

　むき出しになった独占欲を隠しもしないで、目の前の体を蹂躙する。

　ほんの半年前までは無垢だった体。今や颯真の教えた通りに素直に反応し、さらにはこちらを否応なしに煽ってくる。

　固く閉じていた蕾が徐々に花開くように、どんどん可憐になっていく千花。

　紅潮する頬、汗ばむ魅惑的な肢体、見上げてくる潤んだ瞳にすら嗜し虐ぎゃく心をそそられる。

　肌をさらすことにまだ恥ずかしさを感じる彼女が、自分の愛撫によって理性をなくしていくさまを眺めていると、血流が沸騰しそうなほどの喜びを感じる。

　いつになく性急に千花の体を開き、あますところなく唇を寄せ、所有の証を刻んでいった。

「あっ、待って……」

　あえぐように息をする千花の体を起こしてうつ伏せにさせると、背後から覆いかぶさるようにして愛し始める。

　快感に反る背中も、必死にシーツにすがりつく細い指先も、くぐもった甘い声も、なにもかもが愛しい。

　そんな言葉にできない気持ちを持てあまし、激しく腰を打ちつける。

「や、颯くん……顔見たい……」

　かわいいお願いを聞かないわけにはいかず、再び体勢を入れ替え、互いの体を密着させて抱きしめ合った。

「颯く、颯くん……っ」

　たどたどしく舌っ足らずに名前を呼ばれると、たまらなくなって再び深く口づける。

　さらに千花の左手を取ると、薬指を根もとまで口に含み、カリッと歯を立てた。

「んっ」

　薄くついた歯形がまるで鎖のようで、自分の独占欲にほとほとあきれる。年上の男がこんなふうに嫉妬をあらわにして、いったい千花はどう思うだろうと不安になった。

「あ……」

　すると、千花は自分の左手の薬指についた歯形を見て、うれしそうに笑った。

「ふふ、指輪だ。これならはずせないね」

　颯真が千花に心を奪われた、あの花の綻ぶような愛おしい笑顔。

　まさかこのタイミングでそんな顔をされるとは思わず、颯真は心臓を鷲掴みされたような衝撃に呻く。

「ほんとに、かわいすぎて……心配になる」

「颯、くん……？」

「ごめん、ちょっと加減しない。つかまってて」

「えっ、やぁ、ああぁっ！」

　これまでにない激しさに戸惑っていた様子の千花も、いつしか颯真の首に手を回し、もっととねだるようなそぶりを見せた。

　それに応えるように幾度も激情を交わし、千花に教え込むように愛を注ぎ込んだ。










６．恐れていたもの




　十二月になると、街はクリスマス一色。

　千花の勤める保育園でも毎日元気いっぱいの声でクリスマスソングが歌われ、サンタクロースにどんなプレゼントをもらおうかと、あれこれ悩む姿はかわいらしくて癒やされる。

　最年長である五歳児クラスの女の子にはお手紙ブームが到来していて、今日の千花は彼女たちと一緒にサンタさんに手紙を書いた。

　必死に鉛筆を握り、まだたどたどしい間違いだらけのひらがなを駆使して【きらきらのゆびわがはしいです】【おおきいくまのめいくるみとおままことせっとかほしい】などと書く様子を思い出すだけでもにやけてしまう。

　午後三時半で仕事を終え、千花は電車を乗り継ぎ、お気に入りのパティスリー『bonappetitボナペティ』がある駅に降り立った。

　ボナペティはベルギー南西部にあるワロン地方に本店を持つチョコレート専門店。

　ケーキ、ショコラ、焼き菓子、マカロン、ガトーなど、カラフルなショーウィンドウは甘党の千花にとって、まるでお菓子の家にいるかのようなウキウキした気持ちにさせてくれる。

　三年ほど前に大型商業施設に日本初出店して以降、現在では都内に三店舗、大おお阪さかや神こう戸べ、福ふく岡おかなどに五店舗出店し、ちょっと贅沢なショコラを買うならボナペティと言われるほど有名になった。

　いくつもの賞を取ったパティシエが手掛ける商品の味や見た目も最高なのはもちろんだが、千花がこの店を気に入っている理由は別にある。

　颯真との婚約を言い渡されて初めてふたりで食事に行った際、お土産にと渡してくれたのがこのボナペティのチョコレートフィナンシェだった。

『今俺が手掛けてる仕事相手のお菓子。千花ちゃん甘いもの好きだったよね？　よかったらもらってくれる？』

　彼にとったら、ただ仕事相手からもらったものを千花にくれただけ。きっとほかになんの意味も意図もなかったに違いない。

　それでも千花にとっては、颯真からもらった初めてのプレゼントだった。

　大好きな姉が急にいなくなり、身代わりで婚約を言い渡され、当時の彼氏とも別れ、進路さえも変更させられて落ち込んでいた当時、少しでも自分のことを考えてくれたのがうれしかった。

　何度か顔を合わせただけの関係性だったのに、自分が甘いものを好きだと覚えてくれていたことに驚き、千花には珍しくはしゃいだ気持ちのままお礼を告げた。

　すると颯真は少し驚いたような顔をした後、とても優しく微笑んでくれた。

　十七歳だった千花の心の中に、初恋の熱がぶり返したのは、きっとこのときに違いない。

　駅の構内をゆっくりと歩きながら、薬指にある指輪を親指でなでる。

　先日の飲み会以降、職場の保育園でも調理中以外は指輪をはずさないようにした。千花を既婚者だと知らなかった同僚から『彼氏できたの？』と興味津々に聞かれたのに対し、颯真との約束通り『結婚してるんです』と正直に答えている。

　当然驚かれることの方が多いが、いくら同じ名字とはいえ、まさか自分の同僚が月城不動産の御曹司と政略結婚しただなんて誰も思わない。意外にも深く突っ込んで聞かれる機会もなく、千花はホッとした。

　颯真に実際に会った山崎は『月城さんの旦那さんイケメンすぎ。あれ毎日見てるんじゃ、あいつに勝ち目はないよなー』とよくわからないことを言っていた。

　矢上は千花が既婚者であるという事実に配慮してくれたのか、カフェ巡りはやめてネットで参考になりそうなレシピを探そうと提案してくれた。その顔がどこか沈んでいたような気がしたが、聞いても『いや、なにもない』と言われてしまったので、それ以上は深く追及していない。

　それよりも気にかかるのは、あの日の颯真の言動だ。

　急に飲み会に迎えに来たと思ったら、その帰りは珍しく不機嫌だった。

　指輪をはずしていたのをとがめられ、既婚者なのを隠していたのは結婚を後悔しているせいなのかと聞かれたが、いったいどういう意味だろう。

　さらに千花を自分のものだと独占欲を滲ませる発言をしながら、彼らしくなく少し乱暴にひと晩で何度も抱かれた。

　そんなことは初めてで、次の日の朝は初めて腰が立たないという惨状に見舞われた。ベッドから下りようにも下半身に力が入らず立ち上がれない。そんな千花を見て颯真は申し訳なさそうに謝ってくれたが、千花はうれしかった。

　颯真がなにを考えているのか全部はわからないが、少なからず自分を想ってくれているのではと感じられたから。

　ただ単に、月城家の嫁が結婚の事実を隠して働いていたのが気に食わなかっただけかもしれない。颯真をないがしろにしたと思っただけかもしれない。

　そう理性がブレーキをかけようとしても、勝手に期待してしまっている自分がいる。

　もしかしたら颯真は嫉妬してくれたのではないか。結婚指輪という所有の証で、自分を束縛してくれているのではないか。

『ちゃんと理解して。もう君は俺のものだって』

『誰にも渡さない。俺だけの……』

　熱い吐息交じりで耳に届いた颯真の言葉が、震えるほどうれしかった。

　姉の身代わりで結婚して八カ月。

　颯真の妻として初めて迎えるクリスマス。今年はイブが金曜で当日が土曜日。なにか仕事でトラブルが起きない限り、イブの夜にレストランで食事をしようと颯真に誘われていた。

（告白、してみようかな）

　すでに結婚して体も重ねているのに今さらではあるが、『好き』だと気持ちを伝えたことは一度もないし、颯真からその言葉を聞いたこともない。

　颯真は姉の弥生が好きなのだし、自分の気持ちを打ち明けたところで、優しい颯真の重荷になるのが怖かった。

　政略結婚の相手から寄せられる好意なんて、迷惑に決まっている。

　それでなくとも〝好きな相手の実の妹〟だなんて気まずいに違いない。

　だから気持ちを打ち明けられずにここまできてしまった。

　しかし結婚してからの颯真は、少しずつ千花を受け入れようと努力してくれていた。呼び方、接し方を変えたのも、体を重ねるのも、甘い態度で翻弄してくるのさえ、夫として向き合おうとしてくれた颯真の優しさだと思う。

　それに加え、この前の夜の態度。千花の同僚に夫として挨拶し、仕事以外では指輪をはずさないよう忠告し、独占欲や嫉妬心を感じさせる言葉をささやきながらいつも以上に情熱的に抱く姿。

（あんなの、期待するなって言われても無理……）

　もしかしたら、本当の意味で夫婦になれるかもしれない。あの日の夜を思い出し、十二月の寒空だというのに体が火照る。

　ぶんぶんと首を振り、甘く濃密な雑念を頭の中から追い出すと、千花はボナペティでクリスマス用に小さな四号のザッハトルテの予約を済ませた。

　最後まで定番のブッシュドノエルと迷いつつザッハトルテにしたのは、ウィーンでの新婚旅行を思い出したからだった。

　新婚旅行では、ザッハトルテが好きな千花のために、颯真はおいしいと評判のお店をいくつも調べて連れていってくれた。記念日になるかもしれない日に食べるには、これ以上ふさわしいケーキはない気がする。

（一番好きなケーキを食べて勢いをつけて告白しちゃおう！）

　そして大切な思い出のあるチョコレートフィナンシェを自分用に購入し、千花は店を後にした。

　そのまま駅に戻ろうかとも思ったが、この近くには颯真の働く月城不動産の本社ビルがある。

　顔が見たいからと職場に顔を出すほど子どもではない。まさか会えるとは思ってはいないが、散歩がてら少し遠回りして彼の働くビルの前を通って帰ろうと、千花は少しウキウキした気持ちで歩みを進めた。

　月城ビルは地下五階、地上四十八階の超高層ビル。オフィスのほかにフードテラスや金融機関、コンビニ、クリニックも入っており、高層階には地上百八十メートルの眺望を楽しめるレストランフロアが並んでいる。

　エントランスである一階には、広々とした空間に受付と『calandoカランド』というカフェがあり、外にはたくさんの緑に囲まれたテラス席も配置され、都心でありながら開放的な雰囲気がある。

　いつだったか、仕事で行きづまったらフロアの休憩所ではなく一階まで下りるのだと颯真が話してくれた。カフェでコーヒーを買い、ゆっくりとテラスを歩くことで頭をリフレッシュさせているらしい。

　千花はそんなテラスを歩き、カランドで温かいココアを買おうと店へ向かう。

　すると、入口横の窓ガラス越しに見た店内に、今朝見送った覚えのあるスーツを見つけた。

（あ、颯くん！）

　思いがけない偶然に驚き、休憩中なら少しは話せるだろうかと胸を弾ませたが、どうやらひとりではなさそうだ。

　それなら声をかけるのもよくないだろう。少し残念に思いながらその場を離れようとした千花は、颯真の隣に座っている女性を見て息が止まるほどの衝撃を受けた。

（嘘……）

　肩につかない程度の長さに切りそろえられたワンレングスの髪を大ぶりなピアスのついた耳にかけ、体のラインが綺麗に出るカシミアのニットプルオーバーに、ベージュのタータンチェックのペンシルスカートを合わせた美しい女性。

　どこからどう見ても、約五年前に突然置き手紙ひとつ残して消えた姉の弥生が、颯真の隣に座っている。

（お姉ちゃん……どうして……）

　信じられない思いでぼうぜんと立ち尽くす。

　森野の父も颯真もあの手この手で捜したが見つからず、結局この五年の間、弥生と連絡が取れたことはない。

　千花も何度も連絡を試みたが、やはりスマホは変えてしまったのか一度もつながらなかった。

　それなのに……。

　体がカタカタと震え、頭がうまく働かない。

　千花はふらふらと窓ガラスの前から入口へ向かいカフェに入ると、なにも注文しないままふたりが座るテーブルへゆっくりと近づいていった。

　心のどこかでもうひとりの自分が『早くお店を出なさい！』と叫んでいる。それでも千花は歩みを止められなかった。

「……は、……の……った」

「……がいなく……で婚約話は……とばかり……」

　途切れ途切れではあるが、ふたりの会話が聞こえる。

　あまり穏やかとはいえないトーンで、とくに弥生の声には悲痛さが滲んでいた。

「………が、いったいどんな思いだったかわかってるのか」

「だって、まさかそんなことになってるなんて。千花にはなんて謝ったらいいか……」

　ドキリと心臓が嫌な音を立てる。これ以上聞いてはいけない。

　急に正気に戻った千花は引き返したいと思ったが、足が地面に根を張ってしまったように一歩も動けなかった。

「弥生」

　聞きたくない。

　颯真が姉の名前を呼ぶのも、この後、姉が口走るであろうことも……。

　嫌な予感で胸がつぶれそうに痛い。

　早く立ち去ればいい。わかっているのにそうしないのは、自分で自分の心にとどめを刺すためなのだろうか。

「自分勝手なのはわかってる。何度だってふたりに謝る。でも好きなの、我慢できなかった……ごめん……ほんとに、ごめんなさい……」

　小さく震える弥生の声。涙を流して震わせている肩に、颯真がそっと手を置いた。

（あぁ、やっぱり）

　全身が絶望の色に染まっていく中、頭の片隅にいる冷静な自分がつぶやいた。

（しょせん私は身代わり。本物が帰ってきたなら、そっちがいいに決まってる）

　血の気の引いた唇から小さな乾いた笑いが漏れた。

　なぜ嫉妬してくれただなんて期待したんだろう。

『結婚指輪という所有の証で、自分を束縛してくれているのではないか』だなんて、単なる思い上がりだった。

　婚約しているときから何度も思い知らされてきたはずだった。

『弥生から連絡はない？』

　そう聞く颯真の痛ましげな表情を見ては、ずっと姉を待っているのだとわかっていたはずだった。

　どれだけ彼が姉を愛しているのか、痛いほど理解していたはずだったのに。

　恥ずかしさと虚しさ、それに身代わりとわかっていたはずなのに期待してしまった自分に怒りすら感じ、千花はぎゅっと唇を噛みしめた。

　ふらふらとその場から離れ、無意識に駅へ歩いていると、向かい側から見知った男性がこちらを凝視していた。

「お前、森野……？」

「高梨くん……」

　高校生の頃、短期間とはいえ付き合っていた相手、高梨透だった。

　別れて以来、顔を合わせることはなかったので、約五年ぶりになる。

　金髪に近い色をした髪はサイドとバックが短く刈り上げられ、トップだけ緩くパーマがかかったスタイル。

　黒のダウンジャケットにデニムパンツを合わせ、首もとにはチェーンのようなネックレスが光っている。

　学生時代は爽やかなスポーツマンタイプの風貌だったが、今は真逆の印象だ。

　久しぶりに旧姓を呼ばれ、千花は当時を思い出した。

　熱心に口説かれ、なかば無理やり交際に発展させられた。しかし蓋を開けてみれば、透から感じられたのは、弥生への憧れと興味、社長令嬢という肩書きへの下心、あとは単純な男子高校生としての欲求だけ。

　千花も薄々勘づいてはいたものの、自身も心の中には常に初恋相手である颯真がいたため、なにか言える立場ではなかった。

『お姉さんみたいな美人でもないのに、もったいつけてヤらせないお前なんて、こっちから願い下げだわ』

　別れ話をしたときも、透はひどく千花を傷つけるような言葉を吐き、二度と話しかけてはこなかった。

「あー。もう〝森野〟じゃなくて〝月城〟なんだっけ」

　偶然の再会にしては最悪のタイミングだと、千花は泣きたくなる。

　今は誰とも会いたくないし、話したくない。まして学生時代〝あわよくば弥生へ近づけるかも〟と思いながら千花に告白してきたであろう透など、会いたくない最たる人物だった。

「うまくやったよなぁ。あっさり俺を捨てて、すぐに月城不動産の御曹司様と婚約って」

　透はそんな千花の心情など知る由もなく、相変わらず心をえぐるような発言を平気で口にする。

「捨てたって……」

「だって実際そうじゃん。進路を急に変えたのだって、月城家に入ることが決まったからなんだろ？」

　たしかに颯真と婚約すると決まったため、進学する大学の変更を余儀なくされたが、透を捨てたという表現は納得がいかない。

　きちんと時間を取って、別れたいと切り出した千花に対し、心ない言葉をぶつけるだけで、話し合いすらしなかったのは透の方だ。

　そもそも彼は千花のことをなんとも思っていなかったのだから、捨てられたもなにもない。

　そこまで考えて、千花の脳裏に、先ほどの颯真と弥生の姿が浮かぶ。

　肩を震わせて泣く姉と、その肩を優しく包むように手を添えていた夫。

　ふたりのツーショットは、否が応でも学生時代の付き合いを想像させ、わずかに芽生えていた自信にヒビを入れた。

「自分のお姉さんの恋人だった男と結婚って。お前どんな神経してんの」

　この結婚の経緯などなにも知らない透は、さも千花が弥生から颯真を奪ったかのように話す。

「旦那だって弥生さんがダメだったからお前で手を打ったんだろうけど。今頃後悔してんじゃねぇの」

　透の残酷なほどデリカシーに欠けたひと言がとどめとなり、千花の心は粉々に砕け散った。

「言っとくけど、俺だってお前のこと本気だったわけじゃねぇから」

　結局そうなのだ。

　どこまでいっても、千花は弥生の身代わり。

　透にとっても、両親にとっても。

　そして……颯真にとっても。

「なんで俺が振られたみたいな感じに見られなきゃなんねぇんだよ」

　文句を言い足りない透の言葉は、もはや千花の耳には入らない。

　彼はさらに「スターライト銀行に就職できるはずだったのにあてがはずれた」「今俺の仕事がうまくいかないのは、急に裏切って月城に乗り換えたお前のせいだ」などと口汚く罵っていたが、千花の反応がなくなったのを見ると、大きく舌打ちしながら去っていった。

　千花は透がいなくなったことも気づかぬまま、ぼうぜんと過去に思いを馳せる。

　中学に入ってすぐに『あの森野弥生の妹』と言われた。

　なにからなにまで比較され、姉にかなうものはひとつとしてなかった。

　中学高校は同じ敷地内なため、どこにいても姉の噂は耳に入る。

　そんな弥生と颯真のカリスマ的カップルは常に注目の的だった。

　生徒会に所属していたため、一緒にいるところを何度も目にした。

　お似合いだと思っていたはずなのに、ふたりが高校を卒業し校内で見かける機会がなくなると、なぜかほっとしたのを覚えている。

　やはりあの頃からずっと、千花の心は颯真から動くことはなかったのだ。

　そしてそれは、颯真も同じだったのだろう。

　千花が颯真に心を残したまま透との交際に首を縦に振ってしまったように、颯真もまた、この結婚を断れなかったに違いない。

　そして心には弥生が居座ったまま、優しい颯真は千花と向き合おうとしてくれた。

　颯真の努力のかいあって、夫婦仲はかなりよかったと思う。

　優しくて、器が大きくて、千花が自立したくて働くことにも理解がある。

　料理もおいしいと褒めてくれるし、常に感謝の言葉を忘れない、世の理想の旦那像を地でいく人だ。

　だけど……そこには〝千花に対する愛〟だけがない。

　自分はやはり〝身代わりの花嫁〟で、颯真の愛はきっと、今も昔も弥生だけに向けられているのだ。




　その後はどうやって自宅に帰ってきたのかも覚えていない。気がついたらぼうぜんと玄関に佇んでいた。

　仕事と家事の両立を目指し掃除の手も抜いていないため、天然石の玄関ホールは相変わらず真っ白に輝き、部屋に踏み入れなくとも高級な物件だとわかる。

　いつまでもこの豪華さに慣れないのは、本来ここに住むはずだったのは自分ではないからだろうか。

　のろのろと靴を脱ぎ、自分の部屋へ入る。ナチュラルテイストで揃えられた部屋は八畳ほどの広さがあり、大きな家具はソファとドレッサーとデスクのみ。

　備え付けの大きなウォークインクロゼットは半分ほどしか埋まっていない。きっと弥生ならセンスのいい服やドレスでいっぱいにしたのだろうと、こんなところでも自虐的に思う。

　千花はアクセントとして選んだ朱色のソファに、コートも脱がずにどさりと座り込んだ。

（これから……どうしたらいいんだろう）

　なにも言わず失踪した姉が帰ってきた。

　実家の両親でも妹の自分でもなく颯真に一番に会いに行ったということは、やはり弥生は颯真を忘れられず帰ってきたのだろう。

　美人で誰からも好かれ、何事も優秀だった自慢の姉。いつも明るく自分の味方でいてくれる存在で、彼女が涙しているところなど見たことがなかった。

『自分勝手なのはわかってる。何度だってふたりに謝る。でも好きなの、我慢できなかった……ごめん……ほんとに、ごめんなさい……』

　声を震わせ、颯真に好きだと言いすがる姉の姿が脳裏にまざまざと蘇る。そんな彼女の肩に、そっと手を置いた颯真。

　いったい彼は目の前で泣く元婚約者の姿に、なにを思ったのだろう。

　結婚式直前まで連絡を待っていたくらい好きだった女性が、五年ぶりに帰ってきてやっぱり好きだと涙をこぼしたら。

（そんなの、ほっとけないに決まってる）

　帰り際に出くわした透の言葉が思い出される。

『旦那だって弥生さんがダメだったからお前で手を打ったんだろうけど。今頃後悔してんじゃねぇの』

　心ない言葉をぶつけられながら、千花は『そんなことない』と否定の言葉を口にできなかった。

　颯真がそんないい加減な人ではないとわかっているはずなのに、なにも言い返せなかった自分に嫌気が差す。

　帰宅する少し前に知らない番号から三回、そして颯真から二回着信があった。きっとこの三回かかってきた番号が弥生のものだろう。千花はどちらにも出られずにいた。

　今は冷静にふたりの話を聞ける自信がない。聞けるわけがない。

　噛み続けた唇からは血が滲み、嗚咽をこらえる喉の奥が焼けるように痛い。目頭が熱くなってきて、いよいよ涙を止められなくなった。

　キャメル色の膝丈スカートに、ぽたりと丸い水滴が落ちて染みをつくる。その染みが次第に大きくなっていくのを、どこか他人事のように眺めながら千花はうつむいて涙をこぼし続けた。

　どのくらいそうして泣いていたのか、バッグの中のスマホが再び振動する。

　恐る恐る表示を見ると、そこには〝霧崎陽菜〟の文字。千花はすがるように通話ボタンを押した。

『もしもし千花？　今大丈夫？　この前言ってた忘年会の話なんだけどさ』

「ひ、陽菜、私……っ」

　決して自分を傷つけない相手の安心する声を聞き、ずっとこらえてきた嗚咽を我慢できなくなった。

『え、ちょ、千花？　……泣いてるの？　どうしたの？』

　なにを聞いても泣き続ける千花に、電話越しでは要領を得ないと判断したのか、陽菜は千花の自宅に迎えに来ると伝えた。




「父は出張中で、母は友達と温泉旅行で今日は誰もいないの。だから気を使わなくて大丈夫」

　霧崎商事の社長宅だけあって立派な豪邸に入り、千花は陽菜に促されるままゆっくりと事の顛末を話した。

「そっか……弥生さん帰ってきたんだ」

「……うん」

「それで、千花はどうしたいの？」

　うつむきながらすべてを話し終えた千花は、陽菜からの問いに涙でぐちゃぐちゃになった顔を上げる。

「弥生さんが帰ってきたところで、月城さんと結婚してるのは千花でしょ？」

「そう、だけど……」

　たしかに今、颯真の妻は自分だ。

　だけどそれはもともと姉の身代わりであって、自分は代用品。本物の婚約者が帰ってきたのに、このまま婚姻関係を続けていていいのだろうか。

「こんなことあんまり言いたくないけど……政略結婚だからこそ、いくら元婚約者が帰ってきたからって、すぐ交代しましょうなんて言って離婚するのも無理だろうし」

　それは千花も重々承知だった。恋愛結婚とは違い、家同士、さらには会社同士の思惑も絡んだ婚姻関係は、簡単に解消できるものではない。

　なにせ弥生は一度無断で逃げているのだ。月城家はもちろん、森野家の両親だってすんなり許しはしないだろう。

「でも、やっとお姉ちゃんが帰ってきたのに、颯くんだって、きっと……」

「千花。今は弥生さんや月城さんの気持ちは置いておいて。千花はどうしたいの？」

「わ、私は……」

「いくら政略結婚だって、千花はちゃんと月城さんを好きになって結婚したんでしょ？」

　そう。いくら姉の身代わりの結婚だったとはいえ、千花は本気で颯真を好きだった。

　でもだからこそ、姉が帰ってきた今、颯真の気持ちが自分にない現実を目のあたりにしながら妻でいることがつらい。

　大好きな姉がいなくなってしまった現状に寂しさを抱えながらも、姉がいなかったからこそこの幸せに思えた結婚生活は成り立っていたのだ。そのことを、千花は弥生が帰ってきて強く実感した。

　大好きで、憧れで、それなのにコンプレックスを抱いてしまう相手。それが千花にとっての弥生の存在だった。

「それに、私は月城さんだって千花をちゃんと好きなんだと思うけどなぁ」

「え？」

「ほら、前に山崎先生と矢上さんと四人で飲んだとき。月城さんが急に迎えに来たと思ったら『妻がお世話になっています』って挨拶したでしょ」

「うん」

「あのとき、顔は笑ってたけど目の奥は笑ってなかった。山崎先生とか矢上さんを警戒してたっていうか、牽制したっぽかったし」

「そんなこと……」

　ない、と言いかけてあの日の夜を思い出す。たしかにあのとき、颯真が独占欲や嫉妬を滲ませてくれたと千花も思った。

　ウィーンでの新婚旅行以来、颯真は千花を妻として受け入れようと努力してくれていたと感じてもいた。

　それでも……。

「それから、高梨のアホが言ってたことは気にしない！　どうせ千花と月城さんの結婚のニュースを知って、勝手に妬んでるだけなんだから」

「うん……」

「ちゃんと話し合ってみなよ。今は冷静になれないんだったら、今日はうちに泊まっていけばいいし。ね？」

　今日は水曜日。千花は明日休みだが、当然陽菜は仕事がある。

「ごめんね、陽菜」

「気にしないの！　大丈夫だから。もう、千花はすぐに遠慮するし思ってることため込んじゃうんだから。そういうのよくないって昔から言ってるでしょ！」

「……うん」

「ったくもー。千花が心配でおちおち合コンも行ってられないわよ」

「合コン？　行くの？　陽菜が？」

「大学の同級生の紹介でね。怜士と結婚する気なんてさらさらないし。いい人がいるといいんだけどねぇ」

　わざと茶化すように言ってくれる陽菜の気遣いをありがたく思いながらも、千花の心はなかなか浮上しなかった。




　次の日。

「いい？　思ってることちゃんと話すんだよ！」

　千花にそう念押しして、陽菜は保育園へ出勤していった。そんな親友の優しさに何度もお礼を告げ、千花はある場所に立ち寄ってから自宅に帰った。

　颯真はすでに出勤した後で、誰もいない広い部屋。千花はバッグからスマホを取り出し電源を入れた。

　昨夜、陽菜の家に着いてすぐ颯真に【電話出られなくてごめんね。今日は陽菜の家に泊まります。充電が切れそうだから返信はできないかも】というメッセージと、深刻さを悟られないようにふざけたパンダが両手でごめんねのポーズをしているスタンプを送り、電源を落とした。それ以降スマホを触っていないので、どんな返事がきているのかも見ていない。

（昨夜はお姉ちゃんとどこかに泊まった、とか、そんな連絡がきてたらどうしよう）

　嫌な想像を振りきるように首を振り、起動したスマホに目を向ける。

　昨日送ったメッセージは既読になっていて、【わかった。楽しんでおいで】と返信がきていた。

　さらに今朝【おはよう。今家を出る。いってきます】という朝の挨拶と一緒に、【弥生が帰ってきてる。電話折り返してやって】と簡潔な報告が送られてきている。

　颯真のいつもの出勤時間よりも遅めの時間にきていたそれを読み、家に帰ってきたんだとホッとする自分が嫌になる。

　弥生からであろう不在着信は夜の間にも二回ほどあったが、やはり千花は折り返す気になれない。

　姉は昨日『千花にはなんて謝ったらいいか……』と颯真に話していた。弥生が千花に謝罪したい事由なんて、きっとひとつしかない。

　千花から颯真を奪ってしまうこと。

　そう考えて全身が粟立った。

　昨日のように見たこともない泣き顔で許しを請う姉を前に、自分は冷静でいられるだろうか。

　あのとき、弥生が予定通り大学を卒業して颯真との婚約を世間に発表し結婚していたら、きっとこんなふうに悩まなくて済んだ。

　たとえ颯真が初恋の相手だったとしてもそれは過去で、きっと純粋な気持ちで『おめでとう』と笑って言えていたはずだ。

　誰が見てもお似合いのふたりで、そこに自分が入り込む余地なんてなかったのだから。

　それなのに……。

「なんで、今なの……」

　目の前には千花の好みを配慮してくれたというインテリア。ダイニングテーブルで千花の作った料理を食べると、いつだっておいしいと感想をくれた。

　いってきますとただいまのキスは毎日欠かさなかった。

　一緒にお風呂に入ろうとからかってきたり、子ども扱いしたりする意地悪な顔も初めて知った。

　夜には甘く求めてくれたし、いつだったかはソファでくたくたになるまで抱かれたりもした。

　嫉妬心や独占欲だって感じたこともあったのに。

　一年にも満たない新婚生活だったけれど、たくさんの思い出がある。それらを手放さなければならない姉の話を、冷静に受け止めるなんてできそうにない。

　ならば、いっそ自分から……。

　昨日、陽菜の家で流しきったと思っていたが、まだ次から次へとあふれてくる涙。この涙が枯れる頃には、ちゃんとふたりの話を聞こう。

　それまでは、どうか逃げる弱さを許してほしい。

　自室に入ると、昨日購入した思い出のチョコレートフィナンシェが入った紙袋が床に転がったまま。それでも千花は、その紙袋を手に取る気にはなれなかった。

（もう、きっと二度と食べられない……）

　自室に入りクローゼットからスーツケースを取り出して、手早く荷造りを済ませた。

　そして今朝区役所に寄ってもらってきた書類の〝氏名〟の欄の右側に丁寧な文字で記入し終えると、ゆっくりと左手の薬指から銀色に輝く輪を引き抜いた。

『保育園の外に出たら必ずつけて』

『仕事のとき以外ははずさないで』

　両手で頬を包み込まれ、甘く叱られたときの記憶が脳裏を駆け巡る。あのときは、こんなふうに指輪をはずす日がくるなんて思いもしなかった。

　くたくたになるまで愛され、自分の気持ちを告白しようと決意させるほど甘く濃密な時間だったのに。

　あの夜のことを思い出すとうしろ髪を引かれ、決意が鈍ってしまう。

　千花は慌ててダイニングテーブルの上に書類と指輪を置いてメモを残すと、スーツケースを引いて振り返らずに玄関を出た。










７．消えた愛しい人《Side 颯真》




　会社の受付から連絡があったのは午後四時を回った頃だった。

『森野様という女性が月城部長に会いたいとお見えになっていますが』

　森野という名字に心あたりはひとつ。千花はすでに月城姓になっているし、義母がわざわざこの会社にアポなしでやって来る用件もない。そうなれば……。

（まさか）

　颯真は秘書課で仕事をしているであろう宮城に内線で少し社を離れると告げ、足早に受付へ向かうと、エントランスにある大きなソファに座って待っている女性の姿を見つけた。

　艶のある赤みがかったブラウンの髪は肩のラインで真っすぐに切り揃えられ、耳には大ぶりのピアス。長身のスタイルを活かすファッションに身を包み、背筋を伸ばして緊張した面持ちでこちらを見つめている。

　その姿はどことなく品があり、彼女を知らない人が見ても上流階級の出身だと納得させるものがあった。

「……弥生」

「久しぶり、颯真」

　五年ぶりの同級生との再会にしては、やはりどこかよそよそしさが漂う。それは弥生の罪悪感からくるものと、颯真の戸惑いと彼女に対して持っていたわずかな怒りによるものだった。

「急に来てごめん。忙しいのはわかってるんだけど、少し……話がしたくて」

「場所を変えよう。あまり時間はないから、そこのカフェでいいか」

「うん」

　颯真は弥生を連れ、エントランスを出たところにあるカフェ、カランドに入る。互いに飲み物を注文し、席に着くなり弥生が本題を切り出した。

「約束、破ってごめんなさい。今さら顔を出すのもどうかと思ったんだけど……一時帰国が決まったから、どうしても謝りたくて」

「一時帰国って、今は海外にいるのか」

「うん、ニューヨークに」

　どうりでどれだけ探しても見つからないはずだ。

　颯真は嘆息しながら弥生を見つめた。

「大学の卒業式を待って、ふたりで両家の親に適当な理由をつけて結婚相手は自分たちで決めたいと説得する。そういう約束だったよな」

「うん。ごめん……」

　その後、弥生から聞いた経緯はこうだった。

　彼女には二年ほど付き合っていた恋人がいた。彼は弥生や颯真が通っていた大学の特別講師で、経済学部で講義を持っていた。本業は起業して四年目の観光ビジネス会社のＣＥＯを務める人物。

　その彼が仕事で海外へ行くことになったが、いつ帰ってこられるかの目処が立たない。颯真との婚約を回避できたとしても、森野の家に縛られる限り彼との未来はない。

　駆け落ち同然で誰にも告げずに日本を去ろうと、二カ月ほど前から入念に計画をしていたらしい。観光ビジネスを扱っているのなら、その辺の手配はお手のものだろうと颯真は思った。

　彼についていくか、ギリギリまで悩みに悩んで決断したのだと話す弥生の瞳には、涙はあれど後悔の色はないのが見て取れる。今回の一時帰国も、その彼の仕事の都合でついてきたらしい。

　颯真も弥生や千花が幼少期からどれだけ両親からプレッシャーをかけられて過ごしてきたのかを知っているがゆえに、彼女が愛する恋人と逃げ出してしまいたくなった気持ちがわからないではない。

　それでも当時の千花の葛藤を思えば、あっさりそうだったのかと納得するわけにはいかなかった。

「颯真は？　あれから……大変だった、よね？」

　弥生が颯真の左手を見る。そこには既婚の証である指輪があり、さらに罪悪感が募ったのだろう。

「弥生がいなくなった年の夏には、俺と千花の婚約が決まった」

「え、千花っ!?」

　弥生は切れ長の大きな目を見開き、颯真を凝視する。『嘘だと言って』とその瞳が語っているが、真実なのだから仕方ない。

「森野のご両親は、弥生の代わりに千花に俺との婚約を迫った」

「そんな。私がいなくなったらうちとの婚約話はなくなるものだとばかり……」

　妹の千花をことさら大切に思っていた弥生が、見る見るうちに冷静さを失っていくのがわかった。罪悪感から颯真の結婚のニュースを意図的に見ないようにしていたのだろう。そう思ったものの、颯真は言わずにはいられなかった。

「高校三年生の女の子が急に姉を失い、進路も変更させられ、顔見知りなだけの五つも年上の男といきなり婚約させられたんだ。千花が、いったいどんな思いだったかわかってるのか」

「だって、まさかそんなことになってるなんて。千花にはなんて謝ったらいいか……」

　快活で明るい弥生が泣くところなど、颯真は見たことがない。

　ぽろぽろと涙を流す弥生を見て、彼女だけを責めるのはお門違いだと我に返った。

「弥生」

「自分勝手なのはわかってる。何度だってふたりに謝る。でも好きなの、我慢できなかった……ごめん……ほんとに、ごめんなさい……」

　大学卒業当時なのだから二十二歳。その年の女性が親からのプレッシャーに耐えかね、なにもかも捨てて自分が心から好きで甘やかしてくれる年上の恋人と生きていきたいと願ったのを、どうしてこれ以上責められるだろう。

　いくら弥生が幼い頃から優秀だったとはいえ、逃げ出したくなることだってあっただろう。彼女だって守られるべき女性なのだ。

「いや、悪い。俺も感情的になって言いすぎた。この結婚話を止められなかったのには俺にも非がある」

　せめてひと言でも相談してくれれば。そう思いはしたが、婚約期間の四年もの間に両親を説得しようと思えばできないことはなかったはずだ。それなのになんの手も打たなかったのは、颯真自身が千花との結婚を望んだからだった。

「今年の四月、式も挙げたし籍も入れた。正真正銘、千花は俺の妻になった」

　涙をこぼす弥生の肩に手をかけ、言葉を続ける。

「この話を断らなかったのは、千花を知れば知るほど彼女を好きになったからだ」

「……え？」

「始まりはともかく……今は真剣に千花を想ってるし、絶対に幸せにする。だからこれ以上、弥生が気に病む必要はないから」

　千花への想いをはっきりと伝えると、あまりに驚いたのか弥生の涙がぴたりと止まった。ゆっくりと顔を上げ、颯真の顔をしげしげと見やる。

「千花を、好き……？」

「あぁ」

「家のこととか抜きで？」

「抜きで」

「颯真が？　本気で？」

「なんだよ、ダメなのか？」

　あまりの弥生の驚きように、颯真の眉間にしわが寄る。

　すると彼女はさっきまで泣いていたとは思えないほど満面の笑みを見せた。

「なぁんだー！　そっか、千花を本気で！　そりゃそうだよね、あれだけ千花はかわいいんだもん、一緒にいれば当然好きになるよね！」

「……おい」

「昔から千花はどんな人と結婚させられるのかって心配だったの。でも颯真なら安心かな。あれだけモテてたのにあんまり恋愛に興味もなさそうだったし、遊んでるふうでもなかったし」

　颯真は無言で弥生を睨むが、当の本人はどこ吹く風。

「じゃあ、颯真は私の義弟になったの？　あはは、なんかおかしい！」

　弥生はすっかり安心したのか先ほどとは打って変わって明るい表情で、それは颯真が学生時代に見ていた弥生そのものだった。

（そうだ、こういうやつだった）

　若干あきれながらも、ホッとした颯真も表情を和らげる。しかしあまりゆっくりしている時間はないため、話しておきたい話題に転換させた。

「それより、戻ってきたことは誰かに伝えたのか？」

「ううん、真っ先にここに来たから。それに、実家に帰るつもりもない」

「そうか」

　颯真は複雑な思いでうなずいた。たしかに今、森野家に弥生が顔を出せば、今度こそ問答無用でどこか家の得となる男へ嫁がされるのは目に見えている。それならば、もう実家とは縁を切ってしまうのもひとつの手段なのかもしれない。

「ならせめて、千花には連絡してやって」

　そう言うと弥生はうれしそうにうなずき千花に電話をかけたが、なかなか出ない。試しに颯真もかけてみたがつながらなかった。

「おかしいな。この時間は仕事も終わってるはずなんだけど」

　颯真は電話に出ない千花に首をかしげつつ、弥生に尋ねた。

「いつまでこっちにいるんだ？」

「せっかく久しぶりに日本に戻ってきたから、こっちで年越ししてから戻る予定」

「じゃあ時間はあるのか。一度飯でも行くか」

「そうね！　こっちにいる間はアナスタシアってホテルにいるから」

「わかった」

　結局何度か電話をしたものの千花にはつながらず、近々時間を取って四人で会おうと約束をして仕事に戻った。




　その日の夜、家に帰ると部屋は真っ暗だった。

　帰宅の一時間ほど前に、千花から【電話出られなくてごめんね。今日は陽菜の家に泊まります。充電が切れそうだから返信はできないかも】というメッセージが届いていたため驚きはしなかったものの、なんだかもの寂しい気持ちになる。

　結婚してから千花が外泊するのはこれが初めてだった。そもそも森野家は厳しく、学校の修学旅行や自分と行った新婚旅行以外で外泊をしたことがないらしい。

　メッセージと一緒に送られてきたスタンプのパンダを見るに、相当楽しみにしているようだ。千花にとって初めての友人宅への泊まりなら快く送り出そうと、楽しんでくるよう返信をした。

　キッチンからグラスとビールを持ってソファに座り、手酌で飲みながら今日一日を振り返る。

（まさか恋人とニューヨークに逃げていたとは）

　五年ぶりに会った弥生は、最初は罪悪感で暗い表情をしていたものの、帰る頃には幸せそうな顔で笑っていた。きっと恋人に愛されているのだろう。

　ひと言も告げず無責任に消えてしまった事実には多少の憤りを感じるものの、昔なじみの同級生が幸せになっているというのはやはりうれしい。

　千花にも早く知らせてやりたいと思っていたのに、このタイミングで外泊とはなんとも間が悪い。でも友人との楽しい時間に水を差すのもかわいそうで、弥生が帰ってきているとは言わなかった。

　弥生の相当なシスコンぶりは同級生の中でも周知の事実だったが、当然千花も姉を慕っていた。一時帰国とはいえ戻ってきたと知れば、きっと喜ぶだろう。

（千花のうれしそうな顔が見たい）

　どんな顔をするだろう。

　自分と同じで最初はなにも言わずに出ていったことに怒るのかもしれない。口を尖とがらせてぷりぷり文句を言う千花も愛らしいと思う。でもきっと最後には、うれしさを隠しきれない花の綻ぶような笑顔を見せてくれるだろう。

　そう考えながらひとり寂しく夫婦のベッドで眠り、次の日の朝、出勤時間のギリギリまで千花が帰ってくるのを待ってみた。

　しかし玄関が開くことはなく、充電が切れそうで返事ができないかもしれないと言われてはいたものの、【おはよう。今家を出る。いってきます】という挨拶と【弥生が帰ってきてる。電話折り返してやって】とメッセージを送り職場へ向かう。

（一日の始まりに千花の顔を見ないとやる気が出ない）

　そんな惚気のような愚痴を真剣に考えている自分に苦笑する。出勤し仕事をこなしながら、何度もスマホに目を向けた。

　木曜日の今日は千花は休みだが、友人はきっと仕事に違いない。そう遅くない時間に家に帰ってくるものだと思っていたが、いまだに彼女から連絡がない。

　それは弥生も同様のようで、昨夜から何度か連絡をしているもののつながらないらしい。

　なんとなく焦る気持ちを抑え目の前の仕事を片づけていると、部長席の仕切りをノックして宮城が入ってきた。

「失礼します。こちら、頼まれていた九州の複合施設に関する人口と人流に関する資料です。後で目を通しておいてください」

「あぁ、助かる」

「……寝不足ですか」

　少し疲れた顔をしていたのか、颯真を見るなり宮城がそう聞いていた。

　時計を確認すると正午を少し過ぎた頃。休憩にしようと体を椅子の背に預けた。

「昨日弥生に会った」

「は？　弥生!?」

　さすがの宮城も突然の話に驚いたのか、秘書の仮面が剥はがれ、いつもよりも声が大きくなる。

　颯真はおかしそうに笑ってスマホを手にしながら、昨日のことを詳しく話した。

「へーぇ、彼氏とニューヨーク。まぁ弥生らしいっちゃらしいのか」

「まぁな」

「それで？　昨夜は姉妹の感動の再会に付き合って寝不足ってわけか？」

「いや……」

　出張に出て何度か千花のいない夜はあったものの、自宅でひとりで眠ったのは結婚後初めてだった。たしかに昨夜はよく眠れなかったが、仕事に支障が出るほど寝不足なわけではない。

　ただ仕事に集中しきれていないのは確かで、今日何度目かのため息をつく。

　手もとのスマホはやはりなんの通知も示さないままだった。

「千花に連絡がつかないんだ」

「千花ちゃん？」

「昨日は友達の家に泊まるって夕方にメッセージが入ったきり連絡が取れない。弥生が電話しても出ないみたいだ」

　まだ友人と遊んでいて、ただ充電が切れているだけならそれでいい。そう思うものの、この時間まで千花が帰宅していないというのもなんとなく腑に落ちない。

　それに昨夜と今朝送ったメッセージに、いつの間にか既読がついていた。

　颯真はもう一度千花に電話をかけるが、やはり電源が入っていないとお決まりのアナウンスが流れるだけだった。

「千花ちゃんは弥生が帰ってきたこと知ってるのか？」

「あぁ、一応メッセージは入れたから読んだはずだ」

「……なぁ颯真。前にもちらっと言いかけたんだけどさ」

「なんだ？」

「今さらなんだけど……千花ちゃんって、お前と弥生が本当に付き合ってたって思ってないか？」

「は？」

　宮城の突然の問いかけに眉間にしわを寄せる。

　思ってもみなかった質問で、彼の言いたい真意がわからなかった。

「どういう意味だ？」

「そのままの意味。颯真と弥生が本当に愛し合ってる恋人同士だったって勘違いしてないかってこと」

「まさか。なんで」

「話してて何度か引っかかったんだ。弥生の話をしたがらないような、聞きたくないみたいな雰囲気で」

　颯真は宮城の言葉を聞いて黙り込む。

「学生時代、お前らが付き合ってるって噂は広まってたし、当然千花ちゃんの耳にも入ってただろ。風よけになるからって周りには肯定も否定もしなかったけど。それ、結婚する前にちゃんと彼女に否定したの？」

「いや、俺からはなにも。今さらだし、当然弥生が話してるだろうし」

　そう言いながらも、どこか嫌な予感が胸をさいなむ。ぐるぐると得体の知れないものが体中を蝕み、居ても立ってもいられなくなっていく。




　結局その日はいくら仕事をしても千花のことが頭から離れず、いつもよりもかなり早い時間に帰宅した。

　玄関を開けて中に入ると、昨日同様真っ暗な部屋。さすがにこの時間になっても千花が帰っていないなんておかしすぎる。

　慌ててリビングの電気をつけると、真っ先に目に入ったのはダイニングテーブルに置かれた紙と指輪だった。

「なんで……」

　ふたつ折りにされた緑色の紙はドラマでしか見たことのないもので、右側の妻の欄にはすでに千花の字で記入が済んでいる。

　そして、小さなメモに書いてあったのは……。

【お姉ちゃんと、今度こそ幸せになってください。今までありがとう】

「千花！」

　颯真の手の中で、メモがくしゃりと音を立てた。

　ずっと態度で愛を示し続けてきたつもりだった。

　政略結婚をしたと思っているであろう彼女を追いつめないよう言葉にはしなくとも、千花が愛しくて仕方ないという気持ちは隠さずに接してきた。

　ゆっくりでもいい。千花の気持ちが自分に向くように、好きになってもらえるように。

　四年という長い婚約期間を経て入籍し、ようやく千花が自分のものになったうれしさで彼女の気持ちを確かめずに抱いてしまったが、それ以降も拒まれることはなく、自分たちはたしかに夫婦になっていっているのだと思っていた。

　しかし……すべて颯真の思い込みだったのだろうか。

　幼い頃から優秀な姉と常に比較されてきた千花が、それをコンプレックスに感じているとはなんとなく気づいていた。

　だが弥生と千花はまったく違う魅力があり、颯真は一度だって千花が弥生に劣っていると感じたことはない。周囲がなにを言おうと、颯真の目には千花が世界で一番かわいく映っている。

　だからこそ颯真は千花を弥生と比べるなどしなかったし、千花といても弥生の話題は出なかった。意識して避けていたというわけではなく、千花といるときは目の前の彼女のことで頭がいっぱいだったからだ。

　千花が働きだし彼女の魅力に気づく男が近くにいると知った最近は、独占欲も嫉妬心も隠しておけず、年上の余裕なんて欠片かけらもない。

　千花はそんな様子を見ていたから、当然颯真の気持ちなんてわかっているのだと思っていたし、彼女も少なからず心を寄せてくれていると感じていた。

（俺と弥生にもともと関係があったと思っているとしたら……）

　そもそもこの結婚自体、たしかに弥生が失踪してしまったせいで降って湧いた話だった。千花も、両親が弥生の代わりに自分を差し出したと感じているだろう。

（まさか千花は、自分が俺にとっても〝弥生の代わり〟でしかないと、ずっとそう思っていたのか……？）

　頭を重い鈍器で殴られたような衝撃が走る。

『颯真と弥生が本当に愛し合ってる恋人同士だったって勘違いしてないかってこと』

『話してて何度か引っかかったんだ。弥生の話をしたがらないような、聞きたくないみたいな雰囲気で』

　宮城の言っていた憶測が本当だとしたら。

　千花は今までどれだけ思い悩んできたのだろう。

　自分の姉と付き合っていた男と婚約させられ、結婚しなければならなかった千花の心の内を思えば、なぜちゃんと気持ちを言葉にしなかったのかと後悔の念しかない。

　弥生とは恋愛関係になったことはないし、互いにそんな感情を持ち合わせたこともない。ただ利害の一致で噂を放置してきただけだった。

　いつか婚約話を破棄するまでの風よけ。そんなふうに軽く考えていたし、当然千花には弥生から話しているものと疑いもしなかった。

　しかし考えてみれば、颯真が軽く考えていたように、弥生だって自分との噂なんて重く考えていなかったに違いない。聞かれてもいないのに妹に『あの噂は嘘だからね』なんて、わざわざ話しはしなかったのだろう。

　ぼうぜんとした頭で必死に考える。

　残された離婚届と結婚指輪、そしてこのメモを見れば、弥生が帰ってきたことによって自分は身を引かなくてはと千花が結論づけたと察しがつく。

　昨夜の友人宅への泊まりも、もしかしたらそれが原因なのだろうか。

「千花……」

　なんとしても千花をつかまえて話をしなくては。

　そうこぶしを握りしめるものの、昨夜千花と一緒にいたであろう友人の連絡先すら知らない。

　自分のふがいなさに唇を噛みながら、颯真は千花の勤め先である保育園に連絡を取った。

　たしか彼女は霧崎といった。電話口に出た者に彼女の名前を伝えつないでもらう。

『えっと……月城さん？』

「はい、千花の夫の月城です。突然すみません」

　陽菜は職場に連絡してきた颯真に驚きつつ、千花が家に帰っておらず連絡がつかないのだと話すと、納得したように自身の電話番号を告げて一分後にかけ直すよう指示をくれた。

　颯真が言われた通り陽菜の番号にかけ直すと、場所を変えてくれたのかうしろのざわめきが聞こえなくなった。かなり聡明な女性のようだ。

　それから昨夜の千花の様子を詳しく聞くと、胸が張り裂けそうに痛む。

『今園長に聞いたら、急だけど一週間休みが欲しいとお昼頃連絡があったそうです』

「一週間……」

　その間、この家には帰ってこないつもりだろうか。

『どこに行っちゃったんだろう。話し合えって言ったのに……。千花はため込んで爆発するタイプなんだから』

　電話越しにも彼女が千花を心配しているのが伝わり、颯真が「千花と話して必ず連れ戻します」と告げると、陽菜が息をのんだのがわかった。

『千花のこと、弥生さんの代わりにしてるわけじゃないんですよね』

「違います」

『いくら政略結婚だったとしても、結婚した以上責任取って泣かせないであげてください。大事な……親友なんです』

「俺は……政略結婚だなんて思ってない。千花だから結婚したんです」

　颯真が前髪をくしゃりとかき上げながら言うと、電話の向こうで陽菜が笑う。

『それをぜひ千花に言ってあげてください。きっと……』

　それ以上は自分が言うことではないと判断したのだろう。陽菜は口を閉ざした。

「ありがとう。霧崎さんのような人が千花の親友でいてくれて助かります」

『私こそ、千花にはたくさん助けられてます』

　電話を切ると、颯真は必死に頭を働かせる。

　実家には頼らないに違いない。そうなれば、彼女はどこへ行ったのだろう。

『もともと、皇帝とお見合いして結婚するはずだったのはエリザベートのお姉さんだったんだ……』

『私たちみたい』

　ふと、千花と行ったウィーンの博物館での彼女の横顔が脳裏をかすめた。

（まさか……！）

　千花の部屋へ入ると、各私室に備えつけられている大きなクローゼットを大きく開け放つ。

　以前はそこに収納されていたはずのスーツケースが見あたらないことで確信を得る。

「ウィーンだ」

　颯真は必ず見つけてみせると、熱い決意を胸にこぶしをきつく握りしめた。










８．真実の告白




　以前来たときと同じウィーン国際空港。空気がピンと張りつめているのがわかるほど、十二月のオーストリアは寒い。

　クリスマス前とあって至るところにツリーやオーナメントが飾られており、前回見た景色とずいぶん違って見えた。

（違って見えるのは、季節のせいだけじゃなさそう）

　千花は自嘲気味にそんなことを考える。

　あのときは急に変わった呼び方や手のつなぎ方にいちいちドキドキしていた。弥生の身代わりの結婚だという現実をわかっていながら、それでも前向きにやっていこうと考えていた自分が、なんだかとても遠くに感じる。

（未練を断ちきるために始まりの場所に来るだなんて、矛盾してるってわかってるけど……）

　千花はウィーンに来るまでの移動時間で調べたホテルにチェックインした。

　新婚旅行では颯真がすべて手配してくれたため超高級一流ホテルに宿泊したが、今回はそういうわけにはいかない。

　しかし女性ひとりということもあり、ある程度の治安のよさは確保したくて、交通の便のいいそれなりに老舗のホテルを予約していた。

　案内された客室は清潔感があり、対応してくれたホテルスタッフも片言の英語しか話せない千花にとても親切にしてくれた。

（不安だったけど、案外ひとりでもやっていけるものなのかも）

　友達の家にすら泊まった経験のなかった千花がひとりで海外のホテルに宿泊するなど、結婚前には考えられない行動だ。

　ずっと森野家という鳥籠の中にいた自分も、こうして自分で考え異国の地にひとりで立っている。両親に強制されたものではあるが、大学で得た知識で取得した資格を頼りに就職し、少ないながら報酬を得ている。

　颯真と離婚する未来を考えれば、まだ胸が張り裂けそうなほど痛むし、油断すればすぐに涙もあふれてきそうになる。

　それでもひとりでなんとかやっていけそうだという自信が持てていることは、千花にとって誇るべき成長だと思った。

（私も、少しは自立できたのかな……）

　ホテルでひと晩ゆっくり過ごした千花は簡単に身支度を整えると、颯真と歩いたことのあるウィーンの街をブラブラと散策する。

　ひときわ行列ができているのは、颯真と一緒に入ったイタリア風の外観のカフェだった。

（初めての間接キスにさえドキドキしたっけ）

　大好きなザッハトルテの味よりも、流暢なドイツ語で注文したり、店内の女性の視線をひとり占めしながらコーヒーを飲む颯真の姿が思い出される。

　あのときはこんな日がくるだなんて思いもしなかった。

　さすがにカフェに入ることはできず、千花は足を進めて目あての建物を目指した。




「ウィーンに来たって感じがする」

　ホーフブルク宮に着くと、いつかと同じ言葉をひとり小さくつぶやきながらチケットを購入し王宮内に入る。

　膨大な食器類の展示をさらりと見て、お目あてのシシィ博物館に足を踏み入れた。荘厳な様子に気圧されながら、日本語の音声ガイドを頼りに見学していく。

　以前ここに来てからというもの、エリザベート皇后の生涯に興味を持ち、独学ではあるものの彼女についていろんな知識を得た千花は、興味深く館内を見て回った。

　とくに彼女の晩年、夫とすれ違い、息子も失ったエリザベートが多くの時間を費やした旅行で使用されたお召し列車の内部も再現されていて、ひとりの女性が生きた証がまざまざと見えてくる。

　展示が進むと、姉のヘレネがお妃候補だったもののフランツのひと目惚れでエリザベートの運命が変わってしまったことが音声ガイドから詳しく流れてきた。

　以前来たときは、本来姉の婚約者であった男性と結婚するに至ったという共通点を見いだし、親近感を抱いた。

　しかしよくよく考えれば、エリザベートと自分の結婚には皇族と一般人という以外に大きな相違がある。

（シシィは、彼に望まれて結婚したんだもんね）

　姉とのお見合いの席でひと目惚れされて皇妃になったエリザベートと、姉がいなくなり身代わりとして差し出された自分。

　今まで勝手に親近感を持っていたのが嘘のように、正反対の結婚に思えてくる。

　千花はその場で大きくため息をつくと、ほかの展示には目もくれずに外に出た。

　土産物屋を抜けるとアマリエ宮側の出口。中庭の中央にはいくつもの像が並び、その南側にはレオポルト宮がある。

　そこを抜ければ新王宮に行けるので、せっかくならそちらを見て帰ろうと千花が足を進めたとき、うしろからぐいっと腕を引かれた。

「きゃっ」

　唐突に力強い腕に抱きしめられ、恐怖に身をすくませたのも一瞬。

「やっと見つけた……」

　耳もとに届いたのは聞き慣れた声。

　しかし、今ここにいるはずのない人のものだった。

「う……そ」

　振り向かなくてもわかる。自分を抱きしめる腕の感触。左手には先日置いてきたものと揃いの指輪が今も輝いている。

　千花は恐る恐るその腕に手を伸ばし、見覚えのあるコートの袖ごとぎゅっと掴んでみた。

　夢でも幻でもなく、なぜかひとりで来たはずのウィーンで、颯真に抱きしめられている。

　ぼうぜんと佇み、頭の中は真っ白のまま。

「なんで……ここに……」

　千花は蚊の鳴くような声でつぶやく。

「どれだけ心配したか」

　吐息交じりでそう言う颯真の声は震えていて、千花は掴んでいた袖をさらに強く握りしめた。

「一緒に帰ろう。千花」

　千花を抱きしめる颯真の腕の力もいっそう強くなり、耳に届く声も悲痛なほど懇願する色味を帯びて聞こえる。

「だ、だって、お姉ちゃん……」

　涙が瞳に膜を張り、ホーフブルク宮の城壁、装飾の美しい時計、行き交う馬車も少しずつゆがんでいく。せっかくウィーンまで来たというのに現実に引き戻される話題を出すのは苦しいが、それでも聞かないではいられなかった。

「お姉ちゃんが……帰ってきたんでしょ？　颯くん、ずっと待ってたんでしょ？　だから私は、じゃ、邪魔になったらダメ、って思……っ」

「千花」

　腕の力が緩み、くるりと体の向きを変えられ向かい合う。

　千花はなんとかこぼれ落ちる涙を見られまいと顔をうつむけるが、颯真に顎を持ち上げられ叶わなかった。

「も、離して……」

「離さない。離婚もしない。千花は俺のものだし、俺も千花だけのものだよ」

　視線を逸らすのを許さないというように真っすぐに見つめられ、胸が張り裂けそうに疼うずく。

「弥生とは、なにもない」

　きっぱりとした颯真の口調に、千花はふるふると首を横に振る。

　たしかに今はそうなんだろう。この五年近くずっと姉は行方知れずだったし、颯真が千花と向き合おうと努力してくれていたのはよくわかっている。

　だけど、弥生は帰ってきた。

　学生の頃からずっと婚約をしていたも同然のかつての恋人が帰ってきたのなら、今後もなにもないとどうして言いきれるだろう。

　たとえ颯真がそう言ってくれたとしても、千花はとてもじゃないが耐えられそうにない。

『自分勝手なのはわかってる。何度だってふたりに謝る。でも好きなの、我慢できなかった……ごめん……ほんとに、ごめんなさい……』

　泣きながら好きだと告げる弥生の声が耳から離れない。

　ずっと比較されてきた優秀な姉。大好きだけど、千花がなにをしたってかなわない存在。そんな彼女の影に怯えながらこれからの結婚生活を送るなんて考えられない。

「千花、聞いて」

　うつむいて首を振り続ける千花をなだめるように、颯真はつとめて穏やかな声音で話す。

「今まで一度だって弥生に恋愛感情を持ったことはない。まぁ、弥生だってお互いさまだって笑うだろうけど」

「……え？」

　瞳に涙をためたままきょとんとする千花に、颯真は眉間にしわを寄せた。

「本当になにも知らないまま、姉の元恋人と結婚させられたと思ってきたのか……」

　小さく低い颯真の声は聞き取りづらく、千花は彼を見つめて怪訝な表情を向ける。

「たしかに千花も知っての通り、最初は両家の親が俺と弥生を婚約させようと動いてた。でも、俺たちにそんな気はいっさいなかった」

「え……」

「あの頃、学校中で俺と弥生が付き合ってるって噂になってるのは知ってた。誓って言うけどそんな事実はない。でも、なにも言わない方が面倒事を避けられると考えて、弥生と相談していちいち否定して回るのをやめたんだ」

「面倒事……」

「まぁ、月城や森野の家の名前に群がってくる異性は減らせたんじゃないかな」

　颯真が苦笑交じりにため息をついた。

　初めて聞く話に、千花は驚いてなにも言えない。

「それに、あのとき婚約を解消できたところで、きっとまた別の縁談が勝手に持ち上がった。それなら波風を立てずにやり過ごして、時がきたら両親を説得しようってふたりで決めてたんだ」

　次々と語られる過去を理解しようと、目の前の颯真をすがるように見つめ話を聞き続ける。そんな千花の頬を、颯真はいたわるようになでてくれた。

「だけど大学卒業と同時に弥生がいなくなって、千花との婚約話が持ち上がった。当然そのときも反対した。姉がいなくなったからって妹だなんてなに考えてるんだって」

　自分の名前が出てきて、ビクンと体がすくむ。

　それでも颯真は千花の頬に触れるのをやめない。

「なのにこうして千花と結婚したのは、俺が千花のことを好きになったから」

　あたり前のようにさらりと告げられ、千花はまったく反応ができないまま。

「婚約期間の四年を経て、結婚しようと思ったのは千花だったから。俺は政略結婚なんてしたつもりはない。千花だから……千花を好きだから結婚したんだ」

「颯くん……」

「好きだよ、千花。もっと早く言葉にするべきだった。まさか弥生から事情をなにも聞かされてないなんて思わなかった」

「……ずっと、お姉ちゃんの代わりなんだって、思ってた。だって、何度、も、連絡……きてないかって……」

　ずっと言えなかった言葉が涙となってこぼれ落ちていく。

　自分は姉の身代わり。そう心の中に燻っていた仄暗い思いが、堰を切ったようにあふれて止まらない。

　自分の頬に触れている颯真の手を握ると、冷たい外気と裏腹にとても熱い。千花はみっともないと思いながらも、激しく泣きじゃくるのを止められなかった。

「そ、颯くんはずっと……お姉ちゃ、を……待ってるんだって……。け、結婚式の日も……お姉ちゃん、からの、連絡……気にして、たからっ」

　必死に言葉を紡ぐ千花に、颯真は額を合わせるようにして言葉を返す。

「最初は無理やり俺と結婚させられる千花がかわいそうで、なんとか弥生を捜し出したいと思ってそう聞いてた。結婚式の日は……ウエディングドレス姿の千花が、あまりに綺麗でかわいかったから。シスコンの弥生なら見たかっただろうなって思っただけだ」

　寒さからくる震えとは違った唇のわななきを諌め、千花は期待に満ちた瞳で颯真を見上げる。

「ほん、とに？　お姉ちゃ、の……代わりじゃ、ないの……？」

「違う。千花だけを愛してる」

「颯くん……っ！」

　再びぎゅっと抱きしめられ、その腕の中でむせび泣く。

　でもこれはさっきまでの涙とは違う、戸惑いながらも温かな涙だった。

「事情も説明せず、気持ちを言葉にしなかった俺が悪い。こんなふうに家を出ようと思うほど追いつめてごめん」

「違、私が、勝手に……」

「でも、どれだけ千花が嫌がっても、もう離してやれない。離婚なんてしない。俺には、千花しかいないんだ」

「颯くん……」

「一緒に帰ろう、千花」

　抱きしめたまま優しく髪をなでて優しい声で言う颯真に、千花は何度もこくこくとうなずいた。




　千花が滞在していたホテルにふたりで荷物を取りに行ってチェックアウトし、たどり着いたのは、以前新婚旅行で一緒に泊まった超高級老舗ホテルだった。

　さすがに当日では空いてなくて前回と同じ部屋は取れなかったと苦笑する颯真だったが、今回の部屋も負けず劣らず豪華で、千花は身の置きどころがわからない。

　メゾネットタイプの部屋のようで、入口から奥に入るとベッドルーム。手前の左側にはバスルームがあり、右手に二階部分へ続く螺旋階段がある。

　広々としたベッドルームは天井も高く開放的でとても明るい。赤と金色を主に装飾された部屋は豪奢でありながらかわいらしく、サイドテーブルには千花の大好きなザッハトルテとフルーツの盛り合わせが用意されていた。

　颯真は入室すると真っすぐに進み、ベッドルームの脇に置かれた大きな白いソファに腰を落ち着けると、千花にケーキがのった皿を持たせてくれる。

　あれだけ取り乱して泣いたというのに、のんきにケーキを食べるのもいかがなものかと思いつつ、千花は照れ隠しもあってフォークでひと口すくって口に運ぶ。

　ココアスポンジの間に挟まれているアプリコットジャムの酸味がほどよく、甘みの抑えられたクリームとの相性が抜群だった。

「ボナペティでクリスマス用にザッハトルテを予約したの」

「あぁ、うちの会社と同じ駅にある店？」

「そう。その帰りに……お姉ちゃんと颯くんが一緒にいるのを見て」

「それで急に霧崎さんの家に泊まるって言いだしたんだな」

　こくんとうなずき、もうひと口ケーキを食べてからサイドテーブルにお皿を置く。

「あと、あの……元カレにもいろいろ言われて……」

「元カレ？」

　眉間にしわを寄せる颯真に、千花は肩を落としながらうなずく。

　あのとき、偶然透に再会し、千花と付き合っていたのは弥生とのつながりが欲しかっただけで本気ではなかった、颯真だって千花を弥生の代わりにして後悔しているかもと言われ、心が折れてしまったことを話した。

　無言で聞いていた颯真は、怒りの表情を隠しきれていない。

「ごめんなさい。颯くんがそんないい加減な人じゃないって、ちゃんと反論できなかった」

「謝らなくていい。千花に怒ってるわけじゃない」

　颯真は大きく深呼吸をして話題を変えた。

　その後、千花は颯真から弥生の五年前の事情と、今回一時帰国で帰ってきていることを聞かされた。

「恋人と、ニューヨーク……」

「弥生らしいというかなんというか」

「もう、ひと言くらい言ってくれたらよかったのに。お姉ちゃんのバカ」

「……千花」

「でも……幸せそうだったんだよね？」

「あぁ」

「うん、じゃあ……よかったぁ」

　ホッと肩の力が抜けた。

　颯真との仲を気にしていたとはいえ、やはり大好きな姉。事情も話さずに勝手にいなくなってしまって寂しく苦しい思いもしたけれど、幸せだと聞けばうれしくないはずがない。

　胸のあたりをぎゅっと掴みながら、少し気の抜けたような笑みを浮かべた。

　そんな千花の様子を見ていた颯真の目が大きく見開かれた後、ゆっくりと優しい表情で彼女を見つめる。

「千花。手、貸して」

　颯真は千花の左手を取ると、ポケットから出した指輪を薬指にはめた。

「颯くん……」

「これと離婚届見つけたとき、心臓が止まるかと思った」

「ごめんなさい」

　千花だって好き好んではずしたわけではない。

　それでも目の前の悲痛な表情の颯真を見れば、謝らずにはいられなかった。

「いや、伝わってるだろうって過信して言葉にしなかった俺が悪い。これからは、全部ちゃんと言葉でも伝えるから」

「颯くん」

「好きだよ、千花。頼むから、二度とはずさないで」

　元通り薬指に収まった指輪に唇を寄せ、ちゅっとキスをしながら上目遣いに視線を向けられた。その壮絶な大人の色気と甘さに耐えきれず、千花はぎゅっと目を閉じる。

「千花？」

「もう、心臓が限界……」

　再会してから何度も言ってもらった言葉。ずっと欲しかった颯真の心。

「颯くん、好き……」

　千花は小さくつぶやく。もう言わずにはいられなかった。

「颯くんが好き、大好きです」

　左手を彼に取られたまま、意を決して目を開けて視線を合わす。颯真のなぜか驚いたような顔を見ながら、千花は自分の気持ちをゆっくりと伝えた。

「ずっと、お姉ちゃんの代わりだと思ってた。颯くんは優しいから、それでも結婚した以上は私を大事にしてくれてるんだって。だから私も颯くんの妻として家事もちゃんとして、仕事して自立して、がんばって……いつか颯くんに釣り合う奥さんになれたらって……わっ！」

　急に手を引き寄せられたと思ったら、そのまま膝裏をすくい上げられ、ソファから目の前の大きなベッドに沈まされる。

「そんなかわいいこと言われたら、こっちだって我慢が限界」

「颯くん……」

「同じだと思っていい？　千花も、俺を想ってくれてるって」

　熱い欲を隠しもしない目で見つめられ、千花は頬を染める。それでも颯真に自分の気持ちを伝えたくて、うなずきながら言葉を続けた。

「同じどころか、私の方が颯くんのことずっと前から好きなんだから」

　幼い頃、勉強を見てくれた優しいお兄さんに惹かれたあの日。身代わりで婚約させられ失意の中、大好きなお菓子をプレゼントしてくれたあのときも。

「私の初恋は颯くんなんだって、知らないでしょ？」

　ずっと惹かれていた。姉の恋人だと思っていたときも、いずれ彼女と婚約すると知ったときも。

　自分は身代わりだと一線を引きながら、それでも忘れられなかったほど、颯真を想っていた。

「颯くん、ありがとう」

　忙しい身でありながら、はるばるウィーンまで迎えに来てくれた。

　姉の身代わりでなく、自分を好きだと言ってくれた。

　涙する千花を優しく見つめ、その滴しずくを拭ってくれた。

「千花、愛してる」

「颯くん……」

「愛してる……」

「うん、私も」

　見つめ合い、やがてゆっくりと目を閉じてキスをする。

　徐々に深まっていくそれについていくのがやっとな千花だが、必死に気持ちを伝えるように舌を差し出した。

「結婚式でも、ウィーンで千花の初めてをもらったときも、大事にするって誓ったんだ」

　目を開けると、自分を見下ろす颯真の真剣な瞳に囚われる。

「今、ここでまた誓う。絶対幸せにする。もう二度と泣かせないから」

「うん。なんかもう、夢みたい……」

「バカ、言ったそばから泣くなよ」

「幸せなうれし泣きはいいの」

　ただただ幸せで、颯真への愛おしさが涙になってあふれてくる。

　その涙を彼の舌が丁寧になめ取り、熱い吐息が首筋から鎖骨へと移っていく。

　所有の証をつけるように体の至るところに唇を寄せられる。そのたびに小さく声が漏れ、体が勝手に跳ねる。

「部屋は違うけど、千花の初めてをもらった場所で、心までもらえるなんて。ウィーンまで飛んできたかいがあったな」

「ごめんなさい、お仕事とか……」

「大丈夫、宮城がなんとかするだろ」

「ふふっ。宮城さん、かわいそう。申し訳ないな」

　颯真の口ぶりがおかしくてつい笑みをこぼすと、首筋に甘い痛みが走る。

「んっ！」

　千花が少しだけ非難めいた目を向けると、颯真は眉をしかめていた。

「ベッドの上で、千花の口からほかの男の名前なんか聞きたくない」

「そんな……颯くんが言いだしたのに」

「ほら、もう黙って。俺のことだけ考えて」

　颯真の独占欲の漂うセリフも、彼の気持ちを知った今は素直に受け止められる。

「私は、ずっと颯くんのことしか考えてないよ」

　千花はずっと言いたかった言葉をようやく返せた。

「千花……。あんまりかわいいこと言うと、加減する余裕がなくなる」

　ため息交じりにつぶやかれ、ドキドキと心臓が高鳴っていく。

「それでもいいから、颯くんも私のことだけ考え……っ」

　言い終わるのを待たず、颯真が千花の唇を奪う。

　貪るように口を開けられ、舌を絡める濃厚なキスに、千花の頭が徐々に痺れていく。

「俺だって、千花のことしか考えてない。千花しか見えてないよ」

　色っぽい流し目でそんなセリフを言われ、この幸せが現実なのだと実感させられる。

　互いに服を脱がせ合い、生まれたままの姿で抱きしめ合う。

「千花、かわいい」

　恥ずかしがる千花に艶めいた視線を浴びせながらくすりと笑う颯真を睨むが、そんなことはおかまいなしに責め立てられる。

　彼は千花の快感を得られるポイントに的確に触れてくるため、羞恥を感じる理性のベールが徐々に剥がされていく。

「ここ、触ってほしい？」

「んっ、や……」

「やだ？　触らない方がいい？」

「違……っ、もう、颯くん……ちゃんと触って……」

　思考がとろけてきた千花は、もはや颯真の思いのままにねだる言葉を口にする。

「あー、もう……。かわいすぎる」

　いつしか一番敏感な部分まで颯真の指がたどり着き、待ちわびるように潤んだそこに迎えられた。

　ぎゅっと目をつぶっていても、肌を焼かれそうなほど熱い視線を注がれているのがわかる。

「すごい、俺を欲しがってくれてる」

「そういう、こと……っ、言わな、いで……っ」

　初夜でも感じたが、颯真はこういうとき、やけに意地悪だ。わざと千花の羞恥を煽るようなことを言われている気がする。

　なけなしの理性で抗議するも、颯真の器用な指が中を探るようにうごめく感覚に、反論は長くは続かない。

「これからはなんでも言葉にするって決めたから」

「それ、なんか……違……っ」

「俺も千花が欲しい」

　意地悪を言ったかと思えば、情熱的に求められる。

「あっ、ああっ」

「好きだよ、千花。愛してる」

　熱い欲に貫かれ、好きだと気持ちを言葉で紡ぎながら揺さぶられ、千花は目眩めまいがしそうなほどの幸せを享受する。

　圧迫感に眉を寄せながらも、奥まで入り込み、髪を乱しながら自分を愛する颯真を見上げると、甘く切ない感情で胸がいっぱいになる。

（うれしくて、気持ちよくて、幸せで、どうにかなっちゃいそう……）

　優しく激しい動きの中で、颯真は何度も千花に愛をささやき、千花もそれに応える。

　いつも以上に幸せで濃密な時間は、外が白むまで続いた。










エピローグ




　ハートモチーフが多く飛び交い、街全体が浮かれているように感じる二月。

　バレンタインという行事は保育園には関係なく、節分が終わったばかりの今はひな祭りの準備に追われている。

　千花は例年保育園で購入しているひなあられの代わりに、お餅やお麩、米粉などを使って手作りしてみようと矢上と企画し、レシピを試行錯誤している。来週の月曜日には互いの案を持ち寄りレシピを固め、園長へ許可を求めに行く予定だ。

　家での試作用に切り餅や着色用のストロベリーパウダーなどを仕事帰りに購入し、さらに十日後に控えたバレンタイン用にチョコケーキの材料も買い求めた。

「おかえりなさいませ、月城様。お荷物をお預かりしております」

　食材の買い物を終えてマンションへ帰り着くと、コンシェルジュの男性が大きな箱を取り出した。送り主はどうやらニューヨークに戻った姉かららしい。

「お部屋まで運ぶのをお手伝いさせていただきますね」

「すみません、ありがとうございます」

　さすがにバッグと荷物を持っている千花ではこのサイズの箱は運びきれず、玄関まで運んでもらうことにした。

　コンシェルジュの男性に丁寧にお礼を告げて別れ、リビングで届いた箱を開けてみる。中にはニューヨークで今人気の店のチョコレートボンボンやショコラの箱がいくつか入っており、それとは別に高級ファッションブランドの袋も多数詰め込まれている。

　一番上にはメッセージカードが置かれ、【千花に似合いそうな服を送ります。あんなにクローゼットが大きいんだから、颯真が買ってくれないなら私が買ってあげる！　絶対似合うから、着たところ写真に撮って送ってね】と、シスコンの弥生らしい文面が綴られていた。

「お姉ちゃん……なんで颯くんと張り合ってるの」

　千花はメッセージカードを読み、思わず苦笑した。

　ウィーンで颯真と気持ちを通じ合わせ帰国した後、年の瀬も押し迫った年末に、千花は弥生と五年ぶりの再会を果たした。

　なにも言わずに置き手紙ひとつ残して家を出た過去を謝った弥生から、当時の状況や心境などを聞くことができた。

　やはり森野家の長女として厳格に育てられ、何事もできてあたり前といったプレッシャーに押しつぶされそうになっていたという。

　千花はなんでもできた姉にコンプレックスを抱いていたが、弥生は弥生なりに重圧に耐えていたのだ。

　そのことに気がついてあげられなかった幼い頃の自分が情けないと千花が謝ると、弥生は昔と変わらない朗らかな笑顔を向けてくれた。

『なに言ってるの！　あの頃なんとかギリギリまでがんばれたのは、かわいい妹の千花がいたからに決まってるでしょ』

『お姉ちゃん……』

『なんて、爆発して逃げ出した私が言うのもアレだけどさ』

　なにもかも自分の中で消化しようと耐え続け、臨界点を超えて急に爆発してしまった感情。

　ずっと姉と自分は正反対だと思ってきたが、少し申し訳なさそうな顔をした姉を見て、もしかしたら自分たちは少し似ているところもあるのかもしれないと感じた。

　それに不謹慎ではあるが、姉が逃げたおかげで颯真とこうして一緒にいられる。

　言葉が足りずに泣いたり悩んだりもしたけれど、今幸せだということが千花にとっては重要だった。

　それから、今一緒に海外で生活をしているという姉の恋人、二に条じょう大和やまとを紹介された。長身で体格もよく、スタイルのいい弥生と並ぶと、まるで雑誌から抜け出たモデルのようだ。

　当時はとても森野家の長女と結婚できるような社会的地位もなく、駆け落ち同然で日本からさらうしかできなかったと大和にも謝られ、千花はとても恐縮してしまった。

　弥生の八つ年上で現在三十五歳の彼は、観光ビジネス会社のＣＥＯを務めているらしく、会社の業績も安定してきたので、近々日本に拠点を移すことも検討しているそうだ。

『お姉ちゃん、日本に帰ってくるかもしれないの？』

『ゆくゆくはね。まだわからないけど』

『やったぁ！　あ、でもあの……実家には？』

　恐る恐る聞いてみたが、弥生は小さく微笑んでゆっくりと首を振るだけだった。そんな姉の意志を尊重しようと、千花も小さくうなずいてみせた。

　再会を果たしてから弥生が一時帰国を終えてニューヨークに戻るまで、千花は弥生と頻繁に会い、姉妹の交流を深めた。

　一緒に食事や買い物をしたり家に遊びに来てもらったりと、五年も離れていたのが嘘のように接することができるのは、弥生と颯真の仲を勘違いしていた誤解が解けた以上に、彼女をちゃんと理解できたからだと千花は感じていた。

　弥生は相変わらずのシスコンぶりで千花を甘やかしてくれて、そんな彼女を愛おしそうに見つめる大和がいる。

　なぜか颯真は弥生に張り合うように千花を今まで以上に溺愛するようになり、こんなにも幸せでいいのかと目が眩む思いだ。

「ただいま」

　千花が送られてきた荷物を整理しながらそんなことを思い返していると、いつの間にか颯真の帰ってくる時間になっていた。

「おかえりなさい。金曜日なのに早いね」

「プロジェクトも落ち着いたから、会食を減らすよう宮城に言ったんだ。千花の作った夕飯が食べたいし」

「宮城さんかわいそう」

「それが仕事だからね」

「秘書さんも大変だ」

　ただいまのキスを千花の頬に落としながら颯真が言う。

「ずいぶんデカい荷物だな」

「ふふ、お姉ちゃんから」

「弥生から？」

　訝しみながら荷物の中身とメッセージカードを見た颯真が、あからさまに眉間にしわを寄せる。

「かい性しょうなし扱いされるのは心外だな」

「もう、本気でそう思ってるわけじゃないに決まってるでしょ。お姉ちゃん、昔から私に服買い与えるの趣味みたいなものだっ……ん！」

　唐突に唇を塞がれ、千花は驚きつつそれを受け入れる。

　ちゅっと音を鳴らして離れたのが恥ずかしくてうつむくと、颯真は笑いながら「明日は朝から買い物だな」と弥生に対抗心を燃やしている。

「えっ？　もう本当に十分だから。それに、明日はひなあられの試作をしたいなって思ってて」

「ひなあられ？」

「そう。矢上さんとね、今年からひな祭りのおやつも既製品じゃなくて手作りできないかって考えてて。月曜に保育園で作る前に、家でも試してみようかと思……っきゃ！」

　颯真は夕食の準備に取りかかろうと立ち上がった千花の腕を引き寄せ、そのまま抱き上げる。

「颯くん？　あの、私、晩ご飯の準備……」

「先に千花が食べたい」

「なっ」

　とんでもない発言に慌てている間に、颯真の足は寝室へ向かう。

「弥生に矢上に、なんだって俺の奥さんの周りには邪魔者が多いんだろうな」

　千花をベッドに下ろしながら不機嫌そうにため息をつく颯真がおかしくて、千花は笑ってしまう。

「なに、邪魔者って」

「無自覚なところも心配なんだよ。やっと結婚して俺のものになったと思ってたけど、一向にひとり占めしてる気分になれない」

「そんなこと……」

「楽しそうに仕事してる千花も魅力的だから仕方ないんだけど」

　拗ねた口調のわりに颯真の手はなめらかに動き、するすると千花の服を乱していく。

「ちょ、颯くん……っ」

「これで子どもでも生まれたらさらにライバルが増えるのか。やっぱりあと数年は先でいいな」

「あっ、んん……」

　ウィーンから戻ってきて以降、嫉妬や独占欲を隠さなくなった颯真から向けられる愛情に溺れそうになる毎日。

　もともと結婚してからは甘い態度の颯真だったが、弥生と再会して千花にかまいだしてからというもの、それにさらに拍車がかかった気がする。

　その変化はうれしく思うものの、恥ずかしさに身の置きどころがないのもまた事実で、千花は毎回顔を真っ赤にしてうつむくしかできなかった。

「来週、バレンタイン、でしょ……？」

「え？　あぁ、そういえば」

　話しながらも、颯真の悪戯な指先は千花の肌をすべるようになでていく。

「颯くん会社でいっぱいもらうだろうけど、私からもあげたくて。明日はその試作もしようかなって……。あ、ちょっと、その手……」

「千花以外からはもらわないよ」

「んっ」

　首筋に唇が寄せられ、いよいよ濃密な時間の予感が近づく。

　こうなってしまえば颯真が待ってくれないことは千花も学習済みで、もう身を任せる以外に道はない。

「作ったチョコ、職場にも持っていくの？」

「え？　あ、うん。そのつもりだった、けど……。あっ、や……」

　必死に会話を続けようとする千花とは裏腹に、颯真の手によって次第に体は熱を帯びていく。

　職場に持っていく予定なのは簡単なチョコトリュフで、颯真には甘さ控えめのケーキを作る予定だった。

　学生の頃も、お菓子を作っては学校で友達に配っていたので、それと同じ感覚でいたのだけれど。

（けど……これは持っていかないのが正解な気がする）

　嫉妬めいた視線を浴び、くすぐったさに耐えながら颯真の耳もとでささやいた。

「颯くんが私以外のチョコをお断りしてくれるなら、私もほかの人にあげたりしない」

　恥ずかしさから首に手を回してぎゅっと抱きつくと、颯真も同じように抱きしめ返してくれる。

「いい子」

　吐息が耳に触れる距離で聞こえる颯真の壮絶な色気をまとった声音に、千花はビクッと体をすくませた。

「いい子の千花にはご褒美をあげないとな」

「颯くん……」

「愛してるよ、千花」

　ゆっくりとベッドに押し倒されながら唇が重なり、チョコレートよりも甘く濃厚な時が始まる。

（私も……）

　言葉にできない幸せな気持ちを伝えるようにキスに応えると、うれしそうに目を細めた颯真の表情で、千花はちゃんと伝わっているのだと安堵した。

　それでもやはり颯真が言葉で伝えてくれた愛に返事がしたくて、お返しのように颯真の耳もとに唇を寄せる。

　ありきたりなセリフになったとしても、伝えないよりずっといい。

　愛の言葉を交わすだけで、こんなにも幸せになれるのだと、颯真が教えてくれたのだから。

「私も、大好き」




Fin.
















特別書き下ろし番外編










ため息の正体




　宮城俊しゅん介すけの朝は早い。

　朝八時には出社して自分のデスクのある秘書課へ向かい、まずはコーヒーを淹れる。

　重役秘書たちがこまめに評判のいいコーヒー豆を補充しているため、家で飲むよりもよっぽどおいしい。

　コーヒーを飲みながらメールをチェックし、即返信が必要なものだけ先に処理すると、今日のスケジュールを確認する。

　宮城が秘書としてついているのは、都市開発本部の部長、月城颯真。言わずと知れた月城不動産の御曹司で、宮城の同級生でもある。

　中学生の頃から颯真と一緒にいるが、完璧が服を着たような男だ。

　ルックスがよく成績は主席、運動神経も抜群で家柄もいい。当然女性にモテる。

　それでいておごった態度はいっさいなく、誰にでも分け隔てなく接することができる颯真は、高校生の頃にはその頭角を現していた。

　二年生から生徒会の会長を務め、学校行事の改革を図るなど、生徒だけでなく教師や学園の理事会まで巻き込んでいたのを覚えている。

　あの頃から、宮城は颯真のカリスマ性に惹きつけられていた。

　大学に入り就活を考え始める頃、颯真から月城不動産に入り、ゆくゆくは自分の秘書にならないかと誘われたとき、首を縦に振るのに迷いはなかった。

　兼務秘書として颯真につきながら、重役秘書の補佐も行っている。現在は秘書課の主任という立場だ。

　スケジューラーで今日の予定を確認し終えると、来月に入った出張のための航空券とホテルの手配をした。

（また二泊三日で出張だと言えば、すっげー嫌な顔するんだろうな）

　宮城はトレードマークであるシルバーフレームの眼鏡の奥で目を細め、クスリと笑う。

　約一年前に結婚した颯真は、新妻である千花がかわいくて仕方ないらしい。

　独身の頃はワーカホリックで休日すら仕事をしていたような男だったのに、今や会食や出張は必要最低限、夕食の時間には帰宅したいと言い張るありさまだ。

　長い付き合いになるが、颯真がこんなふうに女性に心を砕くなんて意外だった。

　彼は宮城の知る限り、どんな女性からアプローチされても大きく感情を動かされてはいなかった。

　婚約以前は何人か恋人はいたようだが、交際に浮かれる様子も、別れて落ち込むところも見たことがない。

　それなのに、千花に対してはまるっきり違う。

　休日に人通りの多い場所をひとり歩きさせるのすら心配で宮城を迎えに行かせたり、職場の男を牽制するために自ら仕事終わりに店まで迎えに行ったりと、なんともかいがいしい。

　以前、会社主催のパーティーで千花の噂話をしていた宮城の部下である秘書課の女性社員は、『職務中に私語に興じる人間に秘書の適正はない』という理由で異動になった。

　正論ではあるがおおいに私情が入っているのではと、宮城は苦笑を漏らしたものである。

　そんな溺愛する新妻とすれ違い、急遽ウィーンへ行くと電話だけよこして飛び立ってしまったときには、スケジュールの調整に走り回らされ、苦笑だけでは済まなかったが。

（まぁなんにせよ、夫婦仲がいいのはいいことなんだけどさ）

　結婚して以来、颯真はプロジェクトが佳境を迎える繁忙期以外はあっさり定時で帰宅してしまうため、宮城はなるべく午前中に優先度が高く時間のかかる仕事をこなしてもらうために、こうして朝早くから準備に追われる羽目になっている。

　あと数分後には出勤し、出張の予定に顔をしかめるであろう上司兼友人の顔を思い浮かべながら、会議に使用する書類の作成に取りかかった。




　月城不動産が主導して進める、都心にあるオフィスビルの再開発プロジェクトが軌道に乗り始めている。

　テナントとして入れる飲食店の絞り込みが始まり、今日は打ち合わせを兼ねて候補に上がっているフランス料理店『ルクール』の担当者と会食の予定だ。

　宮城は各店舗の売り上げや客層、従業員の質、口コミなど、必要な情報はすでにまとめてある。

「ルクールの資料をご用意しましたので、後ほどご確認ください」

「ああ、ありがとう。宮城の情報収集力は頼りになる」

「恐れ入ります」

　情報収集力を褒められた宮城は、以前、資料には載っていない情報を耳に入れてしまい、それを颯真に告げるか頭を悩ませたのを思い出した。

（まさか『和食たかなし』の社長の息子が、千花ちゃんの高校時代の元カレだったとは……）

　和食たかなしは、都内に三店舗を構える老舗の日本料理屋で、初期段階では今回のプロジェクトのテナント候補にもあがっていた店だった。

　宮城は高校時代サッカー部に所属し、現在もＯＢ会であるフットサルチームに入っているため、学生時代から付き合いのある友人が多い。

　そのため和食たかなしの社長の息子である高梨透が千花の元カレだということも、透がいったんは別会社に就職したものの一年も経たずに退職して父親の会社に入社したことも、同じフットサルチームに入っている後輩を通じて知った。

　いくら千花を溺愛している颯真とはいえ、妻の元恋人の実家というだけで仕事に支障をきたしたりはしないだろう。

　とはいえ、知ってしまえば心のどこかにしこりは残る。

　颯真が千花の学生時代の交遊関係をどこまで把握しているのかはわからないが、資料に目を通し、店名と経営者の一覧を見ても顔色を変えないところを見ると、少なくとも彼と千花に接点があったことは知らないらしい。

　それならば、知らないままの方が颯真にとってはいいのではないか。

　そう判断した宮城は、取引先になるかもしれない相手の息子が千花の元恋人だという事実を、あえて報告しなかったのだった。

　しかし、事態は二度目の打ち合わせで一変する。

　颯真と宮城、さらにテナント誘致を担当する社員と三人で打ち合わせに向かった際、初回はいなかったはずの透が同席し、明け透けに千花をこき下ろしたのだ。

『あいつを弥生さんの代わりにするって無茶じゃないっすか。姉妹なのに全然似てないっていうか。政略結婚も大変っすね』

　これから一緒に仕事をするかもしれない相手に対する敬意も、社会人としての常識すら感じられない高梨透の発言に、担当の社員も眉をひそめていた。

　大慌てだったのは和食たかなし側の担当者で、あきらかに失礼に値する発言を自社の社員がしたものの、社長の息子である彼をどう諫いさめたらいいのかわからずに大汗をかくしかできない。

　恐ろしいことに、当の本人はまったくなにが悪いのかわからないといった感じで平然としている。まさか、颯真に共感してもらえるとでも思ったのだろうかと、宮城は背筋が寒くなった。

　しかしそれ以上に恐ろしいのは隣に座っていた颯真で、いっさいの感情を表に出さないまま、淡々と打ち合わせのために広げていたパソコンや資料を片づけ始めた。

　テナント契約を見送る決定がなされたのは言うまでもない。

　後日、和食たかなしの社長じきじきに謝罪の意と息子の降格処分の報告を受け、なんとかテナント契約を考え直してほしいと懇願されたが本人からの謝罪はなく、決定は覆らなかった。

　宮城がそんなことを思い出していると、颯真が資料を読みながら肩を大きく落としてため息をついた。

　きっと視察のせいで千花の夕食が食べられないのが不満なのだろう。

　いくら同級生で気の置けない友人関係だとしても、就業中はボスと秘書という間柄。接し方はわきまえ、きちんと一線を引いている。

　とはいえ、ここ最近の颯真のため息の数が気になった。

「で？　ここ最近のため息頻発の理由は？」

　つい普段の調子でからかうように口を出した。

　すでに時計の針は十二時を回っている。多少砕けても問題ないという判断だった。

　正直聞かなくてもわかっている。どうせ愛しの新妻の件に違いないのだ。

「……千花がかわいすぎてつらい」

　ケンカでもしたのならさっさと仲直りしろと発破をかけようと思った宮城だったが、颯真の口から出たのは、思いもよらぬ理由だった。

「……は？」

　思いきり眉間にしわを寄せ、険のある声が出た自覚はあるが、それもいたし方ないと宮城は思う。

　聞けば、保育園で働く千花は新年度になると通常よりも忙しく、家でもレシピを考えたり、新しい食育行事にチャレンジしようと同僚と電話やメッセージで連絡を取っていたりと、忙しくしているらしい。

　再開発のプロジェクトが進み、会食などの打ち合わせも増えてきた颯真も帰宅時間が遅い日が多く、帰ると千花がリビングで寝落ちしていることがほとんどだという。

「無防備に寝てる千花はほんと天使みたいにかわいくて、抱きたいけど疲れてるのなら寝かせててやりたいだろ」

「……はぁ」

「なのにリビングのソファで寝てるのを寝室に運ぶと無意識にすり寄ってくるし、我慢にも限界が……」

　宮城がいくら気のない返事をしても、颯真の口からは惚気なのか愚痴なのかわからない話が次から次へとこぼれ出す。

「近くにいるのに触れられないのはつらいけど、だからって栄養士として生き生き働く千花の邪魔はしたくないし」

　それからまた「はぁー」と大きく深呼吸して、「妻がかわいすぎるとつらい」と真面目につぶやいたのを聞いて、宮城は二度とため息の理由は聞くまいと誓った。




　その日の夜。颯真と宮城は社用車で本日の会食の店である日本料理屋へ向かった。

　月城不動産のビルから車で二十分ほど走った先にある、洗練された和モダンという言葉がぴったりの外観を持つ建物に到着し、来客用のスペースに車を止めていざ店内へ。

　入口通路を抜けて格子戸の自動ドアを入ると、着物姿の女性に出迎えられる。

　八席ほどあるカウンターを過ぎ、奥にある個室の席に通された颯真と宮城は、上がり框かまちで靴を脱いで座敷に上がると、着ていたコートを脱いで座った。

　店内は和紙でできたペンダントライトのやわらかな明かりで照らされ、縦格子でうまくプライベート空間を演出している。

　和の粋を感じさせながらもモダンなデザインの内装は、木材が多く使われ、置いてある家具や雑貨は漆の色合いが深く、落ち着いた雰囲気だ。

　腰を落ち着けて少しすると、「失礼いたします」という声とともに襖が開かれ、ふたりの女性が入ってきた。

「お待たせしてすみません。ルクールの沢渡さわたりと申します」

　彼女が入ってきた瞬間、場が華やかに感じる存在感に、宮城はなるほどとひとり納得する。

　彼の調べでは、沢渡は現在三十歳。過去にモデルとして名を馳せ、四年前に会社を設立した。

　有名シェフを引き抜いて総料理長としたフランス料理店ルクールをオープンさせ、都内で名の通る店に成長させたやり手女社長だ。

　名刺を交換しながらも、元モデルで迫力のある美人は終始颯真に視線を向け、少し頬を赤らめて微笑みをつくっている。

　彼女に付き従っていた部下の女性社員もまた、「月城です。本日はありがとうございます」と颯真から営業スマイルを向けられると、照れた様子でしどろもどろな挨拶になった。

　宮城は順に挨拶を交わしながらも、小さな苦笑をこぼす。

（本当にモテるな、この男は……）

　大抵の女性は颯真との初対面でこういった反応をする。

　長身で整った顔立ちの彼に穏やかに笑みを向けられれば、それもいたし方ないのかもしれない。

（本人は新妻に夢中で、ほかの女性は眼中にないんだろうけどな）

　間もなく食事が始まり、見た目にもおいしい料理を楽しみながらも、本題である仕事の話も滞りなく進められた。

　沢渡は営業がうまく、いかにルクールがほかのフレンチレストラン以上に素晴らしく、一等地のビルに入るにふさわしい店だというのを熱心に語ったが、次第に話題はプライベートな内容へ及んでいく。

「休日はなにをして過ごされているんですか？」

「ご趣味は？　スポーツとかされるんですか？」

　ぐいぐい切り込んでいく沢渡に対し、颯真は営業用の顔を崩さず、あたり障りなく答えている。

　そこに宮城の仕事用のスマホが着信を知らせた。

　ひと言断りを入れ、店の外で電話を済ませて席に戻ると、上がり框の下にふたり分の靴しかないことに気がつく。

「月城さん、来月お誕生日なんですよね」

「ええ」

「よかったらうちの店でお祝いさせてもらえませんか？」

　襖の向こうからは颯真と沢渡の声しか聞こえない。もうひとりの女性社員は、自分と同じく電話かトイレにでも席を立っているのだろう。

　そのわずかな時間を逃すまいと、沢渡が颯真にアプローチを仕掛けているらしい。

　颯真の左手の薬指に、千花と揃いのシンプルな指輪が光っているのが見えないわけではないだろうに。

　仕事の場だというのに逞たくましいことだと、あきれよりも尊敬に近い驚きを感じる。

　ちょっとした好奇心で、宮城は室内に入らずに、その場でふたりの会話に耳を澄ませた。

「颯真さんのためなら、特別なお部屋とお料理をご用意します」

（おお、さりげなく名前で呼び始めた……！）

　艶のある多分に色を含んだ声音は、もはや誰が聞いても相手の男を落としにかかっている女のもので、甘ったるく胸やけがしそうだと宮城は笑いを噛み殺す。

「ありがとうございます。機会がありましたら、ぜひ妻と伺います」

　今にも飛びかかってきそうな女豹をかわすがごとく、颯真の態度は始めに挨拶したときからいっさい変わらない。

　しかし沢渡もめげず、さらに攻める。

「奥様、五つも年下のお嬢さんなんですよね？　昨年ご結婚されたとか。そろそろご不満も出てくる頃なんじゃないですか？」

　自分に自信があるのはおおいに結構だが、他者を落とすのはいただけない。

　こと颯真に至っては、千花を悪く言われて黙っていないのは宮城も体験済みである。

　自社の社員相手ならともかく、今回は取引先のやり手社長だ。

　宮城の脳裏に、和食たかなしとの一件がよぎる。

　そろそろおもしろがって聞き耳を立てていないで部屋に入ろうと襖に手をかけたところで、「そうなんですよ」と沢渡に同調する言葉が聞こえた。

（『そうなんですよ』って……え？　颯真が千花ちゃんに不満？）

　驚きで中に入るタイミングを失っていると、颯真が例のため息をついた。

「なるべく早く帰りたいと思ってるんですが、うちの秘書は鬼なのかスケジュールを詰めてしまうので、不満もたまります」

　そして、今日聞いたばかりの惚気なのか愚痴なのかわからない言葉が飛び出した。

「保育園で栄養士をしているのですが、今朝は試作だと言ってクマの形のパンケーキを俺に出すような子なんですよ。もうほんとにかわいすぎて。なんて、すみません。仕事中に話す内容ではなかったですね。忘れてください」




　帰りの車内で、宮城は運転しながらバックミラーで後部座席の颯真を見やった。

　仕事用のタブレットではなくスマホを操作しているところを見ると、今から帰ると千花に連絡でもしているのだろう。

　颯真の傍らには、お土産のいちご大福が鎮座している。

（不満なんかあるわけないよな……）

　あの後すぐ部屋に入った宮城だが、沢渡はあきらかに当初の勢いをなくし、若干悔しさを顔に滲ませていたのが見てとれた。

　きっと自分が断られるとは思ってもいなかったのだろう。

　アプローチをスルーされただけでなく、溺愛する妻の話まで聞かされた揚げ句、仕事中に関係のない話をするなと釘を刺されたのだから、プライドの高そうな彼女にはかなりの痛手だと思われる。

　沢渡の肉食ぶりには驚かされたものの、『千花がかわいすぎてつらい』という砂糖を煮詰めたような甘さの惚気を聞かされた仲間としては、若干の同情を禁じえない。

　とはいえ、それを口に出したりは決してしないが。

「来月、もう一件出張が入りそうです」

　笑いそうなのをグッと我慢して先ほどの電話の内容を伝えると、颯真は眉間にしわを寄せた。

「なるべく行かなくて済むよう調整を頼んだはずだけど」

「申し訳ありません、鬼なもので」

「……聞いてたならとっとと戻ってこいよ」

　ぞんざいな口調に就業時間外だと汲み取って、宮城も秘書の仮面をはずす。こらえていた笑いをようやく解放できたとばかりに笑顔を見せた。

「ははっ。彼女、肉食獣みたいな目してたな」

「ルクールは文句なくいい店だし、経営手腕も悪くないから仕事相手としては問題ないんだけど」

「まぁね。それにしても、元モデルだけあって綺麗な人だったのに、どうあったってお前は千花ちゃんひと筋なんだな」

「当然だろ。千花以外、女性として見ることなんてない。ていうか、だから馴れ馴れしく『千花ちゃん』なんて呼ぶのやめろよ」

　親友としての気安い会話をしながら、家路を急ぐ颯真を送り届ける。

（あーあ、なんか俺も結婚したくなってきた）

　宮城は心の中でそうつぶやき、車を発進させた。










初恋をして愛を知る




「千花ちゃんっ、僕、野菜食べれたっ」

　三歳児クラスの男の子が得意げに報告に来てくれたのを、千花は穏やかに微笑みながらうれしそうに聞いていた。

　六月の第一週、すでに夏日の中ずっと外で遊んでいたのか、彼は前髪がおでこに張りついてしまうほどびっしょり汗をかいている。

　千花の勤める保育園では食育に力を入れており、季節ごとに旬の野菜をふんだんに取り入れて献立が考えられている。

　とくに夏は暑さで食欲が落ちる子どもも多いため、栄養士の腕の見せどころ。

　今日の昼食はなすやズッキーニ、ヤングコーン、トマトなど、夏野菜をたくさん使用したカレーだった。

　野菜を食べてくれないと悩む保護者は多い。

　小さく刻んで形がわからなくなるまで煮込むのではなく、子どもが大好きなカレーにあえて大きめにカットして入れて、野菜に対する苦手意識をなくしていこうと千花が発案したものだ。

「そっか。優ゆうくん偉かったね。おいしかった？」

「カレーおいしかった！　……なすは、あんまりだった」

　満面の笑みから少し顔をしかめる素直な表情がおかしくて、千花は彼の小さな頭をなでてやった。




　保育園で栄養士として働き始めて二年が経った。

　初めは慣れないことばかりで戸惑いもあったものの、子どもたちの食をサポートし、成長を見守る仕事はやりがいを感じてとても楽しい。

　もちろんうまくいくときばかりではなく、給食がおいしくなかったと言われればへこむし、考えた新しいレシピがボツになるなんてざらだった。

　それでも今日のように子どもから野菜を食べられた報告を聞けると、悩みながらメニューを考案し調理したかいがあるとうれしくなる。

　自分でも役に立てる。

　学んできた知識を活かし、子どもたちのために働くことができる。

　幼い頃になりたいと夢見ていた保育士という職業とは少し違うものの、子どもに携われる保育園の栄養士という仕事は、千花に自信をもたらし、毎日を魅力的に彩ってくれるかけがえのないものとなった。

　しかし、だからこそ今、千花は悩んでいる。

　保育園で関わる子どもたちはとてもかわいく、日々癒やされている。

　それゆえ、少しずつ千花の中に芽生えてきた思い。

（私も、颯くんとの子どもが欲しい）

　もともと子ども好きな千花は、職場で触れ合う幼い子どもたちに触発され、いつしか自然に自分も子どもを持ちたいと望むようになった。

　今までは夫となった月城不動産の御曹司である颯真を支え、次の後継者を産むことが自分の役割だろうと思っていたし、周囲からもそれを求められていた。

　しかし颯真は、千花の自立して働きたいという望みを叶えてくれた。

　自分との結婚で幼い頃からの夢を断たれてしまった千花を慮り、栄養士として働くことを応援してくれている。

　なにより、姉の身代わりではなく千花自身を愛してくれた。

　そのおかげで千花は昔よりもずっと自分に自信を持てるようになり、今は胸を張って颯真の隣に立てるようになった。

　初恋の相手であり、最愛の旦那様。

　颯真との子どもが欲しい。

　仕事が楽しくて仕方ない反面、そんな希望が胸の奥から湧き上がり、その思いは日ごとに強くなるばかり。

　千花は、その思いを素直に颯真に相談することにした。




「え、子ども？」

「うん。颯くんはどう思う……？」

　職場には追々相談するにしても、千花はすぐに妊娠してもかまわないと思っている。

　現在千花は二十四歳。

　晩婚化の現代では早い方ではあるが、若すぎることはない。

　それに自身が弥生という仲のいい姉がいるので、子どもはひとりっ子よりもきょうだいをつくってあげたいという思いもある。

　職場で元気いっぱいな子どもたちを見る限り、育児は体力勝負。

　そろそろ妊娠に向けた準備をしてもいい頃合いだと感じていた。

　しかし子どもをいつ頃授かりたいかというのは、当然ながらひとりで決断するべき話ではない。

　颯真は以前、『子どもは数年は先でいい』と言っていた。

　それが二年後なのか五年後なのか、はたまたもっと先の将来なのか、彼の考えを聞いておきたかった。

「もちろん、いつか欲しいなとは思ってるけど」

「その『いつか』を……今がいいなって言ったら？」

　子どもの頃から両親の言いつけ通り生きてきた千花は、自分の希望を口にするのが得意ではなかった。

　しかし颯真と結婚し、惜しみない愛を注がれ続ける千花は、少しずつそれを伝えられるようになってきた。

　愛する人に甘えるというのは、少しだけ照れくさくて、こんなにも幸せなのかと、颯真と暮らして初めて知った。

「仕事は？　栄養士としてイベントの日以外の平常メニューも任されるようになってきたって言ってたから、てっきりしばらく先なんだと思ってた」

「うん、私も仕事は好きだしやりがいもある。働き初めてまだ三年目だし、正直申し訳ない気もするんだけど……。でもね」

　千花は隣に座る颯真を見上げ、真っすぐに視線を合わせた。

「保育園で子どもたちと接してたら自然と……私も颯くんとの子どもが欲しいなって、そう思えたの。うまく言えないんだけど、今まで漠然としか想像できなかったことが、急に現実的に見えてきたというか。颯くんに似た男の子とか絶対かわいいなって思ったり、女の子でも美人さんになるだろうなーって」

「千花」

「あっ、でもね、颯くんがまだ早いって思うならそう言ってね」

　彼に似た子なら性別問わずとてもかわいいに違いない。

　そんな幸せな妄想が頭をぐるぐると巡ってしまう。

　しかしあまりにも自分の希望を押しつけてはいけないと、千花は我に返って慌てて付け加えた。

「そ、それにね、私も欲しいなって思ってはいるけど、ちゃんと母親になれるかって聞かれると自信はないの。料理はともかく、育児はこれから一から勉強しなくちゃいけないし。でもっ」

「千花、落ち着いて」

　まくし立てるように話してしまった千花の両頬を、大きな手が優しく包み込む。

「前にも言ったけど、俺は千花が望むことに反対なんかしないよ」

　千花を落ち着かせるかのように、艶のある低く甘い声でゆっくりと言い聞かせる颯真は、両手をそのまま下ろして肩を抱き寄せる。

　引き寄せられるまま颯真の腕の中に収まった千花は、彼の優しさに溺れてしまわないように言葉を紡いだ。

「でも、颯くんはすぐにって考えてたわけじゃないんだよね？」

　希望を叶えようとしてくれるのはうれしいけれど、やはり颯真にも子どもを望む気持ちが芽生えてからの方がいいのではないか。

「具体的な時期を考えていなかっただけで、先延ばしにしたいわけじゃないよ。俺だって千花との子どもがいたらかわいいだろうなって思う。数年先がいいって言ってたのは、千花をずっと独占したいっていう俺の単なる愚痴みたいなものだよ」

　颯真ははっきりとした口調で、千花の懸念を一蹴した。

「颯くん」

「それに……」

「それに？」

　不自然に言葉を切った颯真に続きを促すように見上げると、壮絶な色気を纏って見下ろす瞳に囚われる。

「かわいい奥さんに誘われたら、今すぐにでも応えないと。ね？」

　一瞬きょとんとした千花だが、颯真が言わんとしていることを理解すると、ぶわっと顔が熱くなる。

「さっ誘ってるわけじゃ……！」

　ぶんぶんと首を振り弁解しようとするも、引き寄せられていた体はいつの間にかソファに横たえられ、視界に映るリビングの天井を遮るように颯真の美しい顔が迫ってくる。

「そう？　でも、いい？」

　普段は穏やかで優しげな漆黒の瞳には情欲が滲んでいるのがわかり、千花は無意識にこくんと喉を鳴らした。

「こ、ここで？」

「ダメか？」

　懇願するような響きに、自分を求めてくれているのだと愉悦を覚える。

　颯真はいつも無理強いはせず、こうして千花の意思を確認してくれる。

　何度か流されるままこのソファで愛し合ったこともあるが、今日はなんとなく寝室へ行きたい。

　千花が考えを巡らせる間も、颯真の唇が首筋を軽く吸い上げ、ぞくりとした感覚が全身を痺れさせた。

「んっ、ベッド、行きたい……」

　潤んだ瞳で颯真を見つめると、すぐに抱き上げられ、リビングの奥にある寝室へと運ばれる。

　そっと横たえられた千花に覆いかぶさるように颯真が膝でベッドに上がり、そのまま深く口づける。

　丁寧に口内を愛撫するかのようなキスで、千花はいつだってとろけさせられてしまう。

「千花」

「颯く、ん……」

「今日からは、なんの隔たりもなく愛していいんだな」

　颯真の言葉に喜びを感じながらゆっくりとうなずく。

　それが今夜の甘い時間の始まりの合図となった。




「おいしかった！　おなかいっぱい」

「デザートも満足そうだったな」

「うん！　チョコタルトってなんであんなにおいしいのかな」

「ははっ、喜んでもらえてよかった。腹ごなしに少し歩くか」

「うん」

　冬の足音が近づいてきた十一月初旬。少し冷たい風が千花のスカートを揺らす。

　ブーツで踏みしめる落ち葉は一面黄色で、秋の訪れを感じさせた。

　千花の好きなチョコレートのデザートがおいしいと話題のレストランでランチを済ませて店を出ると、颯真が千花の手を握る。

　指を絡ませてつなぐのにようやく慣れた千花が隣の颯真を見上げると、目が合った彼が優しく微笑み返してくれた。

　どんなに仕事が忙しくても、颯真は休日にはこうして自分との時間を取ってくれる。

　たまには家でひとりゆっくり休んでいてもいいのだと言っても、『千花とデートする方が家でじっとしてるより楽しいし癒やされる』と、あちこち連れていってくれる。

　婚約期間を入れれば六年以上一緒にいるが、颯真に対する恋心は結婚してもなお膨らむばかり。

　いつだって千花を思って甘やかしてくれる旦那様に、日々感謝と愛情が募っていく。

　千花はつないだ手に視線を落とす。

（いつか、ここに小さな手が加わることがあるのかな）

　親子三人で手をつなぐ姿を想像し、胸がきゅっと切なくなる。

　今でも最高に幸せなのに、大好きな颯真との間に子どもができたら、もっと……。

　そんなことを考えながら颯真とふたりでイチョウ並木を歩いていると、ふと路地の角にある小さな子ども服のお店が目に入った。

　もともと子ども好きではあったが、自分の子どもが欲しいと思い始めてからは、よくこうして街中でも子ども服やベビー用品、小さい赤ちゃんを連れた親子などに目がいくようになった。

　ガラス張りの扉の向こうは淡いパステルカラーの内装で、壁は星やハート形、猫モチーフなど色とりどりのガーランドで飾られている。

　中央には複数の風船で吊るされたバスケットの中に商品が並べられているようで、数人の客が中を覗き込んでいるのが見えた。

　店頭のディスプレイには大きなテディベアの隣に、小さな靴と靴下、それに母親が持つ用の大きめなバッグが展示されている。

「かわいい……」

　目を惹かれ思わずつぶやく。

　すると颯真が千花の視線の先に気づき、「入ってみるか？」と声をかけた。

「え、でも……」

　出産どころかまだ妊娠もしていない。

　子どもが欲しいと颯真に相談して五カ月経つが、先日も予定日ぴったりに月のものがきた。

　妊娠を望んですぐに授かれるとは思っていなかったものの、千花は自分でも驚くほどがっかりしてしまった。

　調べてみると、妊娠を望んでいる七割の夫婦は半年で妊娠するらしい。

　とくに排卵日を狙っているわけではないが、颯真は以前からかなりの頻度で千花を求めてくれていたため、つい期待していた。

　焦っても仕方ないとは思うものの、やはり落ち込んでしまう。

　そんな気持ちを知ってか知らずか、颯真は千花の背中に手を添え、店の扉を開けて中に促す。

　戸惑いながら店内に足を踏み入れた千花だが、ベビーグッズのあまりのかわいさに、もやもやとした気持ちが吹き飛んでいった。

「ち、ちっちゃい……！　かわいい！」

　目に見えるすべてのものがミニマムサイズでかわいらしい。

　入ってすぐのところに並べられている靴は十センチ。靴下に至っては八センチのものまである。

　保育園で働いているとはいえ、栄養士の千花は離乳食は作っても０歳児クラスの子と関わることはいっさいない。

　遊び相手をするのも、三歳児クラス以上の子ばかり。

　彼らもまだまだ小さく話し方もたどたどしくて愛らしいと思っていたが、赤ちゃんはこんなにも小さいのだと改めて感動を覚えた。

「そちらはファーストシューズに選ばれる方が多いですよ」

　千花がじっと小さな靴を見つめていると、五十代くらいの女性の店員に声をかけられた。

「ファーストシューズ？」

「赤ちゃんが初めて履く靴のことで、ヨーロッパでは玄関に飾っておくと幸せが訪れると言われているんですよ」

「へぇ。素敵ですね」

　たしかに玄関に飾っておくだけでもかわいらしいだろう。

　やわらかい素材でできた小さな靴を履いて、我が子がとことこと歩く姿はなにより愛おしいに違いない。

　ほかにも天使の羽がプリントされたベビー服や、くまやうさぎの耳がついた帽子、ドレスやタキシードをモチーフにしたスタイなど、小さくてかわいいベビーグッズを見ていると、より赤ちゃんが待ち遠しい気持ちが高まってくる。

　颯真は奥にあるベビーカーや抱っこ紐を実際に使用できるブースで、赤ちゃんと同じ重さの人形を持ち上げて「意外と重いんだな」と感心しながら店員さんの話に耳を傾けている。

「千花は小柄だからな。ベビーカーも軽いものの方がいいかもしれない。いや、でもそれだと安定性が……」

　まだ先の未来なはずなのに、真剣に考えている姿が頼もしくも少し切ない。




　きっと颯真は素晴らしい父親になってくれるだろう。

　彼と結婚した当初は、自分は姉の身代わりで、月城不動産の後継者を産むためだけの存在なのではと悲観したこともあった。

　しかし今は純粋に颯真との子どもが欲しいと思っているのに、なかなか授かれずに気持ちは急いていくばかり。

（もしも、私が子どもを授かれない体だったら……）

　家に帰っても、千花の心はそんな思考に囚われていた。

　颯真の心はともかく、彼の両親が姉の代わりに自分が嫁ぐのをよしとしたのは、きっと若いなら後継ぎを産むのに適しているとでも思ったからではないだろうか。

　それなのに、もし千花が子どもを産めなかったら、颯真の妻である資格はないと言われるのではないか。

　いったん悪い方に考え出すと、どうにも止められない。

　それは千花の悪いクセなのだが、誰に言われたわけでもないのに、どんどんネガティブな思考に陥ってしまう。

　颯真を愛し、彼からも愛されている。

　それなのに、もし『月城家の嫁としてふさわしくない』と言われたら……。

　颯真は初恋の相手で、初めてを捧げた相手で、愛するという気持ちを教えてくれた人。

　千花にとって彼はなくてはならない存在で、今さらふさわしくないと言われ別れさせられてしまったら、どうやって生きていけばいいかもわからない。

　赤ちゃんを授かれないかもしれないことよりも、そちらの恐怖が体をすくませる。

　ぎゅっと目を閉じ、浮かんでくる嫌な想像を振り払おうとしていると。

「――か、千花！」

　大きな声で名前を呼ばれ、ハッとする。

　我に返ると、目の前のハンバーグを焼いているフライパンからもくもくと煙が上がっていて、かなり焦げくさい。

「えっ？　あっ、やだ！」

　慌てて火を止めるも、絡めていたデミグラスソースは真っ黒に焦げついてしまい、とても食べられる状態ではなかった。

「ご、ごめんなさい」

　いったいなにをしているのかと、千花は自己嫌悪にさいなまれ肩を落とす。

「千花、ちょっと話そう。おいで」

「あ、でも夜ご飯の準備が……。フライパンも……」

「いいから」

　少し強引に肩を抱かれ、キッチンからリビングのソファへ移動する。

　ぼんやりしながら火を使っていたことへのお説教だろうか。

　唯一の取り柄だと思っている料理でこんな失敗をしてしまうなんて。

　千花が膝の上でぎゅっと握りしめたこぶしを、隣に座った颯真はそっと包み込んだ。

「千花。なにをそんなに悩んでる？」

「え？」

　優しい颯真のこと。失敗を責めたりはしないものの、気をつけるようにと注意をされるものだと思っていた千花は、思わぬ言葉に瞳を揺らした。

「ここ一、二カ月くらい、よく考え込んでるだろ。話したくないなら見守ろうと思ってたんだが。出かけてもあまり気晴らしにはならなかった？」

　颯真は眉尻を下げて困ったように微笑んだ。

「今日の子ども服の店、千花は喜ぶかと思ったけど、逆効果だったか」

「え……？」

「子どもができないのが不安？」

　言葉を選ぶように聞いてきた颯真に驚き、目を見開いて食い入るように見つめる。

「なんて顔してるんだ」

「だって、私……そんなに態度に出してた？」

　まさか颯真に見抜かれているとは思っていなかった。

　なかなか授かれないと気にしてはいたし、生理がきた当日はひどく落ち込みもした。

　だけどそれを颯真に話したことはないし、悟られるほど表に出していたわけでもない……と思う。

　今日は考え込んでフライパンを焦げつかせるという失態を犯してしまったが、今までそんな失敗はしたことがない。

　千花は不思議に思って見上げると、颯真はクスッと笑って膝の上にあった手を千花の髪へ伸ばした。

「バカだな。俺が毎日どれだけ千花のこと見てると思ってるんだ」

　セミロングの真っすぐな髪を何度も梳き、そのたびに彼の指の背が頬に触れる。

　ゆっくりとしたその優しげな仕草に、千花の中でぐちゃぐちゃと渦巻いていた感情が、少しずつ解けていくのがわかった。

「千花のことだから『もし子どもができなかったら別れなくちゃいけないのかも』とか考えてたんだろ」

　まったくその通りの図星をさされ、千花は小さく体を跳ねさせた。

「ったく。すぐひとりで悩む」

　颯真は両手で千花の頬を包むと、不安げな顔で唇を噛みしめる千花の額にそっとキスを落とした。

　とがめるような口調とは裏腹に、声と態度はとろけるように甘い。

「いい？　俺は千花との子どもが欲しいんであって、月城の後継者を望んでるわけじゃない」

「で、でも……」

　颯真の気持ちはうれしい。

　そう言ってくれる颯真だからこそ、千花はこんな場面でもまだ際限なく彼に焦がれ惹かれていく。

　だけど現実的に考えて、大企業である月城不動産の御曹司である颯真には、いずれ彼の後を継ぐ子どもが必要だ。

　不動産王の異名は伊達じゃない。

　引き継ぐものは自分の考えが及ばないくらい大きいはずだ。

　千花がそう言い募ろうとすると、それを見越した颯真が先に口を開く。

「世襲制なんてもう古い。企業のトップには実力のある人間が座ればいい。それが月城の人間だろうとそうじゃなかろうと、会社の成長には関係ない」

「そ、そんな」

「たぶん父は俺に譲る気でいるだろうし、俺もその期待には応えたいと思って努力してるつもりだ。だけど、俺以上にふさわしい人間がいるのならその人物が次期社長の座につくのは当然だと思うし、俺たちの子どもにだって自由に職業を選択できる権利がある」

　そう話す颯真の表情は、八十年以上続く歴史ある企業の創業者一族としての威信もありながら、新時代の経営者としての革新的な信念が垣間見える。

　決して千花のことだけを思っての発言ではなく、以前からそう考えていたと颯真は言う。

「前にうちの創立記念のパーティーに行っただろ。あのとき、やれ子どもだ後継者だと言われて思ったんだ。別に会社は絶対に俺の子どもが継がないといけないわけじゃない」

　颯真は一度言葉を切り、包み込んだ頬を親指でそっとなでた。

「でも、千花だけは違う。俺の妻は千花だけだし、もし俺が父親になれるのだとしたら、子どもの母親は千花しかいない」

「颯くん……」

　真っすぐに見つめられたまま真摯な言葉で想いを告げられ、なでられた頬が熱を帯びる。

　目頭がツンと痛みを訴え、涙の膜が張られて視界が滲んだ。

　どうしてこの人は、こんなにも自分を理解してくれるのだろう。欲しい言葉をくれるのだろう。

　これ以上ないほど愛され甘やかされていると思うのに、次の瞬間にはさらに深い愛情に溺れそうになる。

　だからこそ、自分が颯真に与えられないものがあるかもしれないことが怖い。

「でももし、私が……赤ちゃん、できない体、だったら……？」

　優しくて、頼りがいがあって、器が大きくて、すべてにおいてパーフェクトな旦那様。

　そんな彼が、自分と一緒にいることで父親になれなくなってしまうのだとしたら。

　千花自身も子どもは欲しいが、自分の体が原因なのだとしたらまだあきらめがつく。

　それよりも、子どもを望めないとわかったとき颯真はどう思うのか、不安で仕方なかった。

「千花がどうしても欲しいなら、いろいろ調べて治療する方法もあるだろうし、血のつながりにこだわらないなら養子を迎えたっていい」

　震える声で問うた千花は、さもなんでもないことのように話す颯真の言葉を聞き、瞳いっぱいにたまっていた涙をあふれさせた。

「それに、もし子どもができなかったとしても、千花を一生ひとり占めできる」

「颯、くん……」

「子どもがいなくて寂しいなんて思えないくらい、俺が生涯、全身全霊をかけて千花を愛すると誓う。俺だけの愛じゃ不服か？」

　後半の言葉をわざと不遜な態度で言う颯真に、千花の涙腺は決壊してしまった。

　ぶんぶんと首を横に振ると、涙の粒が宙を舞う。

　伝えたい想いが大きすぎて喉に引っかかり、うまく言葉が出てこない。

　颯真がいればいい。

　一生ふたりで生きていくとしても、なにも後悔はない。

　どうして不安になったりしたのだろう。

　怖いことなんてなにひとつない。自分はただ、このあふれて止まらない愛を彼に伝えるだけでいい。

　目の前の胸にすがりつくように抱きつけば、待ってたと言わんばかりにきつく抱きしめてくれる。

　背中に回された腕にドキドキするけれど、いつの間にかこの体温に包まれると安心するようになった。

「わたっ、私……颯くんを愛してる……っ！」

　淡い初恋の相手が生涯をともにする人となったことで、千花は恋だけでなく愛も知った。

「愛してる、千花。だから、絶対ひとりで悩まないで」

「うん……っ」

「もし千花が調べてみたいなら、俺も一緒に病院に行く」

「颯くんも？」

「赤ちゃんができない原因が女性にあるとは限らないだろ」

　たしかにその通りだ。

　千花は焦るあまり、なかなか授からないのは自分のせいだとばかり考えていたが、原因がなにかなんて調べてみない限りわからない。

「自然に任せるにしろ医者の力を借りるにしろ、必ず俺が隣にいる」

「颯くん……」

「だから、今はなにも考えないで俺に愛されて。二度と不安になんてならないように」

　そう言うが早いか颯真は千花を抱き上げると、そのまま寝室へと足を向けた。

「えっ、待って、まだ夜ご飯――」

　時刻は午後六時。

　ランチでデザートまで食べたため空腹は感じないものの、夕食の支度の途中で焦がしたフライパンがそのままになってしまっている。

「後でいい」

「シャ、シャワーとか……」

「それも後」

　あまりの急展開に千花の涙は乾き、一気に羞恥が押し寄せる。

　感情がジェットコースターのように激しく揺れて頭がついていかないまま、ベッドにたどり着いた颯真はそのまま上にのしかかってきた。

「んん……っ」

　いつもよりも性急な口づけに、千花のくぐもった声が漏れる。

　服の上から体の輪郭をなでるように手を這わされ、湧き上がる愉悦の予感に身を捩った。

　それでも唇は解放されることはなく、ためらいの言葉をこぼさせないよう塞がれたまま、颯真が器用な手付きで千花のニットをめくり上げ、胸の膨らみをたどる。

　夕食も入浴もまだなのにこうして寝室にこもるなんて、いまだ慣れない千花にとっては恥ずかしさにのぼせそう。

　それでもこうして応じてしまうのは、颯真の深い愛情を一身に感じ、それをあますところなく享受したかったから。

　カップをずらし、直接肌をくすぐられる頃には、千花は間近で見る颯真の欲を宿した眼まな差ざしに煽られるように、腕を首に回して引き寄せ、自らさらに深いキスをねだっていた。

　言葉にせずとも千花の同意を汲み取った颯真は、いったんキスを解くと頬から顎、首筋、鎖骨と唇でたどっていき、ピクリと反応を見せた部分に吸い付き赤い跡を残す。

　そのまま敏感になった胸の先端も唇で愛され、颯真の手はスカートの中に忍び込み、やわやわと太ももをなでた。

　大きく温かい手に触れられるのは心地よく、千花はただ身を任せる。

　そのうち脚だけでは満足できなくなった手が千花のスカートと下着を剥ぎ取りベッド下に放ると、熱を待ちわび潤んでいる場所へと到達した。

「あ……んんっ」

　優しい指先で快楽に酔わされながら、再び深い口づけが与えられる。

　もう何度も体をつなげているのに、颯真は丁寧に千花をとろけさせていくのを怠らない。

　すっかり覚えさせた快感を拾う場所を執拗に責められ、漏れ出てしまう自分のものとは思えない甘ったるい声を噛み殺そうとするもうまくいかない。

　苦しさと気持ちよさに、ぽろりと涙がこぼれ落ちた。

「千花、つらい？」

　どれだけ情欲に溺れようと、颯真は千花への気遣いをなくしはしない。

　そのことに安堵し、千花は首を振って颯真の腕にすがりついた。

「気持ちい、から……颯くんのいいように、して……」

　耳もとで息も絶え絶えになりながら伝えると、颯真の喉がグッと鳴る。

　ぬかるんだ千花の中から長い指を引き抜くと、そのまま熱い愛の楔を一気に突き入れた。

「あっ、ああぁっ！」

　体がひとりでに跳ね、背中が反る。

　千花の反応に満足そうにしながらも、颯真も余裕をなくした顔で肺の中の息をすべて吐き出した。

「あー、まずい」

「颯、くん……？」

「ちょっと止まりそうにない。今夜はとことん付き合って」

　千花が際限なく颯真に恋い焦がれ惹かれるように、颯真もまた千花への愛おしさは日ごとに増していくばかり。

　一度味わってしまった花の蜜は極上で、何度抱いても抱き足りないほど。すべてを自分のものにしたい激情を抑えきれない。

「あっ、待って、あ、んんっ！」

「かわいい、千花。愛してる」

　薄暗い寝室は甘く濃密な空気に包まれ、千花の歌うような甘い声音と颯真の荒い息遣いだけが響く。

　幾度となく愛を交わしながら、千花は頭の片隅で考える。

（いつも颯くんは、私の悩みを吹き飛ばして、未来に光を与えてくれる）

　姉の身代わりで嫁いだと思っていた自分に、愛される喜びを教えてくれた。

　ただ親の言いなりになるだけだった千花に芽生えた遅咲きの自立心を笑わずに、自由に働かせてくれた。

　子どもができたらうれしいけれど、一生ふたりでもずっと幸せに暮らしていける。

　そんな単純だけど明るい希望をもたらしてくれる颯真が、愛しくてたまらない。

「颯くん、大好き……っ」

　狂おしく激しい愛情に揺さぶられながら、互いに果てを目指し高みへと駆け昇っていった。




　ぼんやりと目を開けると、心配そうな顔をした颯真がこちらを見つめている。

「千花、大丈夫か？」

「ん、平気……」

　答えた声があまりにもかすれていて、千花は少し照れながら咳ばらいをする。

「あぁ、ごめん。啼かせすぎた」

「なっ、颯くん！」

　てらいもなく言い放ったのを睨むと、颯真は肩をすくめて笑った。

「俺のいいようにしていいなんて言って、かわいく煽った千花が悪い」

　ベッドの中での発言を蒸し返され、これ以上ないくらい顔が真っ赤になる。

　そんな千花を愛おしそうな目で見つめながら、颯真は乱れた髪を手櫛で梳いてくれた。

　大きな手の感触が気持ちよくて、千花は颯真の胸に頬を寄せ、されるがままになっていると、彼が顔を覗き込んできた。

「よかった。いつもの千花だ」

　うれしそうに口の端を上げたのを見て、きっとたくさん心配をかけてしまったのだろうと反省する。

「ごめんなさい」

「謝ることなんてない。でもこれからはひとりで悩まないで、なんでも言って」

　言葉が足りなくて、当初は誤解が生じていた自分たちの結婚。

　身代わりなんかじゃなく、最初から颯真は自分だけを愛してくれていたのに、それに気づけずにいた。

　だからこそ、颯真はウィーンで気持ちが通じ合って以降、どんな些細なことでも言葉にして伝えてくれる。

　千花も自分の希望を口にできるようになってきたものの、やはり性格なのか、悩むと自分の内側に抱え込んでしまうきらいがある。

　それを見越して、こうして千花が思いつめているのに気づき、心のもやもやを吐き出させてくれる颯真には感謝してもしきれない。

「ありがとう、颯くん」

　上目遣いに見上げて改めてお礼を伝えると、颯真は満足そうにうなずいてくれる。

　その顔を見て、千花は早速ひとつわがままを言ってみようと思いついた。

「ねぇ颯くん」

「ん？」

「本当になんでも言っていい？」

「もちろん」

「あのね……おなかすいた」

　千花が眉尻を下げた情けない顔で言うと、颯真は笑って頭をぽんぽんと叩いた。

「そうか、夕飯まだだったな。よし、はらぺこ姫のために夜食でも作るか」

「わぁ！　一緒に作りたい」

　ふたりで寝室を出てキッチンへ行くと、そこには真っ黒になってしまったハンバーグの残骸とフライパンが……。

「あーあ、片づけからだね」

　互いに顔を見合わせる。夜中のキッチンに、ふたりの幸せな笑い声が響いた。




　一年後。

　千花と颯真は顔を寄せ合いながら、今日病院でもらった白黒の写真を感慨深く見つめていた。

「男の子か。性別がわかると、よりもうすぐ会えるって実感が増すな」

「うん。これでベビーグッズも買い始められるし、名前も決められるね」

　大きく膨らんだおなかをそっとなでる。

　つらく長かったつわりも治まり、千花は妊娠八カ月を迎えた。

　なかなか授からないと悩んでいた千花だったが、颯真と相談し、不妊治療はしないと決めた。

　一喜一憂して過ごすよりも、純粋に颯真と過ごす日々を大切にしよう。そう思えるようになった。

　そんな気の持ちようが功を奏したのか、初夏の陽気漂う五月に妊娠が発覚した。

　子どもが欲しいと颯真に相談したちょうど一年後ということになる。

　千花はつわりが重く、妊娠二カ月から安定期と呼ばれる五カ月まで、ほとんどの固形物を受けつけなくなった。

　一般的によく言われるご飯の炊ける匂いから、お肉の焼ける香ばしい匂い、大好きなチョコレートの甘い香りまで、すべて気分が悪くなってしまう。

　当然栄養士という仕事にも支障をきたし、園長に退職を申し出たが、パートでも使える制度は使ったらいいと、傷病休暇の申請を勧めてくれた。

　来月には産休に入る予定で、『元気な赤ちゃんを産んで、また戻ってきてほしい』と正職員ではないのに快く送り出してくれる園長をはじめ、栄養士の先輩方には頭が上がらない。

「名前か。千花は希望はある？」

「うん、実は考えてる名前があって」

　千花はテーブルに置いてあったメモ用紙にふたつの漢字を書いた。

「こっちの字はね、『端から端まで』とか『すみずみまで』って意味があるんだって。颯くんがそうやって私を想ってくれたからこそこの子は生まれてくるんだし、なによりそうやって誰かを想って、想われてほしい」

　そんな願いを込めた名前。

「……どうかな？」

「うん、すごくいい。俺たちから息子への最初のプレゼントにふさわしい名前だ」

「よかった」

　おなかの中からぽこんっと蹴られ、千花は「あっ」と声を漏らす。

「ふふっ、気に入ったみたい」

　穏やかに微笑み見つめ合い、どちらからともなくキスを交わす。

　愛まな弥やと名付けられた元気いっぱいの男の子が誕生するまで、あともう少し。




Fin.










あとがき




　はじめまして。蓮美ちまと申します。

『激情に目覚めた御曹司は、政略花嫁を息もつけぬほどの愛で満たす』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　初めて恋愛小説を書き始めてから一年半。まさかこうして出版していただく機会に恵まれるとは夢にも思わず、初めてお話を伺ったときは、新手の詐欺かと思いました。

　今回のお話の舞台となったのは、オーストリアの首都・ウィーン。

　ベリーズカフェで開催されていたコンテスト『憧れ都市×憧れ職業男子』というテーマを見た瞬間、「ウィーンを舞台に、エリザベートを軸にしたお話を書いてみたい！」と思い立ちできあがった作品です。（お察しの方もいらっしゃるかもしれませんが、私は大のミュージカル好きで宝塚歌劇団のファンでもあります）

　エリザベートという実在の人物の生涯に感銘を受け、自分も自立したいと懸命にがんばる千花と、彼女を深い愛情で見守る颯真のお話。少しでも楽しんでいただけたらうれしいです。

　執筆中の鼻歌は当然のごとくミュージカル『エリザベート』のナンバーで、熱唱しすぎて筆が止まることも多々ありましたが、とても楽しく書かせていただきました。




　お仕事として作品と向き合うことが初めてだったので、こんなにもたくさんの方の手を借りて一冊の本ができあがるのだと、作業しながらしみじみ実感しているところです。

　稚拙な文章をこうして出版できるようにお力添えくださった担当の若海様、八角様をはじめ、関わってくださった皆様に感謝しています。本当にありがとうございます。

　また、自分の脳内にしかいなかったキャラクターをイラスト化していただくのも初めての経験で、最初にラフを見たときは、頭皮に鳥肌が立つほどうれしかったです。素敵に描き上げてくださった天路先生、ありがとうございました。

　最後になりましたが、この本をお手に取ってくださった皆様に、最大級の感謝を送ります。

　またいつか、別の作品でもお目にかかれるようがんばります！




蓮はす美みちま
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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